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冷徹執事様はＣＥＯ!?










お嬢様と執事




　ああ、あっつい……。

　真夏の太陽の陽射しが容赦なく照りつけ、私の額から大粒の汗が流れる。

　大きなスーツケースをガラゴロと引きずりながら曲がりくねった坂道を上っていく。

　足を止めて見上げると、木々の間から丘の上にひっそりと佇たたずむ古い洋館が覗のぞく。外観は古びた石造りの洋風建築である。

　完全に現代社会から浮いた存在のため、周辺住人からは『お化け屋敷』なんて不気味なネーミングで呼ばれていた。

　ま、実家なんだけどね。

　私、葛かつら城ぎ燁あき子こ、二十八歳は肩で息をし、額の汗を手の甲で拭ぬぐうと、再びスーツケースを引きずりながら長い坂を上っていく。足の疲労はピークに達し、生まれたての子牛のようにプルプル震ふるえながらも、なんとか丘の上まで辿り着いた。

　重く軋きしむ鉄の門扉を開けて、私は屋敷の敷地内へ入っていく。

　またここからが長いのだ。森林の遊歩道を数百メートル歩くと、季節ごとに色とりどりの花が咲いている園芸ゾーンがある。そこから噴水広場を抜けて、ようやく洋館の玄関だ。

　家主である私の父は、愛する四人の子供たちが思いっ切り遊べるようにと、旧華族が建てた洋館を買い取って自宅として改装した。

　実際、私たち兄きょう弟だいはこの広大な敷地内で野生児さながら遊びまくった。迷子になった経験は数知れず、である。

　しかしアラサーとなった今、敷地の広大さが運動不足の身体にとどめを刺さす。

　森林地帯を抜けると、私はうだるような夏の暑さに限界を感じる。肩で息をして、鼻水まで汗と一緒に垂れてきた。

　身体中の水分が蒸発してなくなりそう。

　砂漠の遭難者さながらフラフラ歩いていると、薔ば薇らの植え込みからフラリと人影が現れた。目が霞かすんでよく見えないが、私に気がつくとまっすぐこちらへ向かって歩いてくる。

　暑さで意識が朦もう朧ろうとしているが、その姿が確認できる距離まで来ると眼め鏡がねをかけた男性だった。黒いスラックスに白いＹシャツ姿のところを見ると、どうやら使用人のようだ。スラリと背が高く、涼しげな目元をした優やさ男おとこだ。

「ああ、ちょうどよかった！　あなた、屋敷まで荷物を運んでもらえる？」

「どちら様でしょうか？」

　男は神経質そうに、人差し指で眼鏡をくいっと上げた。

「最近入った方かしら？　私はこの家の次女、燁あき子こです」

「燁子様は、数年前に家を出られたと伺うかがっていますが」

　男は目を細めて、訝いぶかしげな視線を向けてきた。

「仕事がお休みなので、久しぶりに実家へ戻ってきました」

「確か燁子様は家を出て以来、こちらには帰ってきていないようですが」

　男は相変わらず表情を崩すことはないものの、その声には警戒の色が滲にじんでいる。

「やむを得ない事情がありまして、戻って参りました！」

　詳しい状況を初対面の使用人に、いきなり話せるわけないじゃない。この家に帰ってくることは、両親にもまだ言ってないのに……。

「たまには実家でのんびりするのもいいかな、と思いまして」

　私はごまかすために髪をかき上げて、ニコリと微ほほ笑えむ。

「お車は？」

「電車で来たので」

　使用人の男は、一瞬驚いたように目を見開いた。

　そりゃそうだ。自分で言うのは恥ずかしいけど、こんな豪邸に住んでいたご令嬢が、公共の交通機関を使うなんて信じられないだろう。

　しかし男はすぐに、もとのポーカーフェイスに戻る。

「駅からご連絡をいただければ、お迎えに伺いました」

「それはそうなんですが」

　紆う余よ曲きょく折せつありまして出戻って参りました！　……なんて切実な現実は言えるはずもなく、私は曖あい昧まいに答え、ニヤニヤと笑ってごまかす。

　男は、私の身なりをチラリと一いち瞥べつした。

　ああ、値踏みされたな。

　こういう視線は昔を思い出す。

　きっとこの男は、長い黒髪を無造作に後ろでひとつに結び、色褪あせたデニムと、くたびれたＴシャツをまとった私を疑い、警戒している。葛城家次女である燁子の名を騙かたる、頭のおかしい女だと。

　小さくため息をついて、私はスーツケースから手を離し、気取って胸の前で腕を組むと、ツカツカと男の前に歩み寄る。

　そばで見ると、男は思いの外ほか、背が高い。身長一六五センチの私でも見上げてしまうほどなので、一八〇センチはあるだろう。

　思わず怯ひるみそうになるが、顎あごを上げて男の顔面を見み据すえた。

「挨あい拶さつもされていない方に、いろいろ詮索されるのは不愉快です」

　ピシャリと言ってのけ、侮ぶ蔑べつするように一瞥する。

「申し訳ございません」

　私の尊大な態度に呑のまれて、男は無表情のまま頭を下げた。

　よし、決まった！

　思わず、心の中でガッツポーズをする。

「ひとまず屋敷まで荷物を……」

　一歩踏み出した瞬間、まるで地面が柔らかな羽毛布ぶ団とんになったかのように足が沈み込んでいく。身体が思うように動かない。

　あ……れ……。

　目の前が真っ暗になると、膝ひざから崩れ落ち、私の意識はパッタリと切れた。




『大事な話がある』

　彼氏……いや、今となっては元彼の伸のぶ夫おに言われ、嫌な予感がした。こういう切り出し方から始まるのは、大抵悪い話だからだ。

　キッチンのテーブルに向かい合って座る。

　伸夫はテーブルの上に置いてあったタバコに手を伸ばし、火をつけた。

　数十秒間の沈黙のあと、二ふた重え瞼まぶたの大きな目がまっすぐに私を見据える。

　ぽってりとした分厚い唇くちびるに、通った鼻筋。日焼けした肌が男っぽい。伸夫はどことなく女性を惹ひきつける、ワイルドな魅力がある。

　こんな時に不謹慎だけど、彼の顔ってタイプなんだよな、なんて頭の片隅でぼんやりと思う。

『実は付き合っている彼女がいて、その子に子供ができた』

　伸夫は焦点の合っていない目で、ボソリと呟つぶやいた。

『はい？』

　あまりに唐突な話だったので、思わず聞き返してしまった。

　だって、伸夫の彼女は私ではないか。

　駆け落ち同然で実家を飛び出してから、この六年間、ずっと一緒に暮らしていた。

　伸夫の所属するバンドが売れたら結婚しよう、という約束だってしていたはずなのに……。

『俺も男として、責任を取らないといけないと思っている』

　私の心臓は激しく波打ち、胸から飛び出しそうだ。

『別れよう、燁子』

　衝撃的すぎる展開に、頭が真っ白になった。

『すまない……』

　伸夫が深々と頭を下げると、クラリと目め眩まいがした。喉のどの奥が張りついて、言葉が出ない。

　私たちの生活は、確かに順じゅん風ぷう満まん帆ぱんとまではいかなかったが、慎ましくもそれなりにうまくやっていたと思う。

　でも、当たり前だった日常がもろくも崩れ落ちていった。それも突然に。

　人間って本当にショックを受けると、涙も出ないんだ。

　ふと、そんなことを思った。




　うなされて目が覚める。

　懐かしいシャンデリアが目に入った。

　目だけで部屋を見回すと、男性がベッドのそばにある椅子に座っていた。

「燁子様、気づかれましたか？」

　私が目覚めたことに気がつくと、男はハッと目を見開いた。そして慌てて立ち上がると、そばまで歩み寄る。

「ここは、私の部屋？」

「はい。庭で急に倒れられたので、こちらに」

「そう、ありがとう。ええと……お名前は？」

「こちらでお世話になっております、田た中なかと申します」

　田中……仰々しい格好と態度のわりには、平凡な名前だ。まあ、いいけど。

　私はゆっくりと上半身を起こす。

「あれ？　轟とどろきさんは？」

『轟さん』とは、私がこの屋敷で生活していた時にいた執事だ。上品な初老の紳士だった。

「轟さんは現在腰を痛めて、自宅療養中です」

「まぁ」と言って、私は眉まゆをひそめる。

　落ち着いたら、お見舞いに行ってみよう。

「先ほどは大変失礼な振る舞いをして、申し訳ございませんでした」

『田中』と名乗る男性は、こちらが恐縮してしまうほど深々と頭を下げた。

「気になさらないでください。私も、とてもこの家の人間には見えないような格好だったし」

　私は自分の身なりに視線を向けて、肩をすくめる。

「しかし……」

　言葉に詰まり、田中さんが目を伏ふせると長い睫まつ毛げが強調された。

　さっきは意識が朦朧として、雰囲気がいい感じかも、くらいにしか思っていなかったけど、とんでもない。田中さんって、もんのすごい美形だわ。

　漆しっ黒こくの長めの髪に切れ長の瞳、高く通った鼻び梁りょう。薄めで形の整った唇。そんな端麗な容姿を隠すかのように、黒いセルフレームの眼鏡をかけている。

　知的な雰囲気を醸かもし出していて、それはそれで素敵。年はアラサーと言ったところで、ちょうど男の色気が出てきた頃だ。

　ママが、また顔で採用したに違いない。

「そういえば、両親は家にいるのかしら？」

「それが、おふたりは現在、アムステルダムへ行かれています」

「は？　オランダに？」

　私は素っ頓とん狂きょうな声をあげる。

「はい。旦だん那な様がアムステルダムで新しく事業を立ち上げるとかで、しばらくあちらで暮らされるご予定です」

　何それ、聞いてない……。

　確かに、実家へここ数ヶ月……いや、一年以上連絡をしていなかった私も悪いのだけど。

　お小言を聞くのが嫌で、時折かかってくる両親からの電話も、気づかない体ていを装っていた。

　これまた想定外の展開に、ショックを受けて黙り込んでしまう。

「なんせ、急なお話だったようで」

　田中さんが気を使って、フォローしてくれた。

「轟さんもいないとなると、今この家に常駐しているのは田中さんだけなの？」

「はい。葛かつら城ぎ家の方々はどなたもこちらに住んでいらっしゃらないので、使用人は私のみ、になりますが」

「じゃあ、今の執事はあなたなのね」

「執事……まあそういうことになるのでしょうか」

　顎に手を当てて少し考え込む素振りを見せ、田中さんは無表情のまま答えた。

「そうだったの」

　ベッドの上で、握りしめた拳こぶしをジッと見つめる。

　私、ピンチ……。

　葛城家は四人兄弟である。その中で、私は三番目の次女に当たる。

　四人兄弟のうち、四歳年上の長女の晴はる子こ姉さんは、政治家の家に嫁いで三児の母となっている。

　二番目で二歳年上の兄である匠たくみちゃん。長男という立場上、父のあとを継ぐため、家業である『葛城商事』の常務執行役員を立派に務めている。

　そして、三歳年下の弟に当たる次男の航こう生せい。国家公務員Ⅰ種に見事合格し、警察庁のエリート官僚ってやつだ。

　ああ、なんて立派な兄弟たち！

　つまり、私の事情なんて取るに足らないほど、超多忙ってことだ。

「燁子様は、いつまでこちらにいらっしゃるのですか？」

　黙り込む私に気を使って、田中さんが話しかけてくれた。

「そうですね……」

　途方に暮れて言葉が出ない。私はクシャリと髪をかき上げた。

「ご都合がつくようでしたら、ゆっくりされるのもいいかもしれませんよ。今年は薔薇が美しく咲いております」

　優しい言葉をかけてくれたものの、田中さんは人形のように表情がない。何を考えているかはわからないが、事情を察してくれているのだろう。

「おっと、出すぎた真似をして、また不愉快な思いをさせてしまったでしょうか」

「……案外、根に持ってるのね」

「滅相もございません」

　田中さんはしれっと言ってのけるが、絶対嘘うそだ……。

「そうね、せっかくだから、しばらく実家にいようかしら」

　駆け落ち同然で家を飛び出したものだから、親から援助は一切受け取っていなかった。こつこつ稼いだ給料は、生活費と伸夫が所属するバンドの活動資金につぎ込んだ。

　私は実質、一文なしだ。そのうえ、今はどうしてもひとりでいる気分になれない。

「だから田中さん、しばらく世話になるわ」

「かしこまりました。よろしくお願いいたします」

　田中さんは、折り目正しくお辞じ儀ぎした。

「あー、眠ったらお腹空すいたな」

　私はググッと伸びをする。

「では、夕飯の準備をいたします」

「ありがとう。シャワーを浴びたらダイニングへ行きます」

「かしこまりました」

　田中さんは一礼すると、最小限の音しかたてずに部屋を出ていった。美しいけど、感情の起伏がないお人形みたいな使用人だ。




　私はベッドから立ち上がると、自室に備えつけられたシャワールームへ向かう。ぬるめのシャワーを浴びて、ドロドロになったメイクと汗を落とすと、いささか気分も晴れた。

　火ほ照てった身体をクールダウンしようとバスタオルを身体に巻きつけて、バスルームから部屋へ戻る。

　私が伸夫と同どう棲せいしていた１ＬＤＫの家よりも、やや広い。天井からはアンティークのシャンデリアがぶら下がっており、部屋の中央にはクイーンサイズのベッドが置かれている。アーチ型の大きな窓からは柔らかな光が射し込み、庭の緑を望むことができる。

　数年前までは確かにここで暮らしていたのに、生活感のないこの空間に、わずかばかり居心地の悪さを感じた。

　それだけ伸夫との生活に、染まり切っていたということか。

　私は小さくため息をつき、ウォークインクローゼットの扉を開くと、中も当時出ていったままの状態になっていた。

　荷ほどきをするのも億おっ劫くうなので、ランジェリーだけスーツケースから引っ張り出して、クローゼットから楽そうなワンピースを適当に見み繕つくろう。

「燁子様、ここにいらっしゃいましたか」

　後ろから声をかけられて慌てて振り返ると、田中さんが無表情のまま立っていた。

「ちょっと、入ってくる時、ノックくらいしなさいよ！　常識でしょ!?」

　あられもない姿を見られた動揺から、思わず声を荒らげる。

「申し訳ございません。何度もノックをしましたし、お声もかけたのですが、応答がなかったので。また中で倒れていらっしゃるのかと心配し、入って参りました。完全な、杞き憂ゆうでしたが」

『完全な』を強調してきた。田中さんはなんとなくムカつく。

　しかも、同世代の女性がバスタオル一枚で仁王立ちしていても、眉ひとつ動かさないのだ。百歩譲ゆずって、私の身体の凹おう凸とつが乏しいにしろ、こうも涼しい顔をされていると、恥じらっているのがアホらしくなってくる。

「それで、なんの用？」

　私は眉を吊つり上げて尋ねる。

「奥様からお電話です」

「早く言えっつーの！」

　田中さんが両手で差し出したスマホを、奪い取る。

「もしもし、ママ？」

『燁子、どうしたの？　家に帰ってくるなんて珍しい』

　久しぶりに聞く母の声に、思わず胸がジンとする。

「あの、ちょっといろいろあって。しばらく家にいてもいいかな」

『何かあったの？』

　珍しく帰省した娘に事情があったことを察知したのか、ママの声には心配が滲み出ている。

「……別に、ただなんとなく懐かしくなって」

　余計な言葉を発したら涙まで出てきそうになるので、ぶっきらぼうに答える。

「燁ちゃん……大丈夫？」

　ためらいがちにママは尋ねる。

　久しぶりに聞いたその優しい声に、感情が揺らぐ。本当は、全然大丈夫なんかじゃない。心が苦しくて、バラバラに壊れてしまいそうだ。

「うん、大丈夫」

　すんでのところで、喉に込み上げてくるものをグッと呑み込んだ。

「ただ、しばらく家にいさせてほしいの」

『もちろん。気が済すむまでいなさい。帰国して話を聞きたいところだけど、連日仕事であちこちに飛び回っていて』

「私は大丈夫よ。仕事して」

『今は日本の家にいないから、人もずいぶん減らしているのだけど、大丈夫かしら』

「田中さんがいるし、大丈夫よ」

『人手も足りないのだから、頼りっぱなしになるわけにもいかないでしょう』

「ママ、いい加減、自分の身の回りのことくらいできるわ。お料理だって結構上手なんだから。帰ったら、パパにも手料理ごちそうするって言っといて」

『燁ちゃん、変わったのね』

　ママは感慨深そうに言う。いつだって私を子供扱いだ。

「うん」

　でも、今の私は昔とは違う。なんてったって、酸すいも甘いも噛かみ分けたからな。

『何かあったら、すぐに連絡しなさい。連絡先は田中さんが知っているから』

「ありがとう。ママ」

『愛してるわ、燁子』

　ママは昔から電話を切る前には、この言葉を子供たちにかける。

　久しぶりだと少し照れくさいけど、やっぱり嬉しい。

「私も愛してる」

　私もお決まりの言葉を返した。

　伸夫との付き合いを報告した時、不安そうに眉根を寄せていたママの表情を思い出す。その時は明るい未来があると信じていたので、私は何度も『大丈夫だ』と力強く言っていた。

　だけど、ママの不安は的中。

　結局ボロボロになって捨てられて、年を重ねた私はこの部屋にひとり戻ることになった。

　電話を切ると、堰せきを切ったように目から涙がボロボロとこぼれる。止めようとしても次から次へと溢あふれてきて、私はその場でうずくまり、迷子になった子供のように泣きじゃくる。

　その時、肩がふんわりと柔らかい感触に包まれた。

　ぐしょぐしょの泣き顔のまま驚いて振り向くと、田中さんがひざまずき、タオルをかけてくれたのだと気づく。

「あなた、いつからそこに？」

「ずっと、いましたが」

　裸同然で泣き崩れる姿を黙って見ていたのか、こいつは。

「あなたね、人が電話で話してたら、普通席外さない？」

「私のスマホだったもので」

　握りしめたスマホに視線を向ける。

「ありがとう」

　仏頂面のまま、手に持ったスマホを返却すると、田中さんはスルリとポケットにしまう。

「ママに連絡してくれたのね。それもありがとう」

「燁子様は全然大丈夫ではないと、お見受けしましたので」

「今見たことは内緒にしてね」

　私はバツの悪さに、頰ほおを赤く染める。

「かしこまりました」

　田中さんは目元を和らげ、クスリと微笑んだ。

　悔しいけど、その笑顔は非常に魅力的。

「燁子様、食事の用意ができておりますので、ベッドに置かれたお召し物を身につけられたらダイニングへお越しください」

　田中は一礼すると、部屋から出ていった。

　さてと、着替えようかな。

　振り返ってベッドの上に視線を向けると、派手な紫色のランジェリーが出しっぱなしになっていた。

　やっぱり田中さんは、少しだけムカつく。




　ダイニングルームへ移動するため、身だしなみを適当に整える。

　綿素材の紺色のワンピースを着て、髪は乾かして後ろでひとつにまとめた。眉毛だけ描き足しただけで、化粧はせずに素っぴんだけど、今さら田中さんに見られて恥ずかしがることもない。

　赤いカーペットが敷かれた階段を下りていき、一階にあるダイニングへ向かう。

　中央には、欅けやきを使ったダークブラウンの重厚なダイニングテーブルが置かれ、同じ素材でできた椅子が両サイドに数脚並べられている。ちょっとしたパーティーでも開けそうだ。

　田中さんに椅子を引かれて、着席する。

　テーブルの上に目をやると、小さなお重に入った懐石風の料理が並べられていた。

「まあ、綺麗」

　早速いただこうとして蓋ふたを開けると、思わず目元を綻ほころばせた。

「庭で収穫した野菜で作りました」

　田中がお吸い物の入った漆器を運んでくる。

「これはあなたが？」

「はい、今料理人は雇っておりませんので」

「すごい、お店みたいね」

　早速、緑色の豆腐に、金色の餡あんがかかっているお料理をつまむ。

「美お味いしい！　これは？」

「枝豆豆腐です」

　そのあとに食べた海え老びしんじょうも、小松菜のお浸しも、つみれ汁もすべて繊細な味付けでとっても美味しかった。どれもお店で出せるくらいのクオリティだ。

「田中さん、料理の腕はプロ並みじゃない」

　私はデザートの柚ゆ子ずシャーベットを食べる。

　ほんのり柚子が香って甘すぎず、サッパリしていて口直しにちょうどいい。

「恐れ入ります」

　ニコリともせず田中は頭を下げた。

「明日、私も夕飯の用意を手伝いたいのだけど」

　そして、こっそりレシピを盗もうという腹づもりだ。

「食事の用意は、燁子様の仕事ではありません」

　しかし、田中さんにピシャリとお断りされる。

「お嬢様に料理を教えるのも、仕事の一環じゃない？」

　私はムッとして言い返す。

「そんな仕事はありません。そもそも、アラサーでもお嬢様というのでしょうか」

　さりげなく暴言だ。

「大体、田中こそいくつなのよ」

　もうこの男に〝さん〟付けは不要だと判断した。

「今年で三十歳になります」

「意外といい年ね。二十代だと思ったわ」

　同い年くらいだと思っていたら、ふたつも年上だった。

「燁子様も、その、はつらつとされて、その、気がお若いですね」

　それは全然褒ほめていない。どうやら田中はお世辞が苦手らしい。『言えない』と言ったほうが正しいかもしれない。

　夕飯を済ませて、自室に戻る。

　暑かったので寝巻き代わりに、ワンピースタイプの白いベビードールに着替える。もちろん、昔買った物だ。

　久々に帰ってきた実家は予想外に面白い執事がいて、退屈しなそうだ。

　少しは気が紛れるかな。

　クイーンサイズのベッドに寝転がると、大きな欠伸あくびが出る。心身ともに疲れがたまっていたようだ。

　私がいない間も田中がきちんと部屋を管理していてくれたのか、真新しい高級マットレスのフカフカした感触に身を沈めると、泥のように眠っていった。










お嬢様の熱い夏休み




「燁子様」

　甘く低いバリトンの声が、私の名前を呼ぶ。

「う……ん」

「燁子様、朝食のお時間です」

　朝食、ああ、伸夫に朝食を作らないと。

　だけど、身体が疲れているのか、重い瞼をなかなか開けることができない。

「ちょっと待って。眠いのよ」

「燁子様、もう用意はできております」

　あ、そうか。私は実家に戻ったのだっけ。

　ハッとして目が覚める。現実を確認しようと、目をこすりながら上半身をむっくり起こした。

「おはようございます。燁子様」

　使用人の田中が、爽さわやかな朝とは相容れない無表情のまま、ベッドサイドに立っている。

「……おはよう」

　寝起きの仏頂面のまま、ぶっきらぼうに答える。

「朝食の準備ができましたのでお召し物を身につけられたら、ダイニングへお越しください」

　田中は一礼すると、部屋から出ていった。

　実家に戻ると、至れり尽くせりだ。私は髪をかき上げて、大きな欠伸をした。

『お召し物を着られたら』……？

　ふと田中の言葉を頭の中で反はん芻すうし、ハッと我に返るとベビードールはめくれ上がり、派手なパープルのランジェリーが丸見え状態。

「いやぁぁぁーーー!!」

　私の絶叫が館に轟とどろいた。




「見たでしょ!?」

　私はフルーツのどっさり載っかったパンケーキを、不機嫌に切り分ける。

　田中が朝食に作ってくれた物だ。

「何を『見た』と尋ねていらっしゃるのでしょうか？」

　私が食事している傍かたわらで、控えていた田中は涼しい顔で尋ねる。

　私は答えられず、顔を真っ赤にして水から出された金魚のように、口をパクパクさせる。

　その様子を見て、田中は口元を押さえて噴き出した。

　やっぱり見たか……。

　期待通りのリアクションに、田中はご満悦のようだ。本当に腹黒い執事だ。

　イラ立ちながら、私は大口でバクリとパンケーキを食べる。

「燁子様、クリームがついています」

「ここ？」

　口元の右側を手の甲で拭う。

「ああ、逆に広がりました」

　田中はスラリと長い指を私の顎に添えて、自分のほうへと向かせる。

　綺麗な顔が間近に迫ると、不本意ながら頰が紅潮してしまう。

　そのままナプキンで、優しく口元を拭ってくれた。

「ありがと」

　照れて思わず頰が緩む。お世話をしてもらうと自分が大切にされているようで、ちょっとくすぐったいけど嬉しい。

「あなたは今日、何をする予定なの？」

　私はパンケーキを切り分けながら尋ねる。

「庭の手入れと洗車です」

「車？　運転手の川かわ上かみさんは？」

　川上さんとは、私が家にいた当時の運転手さんで、我が家にある車はすべて彼が管理してくれていた。寡か黙もくだけど優しい人だった。

「旦那様がいらっしゃらないので、今は匠様の専属になっております」

　兄である匠ちゃんは結婚して双子を授かり、現在、東京都武む蔵さし野の市の持ち家に住んでいる。

　川上さんも、そちらのほうに移ったようだ。

「じゃあ、車を使う時は自分で運転しなきゃいけないってこと？」

　私は眉根を寄せる。実は運転免許を持っていない。

　しかも、屋敷は市街地から外れたところにあり、周辺にバスなども通っていないため、買い物に行くには車が必要だ。

「私に言ってくだされば、運転します」

「本当に、田中以外は誰もいなくなっちゃったんだね」

　そりゃそうだよね。葛城家の住人もいなくなってしまったのだから。

　賑やかだった当時を思い出すと寂しくなり、思わずため息が出る。

「私のほかに通いの家政婦がおりますが、主に屋敷の掃除をお願いしております。そのほかは出入りの植木屋くらいですね」

「じゃあ、炊事や洗濯などの家事も全部田中が？」

「はい、自分と燁子様しかいませんので」

「……洗濯は自分でするわ」

　これ以上、ランジェリーを見られるわけにはいかない。

「かしこまりました」

「燁子様は、お勤めされているのですか？」

「ええ、今は虎とらノの門もんにある化粧品会社に勤めているわ」

「化粧品、ですか？」

　意外だったようで、田中は目を見開いて尋ねる。

「もちろん父の会社とはなんの関係もないし、同僚も私が葛城の人間だってことは知らないよ」

　家を出た以上、親のコネクションを使えるわけもなく、大学卒業後に就職活動を経て、ようやく今の会社に勤めることができた。親が葛城商事の代表だということを隠しているわけでもないのだが、聞かれることもなかったので、会社の人に話す機会もなく今に至る。

「今日は平日ですが、お仕事へ行かれないのですか？」

「今週は夏休みなの。休み明け前に、平日のスケジュールを伝えるから」

「かしこまりました」

　何かに薄々気づいているのか、田中は顎に手を当てて思案する素振りを見せるものの、必要以上の詮索はしてこなかった。




　朝食後、持ってきた数少ない荷物を整理すると、さしてやることもなくなった。

「……暇」

　私はクイーンサイズのベッドに、ゴロリと仰あお向むけに横たわる。

　庭から、シャワシャワと涼しげな水音が聞こえてきた。

　むくりとベッドから起き上がると、バルコニーに出て、外の様子を眺める。

　半袖そでのシャツに着替えた田中が、植木に水をあげていた。

「いいもん見っけ」

　暇潰つぶしにちょうどよいオモチャを見つけ、私はニヤリと口元を綻ばせた。クローゼットから、つばの広い真っ白なキャペリンハットを取り出して被かぶる。

　昔買った物で、なんだか懐かしい。今着ているＴシャツと短パンには全く似合わないが、どうせ家にいるのだからかまわない。

　玄関から外へ出て、裏庭へと回る。そして水やりをしている田中の背後に、そろりと近づいていく。

「わ！」

　突如脅かしてやると、田中はビクリと痙けい攣れんし、その拍ひょう子しに手に持っていたホースをあらぬ方向に放水した。

「ギャッ！」

　私の顔面に勢いよく水がかかる。

「燁子様、これは失礼いたしました」

「絶対わざとでしょ！」

　私はびしょ濡ぬれになった顔面を、手のひらで拭う。

「いやあ、急に大声を出されたので驚きました」

　驚いた様子を微み塵じんも感じさせない、冷静な口調で言う。

　やっぱり田中はムカつく。

「まあ、ちょうどよかったわ。暑かったから」

　陽射しも強いし、この分だとすぐ乾くだろう。

　よく見ると、田中は小ダサいベージュのチューリップハットを被っていた。

　裏地がチラリと覗いているが、古代エジプトの象形文字の柄である。なまじ見栄えがいいだけに、へんてこな帽子がやたらと浮いて見える。

「田中、ずいぶんカッコいい帽子を被ってんのね」

「旦那様からエジプト土産みやげでいただきました」

　だから象形文字だったのか。

「燁子様も真っ白い帽子は、素敵ですね」

　服は、素敵じゃないようだ。

「それで、何かご用でしょうか？」

　水やりをしながら、無表情のまま田中が尋ねる。

　私はその横にしゃがみ込んだ。

「退屈なんですもの。ねえ田中、お相手してくださらない？」

　私は甘えた口調で言うと、上目遣いで田中をジッと見つめる。

「かしこまりました」

　田中は抑揚のない口調で応えた。




「田中ー！　空豆取ってきた」

　空豆の入った籐とうの籠かごを持って、畑で茄な子すを収穫中の田中のもとへ駆け寄る。

　園芸ゾーンの一角に、田中は自家菜園を作ったようで、数種類の夏野菜が植えられている。

「ご苦労さまです。たくさん取れましたね」

　えへへー、と得意げに笑って空豆の入った籠を手渡す。

「では、トウモロコシも三本ほど、もいできてもらえますか」

　私は隣の畑に行き、言われた通りトウモロコシを三本取ってくる。中には黄色い身がギッシリ詰まって、美味しそうだ。

　両手で抱えたまま、田中のもとへ戻ろうとすると、石につまずいてバタリと前に倒れ込む。

　トウモロコシたちは、ゴロリと地面に転がった。

「……いったーい」

「ぶっ！」

　そんな私の惨事を目まの当たりにして、田中は顔を真っ赤にして口元を押さえている。

「ちょっと、何笑ってんのよ！」

　田中はついにこらえ切れなくなったのか、背を向けて肩を震わせている。

　人の失態を見て笑うなんて、本当に執事か、あいつは……。

　私は自力で起き上がると、服についた土を払う。

「痛い……」

　見ると、膝と肘ひじを見事にすりむき、傷ができていた。

　田中もそれに気がついたようで、ハッと目を見張る。

「消毒をしましょう。女性の身体に傷が残ってはいけません」

　さっきまで笑っていたくせに、有無を言わさぬ口調である。

　そのまま、畑仕事は余儀なく中断させられ、私は館まで強制連行された。




　リビングのソファに座る私の前に、田中はひざまずく。

　スラリと長い指が、私の脚に添えられた。

「燁子様、大人しくしていてください」

「だって、田中が乱暴にするから」

「わかりました。優しくします」

「本当に？」

「だから暴れないでください」

「……いやああ！」

　私は身体を弓なりにのけ反らせ、身み悶もだえる。

　しかし、田中は私の足首をしっかりと押さえつけて離さない。

「ちょっと！　なんで傷口に脱脂綿をグリグリ押しつけるのよ！」

「そうしないと、ちゃんと消毒できませんので」

　私はソファに座ったまま、向かい合っている田中の膝の上から脚を下ろそうとするが、足首をガッチリつかまれている。

「優しくするって言ったじゃない！　嘘つき！」

「優しくしているつもりです」

「もういい、自分でやる！」

　消毒セットを奪い取ろうとするが、田中は鮮やかな身のこなしでひらりとかわす。

「きちんと消毒できないので、ダメです。反対の脚も」

　漆黒の瞳は揺るがない。彼は絶対、譲る気はないようだ。

　私は渋々、反対側の脚を田中の膝に乗っける。

　ほっそりした美しい指先が再び足首に添えられると、不本意ながらドキドキしてしまう。

　田中が消毒液のついた脱脂綿を再び容赦なく傷口に当てるものだから、そのたびに私は尻尾を踏まれたどら猫のような悲鳴をあげた。

「申し訳ありませんでした」

　消毒が終わると、田中は救急箱に薬をしまい込んでいく。

「お相手するはずが、お手伝いをさせてしまい、そのうえ怪け我がまで」

「身体を動かしていたほうが気も紛れるから。それに転んだのは自分だし」

「まあ、それはそうですが」

　そこは嘘でも否定しろよ、田中。

　私は心の中でツッコむ。その時、ぐう、と腹の虫が鳴る。

「おや、もうこんな時間でしたか」

　田中は壁にかけられたアンティークの振り子時計に目を向けると、すっくと立ち上がった。

「昼食の支度をいたします」




　ものの三十分もかからないうちに、ダイニングルームへ呼ばれる。

　昼食は収穫したばかりの茄子とトマトを使い、田中がアラビアータを作ってくれた。味はもちろん絶品。やるわね、田中。

　美味しい昼食を堪能したあとは部屋に戻り、フカフカのベッドでシエスタだ。

　やっぱり実家は天国。

　快適な空間で、私は惰だ眠みんを貪むさぼった。




　夕方に目が覚めてシャワーを浴びると、再び一階へ下りていった。玄関で田中の姿を発見する。

　ちょうど出かけるところのようだった。

「田中、どこに行くの？」

「夕飯の買い物です」

「私も行く！」

　田中の眉がピクリと痙攣する。きっと嫌なのだろう。

　だけど、私は気がつかないフリをしてガレージまでついていくと、半ば強引に車の助手席に乗り込んだ。

　カーステレオのスイッチを入れると、レゲエミュージックが流れた。私がボリュームを上げると、赤い小型のクーペが重低音に包まれる。

　田中はさりげなく音量を絞った。

「ちょっと、なんで音を小さくするの！」

「申し訳ありません。運転に集中できないので」

　そう言って、もとに戻す気配はない。

　私が再びボリュームを上げると、先ほどよりもさらに大きな音で重低音が鳴り響く。

　その時、ミニクーペが一気に加速したので、後ろのシートに叩たたきつけられた。

「あ、危ないじゃない！」

「申し訳ございません」

　相変わらず、心が全くこもっていないお詫わびだ。

　ミニクーペはスピードを落とすことなく、クネクネした山路を下っていく。

　急カーブでブレーキ音を響かせながらスピンすると、私は絶叫した。

「あんた正気!?　死ぬ気ならひとりで死んでよ！」

「申し訳ございません。一刻も早くこのミュージックから解放されたいがため、気が焦あせってしまい……」

　そう言いつつも、田中はアクセルをさらに深く踏みしめた。

　緑ののどかな林道を赤いミニクーペが爆音のレゲエを鳴らしながら、あり得ない速度で疾走していった。

　スーパーに到着する頃には、恐怖と車酔いで私はグッタリしてしまった。

「燁子様、スーパーに到着いたしました」

「わかってるわよ」

「体調が悪いようでしたら、車内でお待ちになりますか？」

「行く……」

　私は眉をひそめて、老人のようにヨボヨボとした足取りで車から降りた。

　やってきたのは、郊外によくある大型ショッピングセンターで、一階が食品フロアになっており、二階と三階には衣料品、雑貨、家電や飲食店などの店舗が入っている。

　夏休みのせいか、子供の姿も多く見られた。

　前方に、女の子を大事そうに抱き抱える、父親であろう男性が歩いている。

　なんか、背格好が伸夫に似てる……。もうしばらくしたら、伸夫もあんな風になるのかな。

　父子の傍らで、母親と思われる女性が優しく微笑んでいる。

　だけど、その隣にいるのは私じゃないんだ……。

　そう思うと、胸がぎゅうっと締めつけられるように苦しくなり、目頭が熱くなってくる。

「燁子様？」

　声をかけられて、私は我に返る。

「大丈夫ですか？　顔色がよろしくないようですが」

　ほとんどお前のせいだけどな、と心の中で毒づく。

「大丈夫よ。ありがとう」

　痩やせ我が慢まんしたところで、足元がふらつく。

「少し休みましょう」

「大丈夫だって言ってるでしょ。早く買い物しましょう」

　田中は呆あきれたように、小さくため息をつく。

「私は疲れました。燁子様は、エアコンの効いた部屋でぐーすか寝ていらしたのかもしれませんが、私はその間も夕飯の下ごしらえに、洗車に書面のチェックなど、休みなく働き続けておりました。暑いので喉もカラカラです」

「わかったわよ」

　有無を言わさぬ口調に押されて、同意する。

　近くにあった、チェーン展開しているコーヒーショップに入った。

　ソファ席で座って待っていると、田中がトレイにアイスコーヒーとマンゴーフロートを載せて席へ戻ってきた。

　ちなみに私がアイスコーヒー、田中がマンゴーフロートである。

「ありがとう」

　私はアイスコーヒーを受け取って、ひと口飲む。

「美味しい」

　私が頰を緩めると、田中もつられてニコリと微笑む。

　思わず笑い返そうとしたが、私はハッとして慌てて口元を引きしめた。冷たい飲み物を飲むと、いくらか気分がよくなってきた。

「燁子様は意地っ張りですね」

「そんなことないと思うけど」

「もっと素直に甘えていただいて結構です。そのための使用人なんですから」

　やっぱり無表情だけど、その声音は柔らかだ。

　何よ、田中のくせに、優しいこと言ってくれちゃって。

　不覚にも、私は胸がジンとしてしまう。

「じゃあ、マンゴーアイスをひと口ちょうだい」

　きっと嫌なのだろう。田中はうつむき、黙り込む。

「ねえ、ちょうだいよ、アイス」

「……では、ひと口」

　田中はスプーンの先に、ちびりとアイスを載っけて寄越す。

「何よ！　猫にあげるんじゃないんだから！　貸しなさいよ！」

　私はスプーンを田中から奪い、人間のひと口サイズよりもちょっと多めに掬すくうと、ペロリとひと口で食べる。

「美味しい」

　田中は口を横に結び、神経質そうに人差し指で眼鏡を上げる。

「雇用主による不当な搾さく取しゅを受けました。これは従業員の意思を無視した、権利の侵害です」

「おい、さっきと言ってること真逆だな？」

　思わず声に出してツッコむ。

　そのあと、買い物をしている間も、田中はマンゴーアイスのことをしつこくネチネチ言ってきた。だから、ひとつ三百円ほどするお高めのアイスクリームを買ってやると、ようやく抗議が収まった。

　田中の食べ物への執着は半端じゃない、と私は心に刻んだのだった。




　家に帰ると、田中とふたりで夕飯の支度に取りかかる。

　今晩は庭の畑で収穫したばかりの夏野菜のかき揚げと、茄子の煮浸しに冷麦だ。

「ねえ、よかったらテラスで食べない？」

「承知しました」

　私の思いつきに、田中は手早く支度を整える。

　テラスに置かれている木製のテーブルにクロスをかけて、ランプを置いてくれた。抜かりなく、蚊か取り線香まで焚たいてある。

　夜風に吹かれて、森を眺めながらディナーをとるには、ひとりでは味気ないので、田中と一緒に食べることにした。

　私はさくさくのかき揚げを頰張り、ビールをグビリと喉に流し込んで、満面の笑みを浮かべる。

　向かいに座る田中は、そろりと冷麦を掬ってお上品に啜すする。

「田中もビールを飲んだら？」

「いえ仕事中ですので」

「もう、定時過ぎてるから」

　私は有無を言わさず、グラスにビールを注ぐ。

「では、勤務時間外ということで」

　私がニッコリ笑って頷うなずくと、田中はビールを一気に飲み干した。

「実家でしょぼくれた夏休みを過ごすんだと思ってたけど、あなたのおかげで思いの外、楽しいわ」

「それは光栄です」

　田中は全くもって光栄さを感じさせずに言う。

「最初は見てくれだけのお人形さんかと思ったけど、案外骨もあるようだしね」

　むしろ図々しいくらいだけど。

「ありがとうございます」

　私は労ねぎらい、田中のグラスにお酌しゃくする。

「燁子様は、いつまでこちらへいらっしゃるのでしょうか？」

　やっぱり、この手の質問は避けられないか。

　葛城家を管理している田中には、きちんと知らせるのは当然のことだろう。

　田中も踏み込んだ質問なので、尋ねる機会を窺うかがっていたに違いない。

「私、同棲していた彼氏と別れたんだ」

　あまり重いトーンにならないよう、さりげなさを装って告げる。

「それは、大変でしたね」

　相変わらずの無表情で田中は言う。

「それが案外、あっさりしたもんだった」

　伸夫と一緒に暮らしていた六年間は、あまりにも呆あっ気けなく幕を閉じた。それも突然。

　私はビールをグビリと呷あおって、大きなため息をついた。

「では、しばらくこちらへ？」

「そうね。落ち着いたら会社の近くに部屋を借りるつもりだけど、それまでは厄介になろうかと思ってる」

「ご両親には、まだ話されてないですよね」

「国際電話じゃ言いづらくて」

　痛いところを突つかれ、私はトーンダウンする。

「では、ご兄弟には？」

「……言ってない」

　バツの悪さに口ごもり、視線を逸そらした。

　田中は口元に手を当てて考え込む。

「お戻りになるのなら、身内には一応お知らせすべきことでは？」

「知らせたところで、皆忙しいもん。私の兄弟のことは知ってるでしょ」

「存じています」

　田中はこっくり頷く。

「立派な人生を着実に歩んでいるあの人たちに、伸夫と別れて戻ってきたことを伝えたって、『やっぱり忠告した通りだった』って言われるに決まってる」

　私は自じ嘲ちょうぎみに笑いながら言う。

　昔から不器用で要領の悪い私は、なんでも器用にそつなくこなすパーフェクトな兄弟たちの中で、落ちこぼれだった。

「そうでしょうか。ドジで意地っ張りでワガママで天てん真しん爛らん漫まんな燁子様が傷ついているのではないかと、皆さん心配されるのではないでしょうか」

　心配してくれているようだけど、ほぼ悪口だ。

「両親には電話で報告するわ。だけど、兄弟たちには折を見て話せばいいから」

「わかりました」

　田中は何か言いたげに私をジッと見つめるが、お酌をしてくれた。




　翌日。

　カーテンをそっと開けて窓の外を見ると、黒い雲に厚く覆われていて、ひと雨来そうだ。

　朝食を食べたあと、田中は姿をくらませており、私はまた暇を持てあましている。

　こんなことなら、仕事に行っていたほうがよかったかも。それか箱はこ根ねの別荘にでも行こうかな……でも雨が降りそうだし。

　ぼんやりと天井を眺めていると、ひとつの案が頭に思い浮かぶ。

「よし、田中を探しに行こう」

　勢いよくベッドから飛び起きて、部屋から出ていくと、田中を探しに館内をウロウロする。

　途中、ダイニングルームで掃除をしている、家政婦の喜き久く田たさんに出くわした。

「あら燁子さん、おはようございます」

　私の姿を見かけると、ニッコリと気のよさそうな笑みを浮かべる。

「おはようございます、喜久田さん。ひと雨来そうですね」

「本当ですね。今日は、洗濯物を部屋干しにしておいてよかったわ」

　喜久田さんは近所に住む四十代半ばの主婦で、旦那さんと大学生の息子さんに、受験を控える高校生の娘さんがいる。

　恰かっ幅ぷくがよくて明るいので、ここ数日で、会えば立ち話をする仲になった。

「田中さんを見かけませんでしたか？」

「今日は出勤した時に見たきりですね。部屋にこもって、事務処理をされているのではないでしょうか。たまにそういう日があるんですよ」

「田中さんの自室はどこですか？」

　そういえば、田中はこの家を住み込みで管理しているが、彼の部屋がどこにあるのか私は知らない。

　いつもどこからともなくフラリと姿を現すので、自室でくつろいでいる姿など考えたこともなかった。

「あら、ご存知なかったのですか？」

　喜久田さんは、ハッと目を見開く。

「大広間の階段を上がって右に曲がり、三つ目の部屋になります」

　以前、ゲストルームとして使っていた空あき部屋が、どうやら田中の部屋になっているようだ。

「ありがとうございます」

　喜久田さんに別れを告げると階段を上がり、教えてもらった部屋に早速向かう。ドアの前まで来ると、私は咳せき払いをしてノックした。

「どうぞ」

　ドアの向こうから、愛あい想そのない田中の声が聞こえた。

　私はドアを開けて、そろりと中に入っていく。

　田中はこちらに背を向けて、窓際に置かれたデスクの前に座っていた。驚くべきことに三台のモニターに囲まれて、一心不乱に高速でキーボードを叩いている。

「何してるの？」

　私がニュッと首を伸ばし、モニターを覗き込むと、数字が羅列されている。

　田中はまさかの私登場に、ギョッとした表情でこちらを振り返った。

「何これ？　株？」

「旦那様の持ち株管理も、仕事のうちですので」

　田中は詮索されるのが嫌なのか、眉をピクリと痙攣させる。

「ねぇ、買い物にでも行かない？」

「今は取り込み中です」

　田中はそのまま画面に視線を戻し、素っ気ない口調で言う。

「じゃあ、ここで待ってる」

　私は田中の部屋を、ぐるりと見回す。

　セミダブルのベッドとテレビ、黒い革張りのソファの隣には、なかなか凝こったオーディオセットが置かれている。

　本棚には、書籍とＣＤがズラリと並んでいた。

　本は経済書とビジネス書が多く、ＣＤはロックからジャズ、クラシックまで様々なジャンルが揃そろっている。田中らしく、とことん意外性がない部屋だ。

「ねえ、田中、退屈なの。お相手してくださる？」

　私はふざけてベッドに寝そべる。

「忙しいんで」

　パソコンの画面を睨にらみつけ、こちらをチラリと見ることもしない。

「ちぇー」

　私は唇を尖とがらせ、ベッドにゴロリと横たわった。手持ち無ぶ沙さ汰たなので、サイドテーブルに置いてあった経済書をパラパラとめくる。

　しかし内容はちんぷんかんぷんだ。読み進めるうちに、瞼が徐々に重くなってくる。

　ああ、どうしてこの本がベッドの近くにあるのかわかった。これは眠気を誘うのにピッタリ……だか……ら。

　私はいつの間にか意識を失った。




「燁子様、燁子様」

　いつもの朝と同じ呼びかけで、眠りから呼び起こされる。

「ん、もう朝……？」

　私はゆっくり瞼を持ち上げる。

「昼です」

「私、いつの間にか寝てたのか」

　辺りを見回すと、見慣れないモノトーンの家具が目に入る。

　田中はベッドに腰かけて、呆れたような顔で私を見下ろしていた。

「お待たせしてすみません。お相手いたしましょうか？」

「うん……暇で暇で」

　私は大きな欠伸をして、身体をむっくり起こした。

「買い物行こうよ。アイス食べたい」

「それよりも、楽しいことをしましょうか」

　田中は首を傾かしげ、私の顔を覗き込む。

　不意に美しい顔が間近に迫り、鼓動が跳ねる。

「楽しいこと？」

「ええ、ふたりだけでできる楽しいことです」

　田中は口元に人差し指を添え、艶あでやかに微笑んだ。




「ダメ……！　田中！　待てって言ったじゃない！」

「ダメです。燁子様、もう我慢できません」

「田中、いきなりは無理なの！　お願い、こっちにもいろいろ準備が……」

「燁子様、覚悟を決めてください」

「ああ、ダメよ！　田中ダメ！」

「チェックメイト」

　田中はスラリと長い指でチェス盤のビショップを動かし、無慈悲に私の持ち駒ごまであるキングを獲った。

「ちょっと手心を加えようとか思わないの!?　五回プレイして、全部あなたが勝ったら遊びにならないじゃない！」

「……確かにつまらないですね。燁子様は弱すぎて勝負になりません」

「性格悪いわねー」

　私はギリギリと歯ぎしりする。

　田中はゴソゴソと、引き出しから何かを取り出してきた。

「じゃあ、次はこれで」

　田中は、最新版のテレビゲーム機を差し出した。

　テレビ画面の中で、厳いかつい黒人ボクサーが金髪美女をアッパーでノックアウトする。

「っしゃー！」

　私は床の上に胡坐あぐらをかいて座り、コントローラーを握りしめてガッツポーズをする。

　田中は正座でコントローラーを持って、人差し指で眼鏡を持ち上げた。

「もう一回……」

「もうゲームは飽きた。今のところ十一勝十敗だし、勝ってるとこでやめておくわ」

　私はコントローラーを投げ出した。

「勝ち逃げですか？」

　私は満面の笑みを浮かべ、こっくり頷いた。

「最後にもうひと勝負しませんか？」

「しつこいなー」

　私は顔をしかめる。

「賭かけをしましょう」

「賭け？」

「そうです。『負けたら、勝ったほうの言うことをひとつ、なんでも聞く』というのはどうですか？」

　田中は漆黒の瞳で、私をジッと見つめる。どうやら、マジで言っているようだ。

　勝ったら、田中に箱根の別荘まで連れていってもらおうかな。でも、負けたら？

　田中は性格が悪いので、何をさせられるかわからない。

「あれ？　自信がありませんか？」

　田中は口の端を上げて、ニヤリと挑発的な笑みを浮かべる。

「……やるわよ！」

　思わずムキになり、再びコントローラーを手に取った。

「キャラ変えますね」

　田中は素早く画面を切り替えると、金髪美女から黒髪の格闘家にキャラクターをチェンジする。

　なんか嫌な予感……。

　そして、それは見事に的中する。

　ゲームがスタートすると、黒髪の格闘家はクリティカルな技を連発させる。先ほどの金髪美女の時とは動きが大違いで、私は防戦一方だ。

「やっぱり性格悪いな！」

「口が悪いですよ、元お嬢様」

　拳をもろに食くらった黒人ボクサーは、倒れかかったところにみぞおち蹴りを食らい、呆気なくＫＯとなった。

「燁子様」

　田中はニヤリと不敵な笑みを浮かべた。

「詐さ欺ぎだわ……」

　私は眉根をギュッと寄せる。

「でも負けは負けです。遊びとはいえ、葛城の人間が嘘をつくのですか」

　田中は最初からそのつもりだったんだ。やっぱり、相当性格が悪い。

「わかったわよ」

　私は苦虫を噛み潰したような顔で言う。

「何をすればいいの？　カトラリーでも磨く？　それともトイレ掃除？」

「それじゃあ、つまらない」

「じゃあ、夕飯の支度とか？」

「もっとあるじゃないですか。男と女がふたり。目の前にあるのは？」

　形のよい唇の両端を上げて、田中は小首を傾げる。

「テレビ」

「そっちじゃない」

　長い指が顎に添えられ、くるりと反対側を向かせられる。

「ああ！　ベッドね」

「執事と傷心の令嬢。目の前にベッドがあって、外は雨。なんだか、ちょっとエロティックじゃありませんか？」

　田中は妖よう艶えんに微笑み、親指で私の唇をそっとなぞる。

　身体の芯がゾクリとした。

　シンと静まり返った部屋で、雨が窓を叩きつける音が響く。雨足が強まったようだ。

　田中の漆黒の瞳に捕らわれると身動きが取れず、妙に落ち着かない気分になる。心臓の鼓こ動どうが速まって、息が苦しい。

　私の胸の内も、嵐の予感……。

「ででで、でもさ！　私と田中だよ？　ガサツな令嬢と性悪執事じゃ、淫いん靡びな小説のようにはならないでしょう？」

　この雰囲気を変えようとして、空笑いでごまかそうとする。

　顔はおそらく真っ赤で、動揺しているのがバレバレだろうけどね。

「まあ、確かに燁子様は粗そ忽こつ者ものですしね」

　田中はスッと目を細めると、私の顎からスルリと指を離す。

　自分の欠点は、あくまでスルーするようだ。

「なんかイマイチよね」

　一瞬、田中の醸す雰囲気に呑まれそうになったが、そもそも私と田中がベッドの上で甘い愛を囁ささやき合う姿なんて、想像もつかない。

　田中は美しいが故に、あまり男を感じさせない。

「まぁ、確かに」

　田中はあっさり引き下がる。

「では、ご両親に、彼氏と別れて実家に出戻ったことを、きちんと報告してください」

「はい？」

　急な展開に、私は眉間に深い皺しわを寄せて聞き返す。

「葛城家の留守を預かる身として、話さないわけにはいきません。私から話す前に、自分の口からきちんとご両親に、一切の事情を説明してください」

「ちょ……ちょっと待ってよ。私だっていろいろ混乱してるのに」

　私は焦って、言い訳がましいことを言ってみる。

「燁子様が傷心でロクに食事も喉を通らないのであれば、落ち着くまで待ちますが、現に驚くほどよく食べ、よく飲み、男の部屋でもぐーすか寝るほど、心身ともに健康です」

　田中は淡々とした口調で、一気にまくし立ててくる。

「まあ、そうだけどさあ」

　私はチラリと上目で、田中の表情を盗み見る。

　微動だにせず、無表情……どうやら彼は本気のようだ。

「燁子様がご自分で話されないなら、私の口からお伝えします」

　田中は、テーブルの上にあるスマホに手を伸ばす。

「ちょっと待ってよ！」

　止めようとして慌てて立ち上がるが、足がもつれて中腰の姿勢のまま、田中に背後からタックルをかましてしまった。

　ふたりが重なり合いながら、床に倒れ込む。

「いったあい」

　田中のオーデコロンがふわりと香り、ハッとした。どうやら田中の上に乗っかって、押し潰しているようだ。私は慌てて上半身を起こす。

「ごめんね、大丈夫？」

「まったく……」

　田中も腰をさすりながらよろよろと上半身を起こすと、彼の身体の上にまたがったまま、視線がバチリと合う。

　慌てて飛び退のこうとしたが、手首をガッチリとつかまれた。

「迫るなら、もっと色っぽく迫ってもらえますか」

「はあ？　違うわよ！　事故だから、事故！」

　私は真っ赤になって否定する。

「てっきり、気が変わったのかと思いました」

「な、何言ってんのよ！　そんなわけないじゃない」

「私はそちらでも悪くないかな、と思っていますけどね」

　田中はさりげなく、もう片方の手を私の腰にかける。

　なんなのよ……この手は。

　彼が、驚くほどナチュラルにボディタッチをしてきたのは意外だった。

　長い睫毛に縁取られた、田中の漆黒の瞳が私をまっすぐに捕らえる。こうして改めて見ると、つくづく端整な顔立ちだ。だけど、田中は綺麗なだけじゃない。しっかり棘とげがある。

「もう、からかわないでよね」

　私は真っ赤になったまま口を尖らせる。

「本気だったらどうします？」

　田中は口の片端を上げて、ニヤリと不敵な笑みを浮かべる。

「へ……」

　私は言葉に詰まり、より一層、赤い顔をして固まった。

　その様子を見て、田中はこらえ切れず噴き出した。

「その困った顔が見たかった」

「はあ？」

「信頼していただけるのも嬉しいのですが、あそこまで無防備でいられるのも、男としては正直複雑な気分です」

　田中の言わんとすることがよく理解できず、私は首を傾げた。

　とりあえず、私はからかわれていたらしい。

「もう、心臓に悪い」

　私は拗すねて、プイと横を向く。

「でも、ご両親への報告は冗談ではありませんよ」

　田中がすかさず釘くぎを刺してきたので、私は鼻の頭に皺を寄せる。

「今週中に燁子様が連絡しなければ、私から報告いたします」

「今週って、あと土日しかないじゃない」

「こういうことは、時間が経つにつれて言いづらくなるものですよ」

「わかったよ……」

　私はガックリとうなだれた。

「悪あしからず」

　田中は私を膝に乗っけたまま、花のようにニッコリと微笑んだ。

　爆弾投下まで、残された猶ゆう予よはあと二日……。










お嬢様の秘め事




　翌日は雲ひとつなく、よく晴れていた。

　昼食を済ませると、私は早速、田中の部屋へ向かう。

　扉をノックすると返事があったので、ドアを開けて部屋の中に入っていくと、田中は出かける準備をしていた。

「どこか行くの？」

「ええ、今日の午後はお休みをいただいておりますので、所用を足しに行ってきます」

　確かに、いつものＹシャツに黒のスラックス姿ではなく、半袖の黒いシャツに同じ色のコットンパンツをはいており、いつもよりラフな格好だ。

「もしかして、デート？」

　私は冷やかすようにニヤリと笑う。

　田中は聞こえていないかのように、スルーした。

「だとしたら、その葬式みたいな格好はやめたほうがいいと思う」

「別にかまいません」

　しっかり聞こえているようだ。

「高級ブランドのパンツが泣くわね」

　田中は、チラリとこちらへ視線を向ける。

「黒じゃなくて、白いＴシャツでも着ればいいじゃん。夏だし」

　田中は無表情のまま黒いシャツを脱ぐと、几帳面にハンガーにかける。

　洋服を着ていると気がつかなかったが、田中は案外いい身体をしている。脂肪のついていない引きしまったウエストに、鍛えているのか胸板は筋肉がほどよくついていて厚みがある。

　私は綻びそうになる口元を気取られぬよう、手を当てて隠す。

　田中は無言のまま、白いＶネックのＴシャツに着替えた。シンプルな格好だが、それが彼のスタイルのよさを一層引き立てている。

　荷物が詰め込まれてパンパンになった手提げ鞄を持った田中を、私は玄関まで見送りに行く。

「冷蔵庫にビーフシチューとパンがあります。夕飯にでも、適当に食べてください」

「うん、ありがとう」

　田中は私の頭をそっと撫なでる。

「なるべく早く戻りますね」

　微かすかに眉間に皺を寄せて、まるで子供に留守番させる母親のように不安げな表情だ。

「大丈夫。たまにはゆっくり楽しんでらっしゃい」

「ありがとうございます」

　田中は外に待たせていたタクシーに乗り、出かけていった。




　私は自室に戻ると、クイーンサイズの広々としたベッドにゴロリと転がった。

　その時、タイミングよくスマホの着信音が鳴った。

「はい、もしもし」

『燁子、今何してるの？』

　電話の向こうから聞こえてきた声は、学生時代からの親友、真ま巳みのものだった。

「……暇してる」

『ちょうどよかった。今日これから美容室なんだけど、終わったら久しぶりにお茶でもしない？』

「……えー、どこで？」

『リージェンシーホテルのアフタヌーンティーでも満喫しない？　奢おごるから』

　某外資系一流ホテルのアフタヌーンティーとは、真巳もナチュラルにお嬢様側の人間である。

　そして彼女は、私が爪つめに火を灯すような生活を送っている頃から、こうして強引に……いや、親切に外へと連れ出してくれた。

「面倒だな……」

　ホテルに行くとなると、それなりに体裁を整えていかなければならない。

『相変わらず出で不ぶ精しょうね。暇なんだからいいでしょ？　十五時に、ホテルのロビーで待ち合わせましょう』

　家にひとりでいると、否が応でも伸夫とのことを思い出して、悶もん々もんと悩んでしまう。

「わかった。あとでね」

　スマホを切って重い腰を上げる。

　約束の十五時までは、あと二時間しかない。

　誘いに乗ったことを、私は早速後悔したのだった。




　十五時ジャスト。

　今日は、真巳が好きそうなコーディネートに身を包んでいる。

　レース素材の白いワンピースに、ヒールの高さが八センチあるベージュのパンプスを合わせた。バッグは昔パパに買ってもらったブランドの物を、クローゼットから引っ張り出した。

　スクウェアタイプのサングラスをかけて、大振りのリングのピアスが耳元でシャラシャラと揺れる。

　黒いストレートのロングヘアは、後ろでまとめるだけにした。

　ガラスのドアに映った自分の姿を見ると、なんとか葛城家次女の体裁は整えることができたようだ。

　回転扉を押してホテルの中へ入ると、颯さっ爽そうとした足取りで待ち合わせのロビーへと向かう。

　赤い花柄のワンピースを着た女性が、細い脚を組んでくつろいだ様子でソファに座っている。大きな瞳に、栗色のボブスタイルがよく似合っている。親友の真巳だ。

　目立つので、すぐに見つかった。

　向こうもこちらに視線を向けたが、そのまま通り過ぎる。彼女は私と気づいていないようだ。

「真巳、お待たせ」

　私はサングラスを外して声をかける。

「何、その格好。ギャグ？」

　昔のように派手に着飾った私を見て、真巳は大きく目を見開いた。美しい顔をして彼女は辛しん辣らつなのだ。

　なぜか私の周りには、口の悪い人が集まってくるから不思議だ。

「たまにはいいでしょ」

　冗談めかして言うと、真巳の隣に腰かけた。

「そんなブランド品ばっかり買って、生活費は大丈夫なの？」

「これはパパのお金で買った物よ」

「パパって……燁子、パトロンでも見つけたの？」

　真巳に真剣な表情で尋ねられて、私は思わず声をあげて笑う。

「いや、実のパパです。全部、昔買った服」

「まさか、あんた……」

　真巳の瞳の奥がギラリと光る。相変わらず鋭い。

「うん、実家に戻ったの」

「はあぁ!?」

　真巳の大きな声で、周囲の視線が一斉に集まった。

「どういうこと!?」

　つかみかからんばかりの勢いで、迫られる。

「まあ、いろいろあってさあ。話すと長くなりそうだから、アフタヌーンティーに行こうか」

「お茶なんて飲んでる場合じゃないでしょ！」

　真巳は形のよい眉を吊り上げた。

「実家に戻ったって、つまり……」

「伸夫とは別れました」

　サラリと言ってのけると、真巳はアホのようにポッカリ口を開けている。

「どうして？　最近は順調だと思ってたけど」

　真巳は眉根を寄せた。

「私もそう思ってたよ。でも、伸夫に赤ちゃんができたの」

「えっ？　あんた今、妊娠中なの？」

　私は首を大きく横に振る。

「私のほかにも付き合っていた人がいたようで、その相手が妊娠したんだって」

　私は膝に置いた手をギュッと握りしめた。改めてその事実を口にすると、胸が痛む。

「オーマイガッ」

　真巳は両手で口元を押さえて、息を呑む。

「そんなひどいよ……。燁子は努力してたじゃない。なんにもできなかったお嬢さんが、スーパーのタイムセールの時間まで把握するくらい節約家になって」

「で、節約したお金は、伸夫のバンド資金に消えちゃうんだよね」

　私は遠い目をして、あははと空笑いする。

「もう少しで刺すとこだったわ」

「燁子が刺さなくても、そのうち誰かに刺されるでしょ」

　真巳はイラ立たしげに、眉間にギュッと皺を寄せた。

「もう、容姿で男性を選ぶのはやめにするよ」

　私は小さくため息をついた。

「慰謝料請求しなさい！　相手の女にも！　ずっと同棲していて、いわゆる事実婚だったんだから！」

「でも、赤ちゃんができたら伸夫も物入りになるでしょ」

「そんなの関係ない！　燁子は傷ついたんだから、それなりの償いをさせるべきよ！」

「そのご意見に、私も賛成です」

　背後から男性の声が聞こえてきた。

「きちんと慰謝料を取って、世間的な制裁を受けないと、伸夫はまた同じことをしますよ。無責任なことをするには、それなりのリスクがあることを教えてあげなければ、ひいては生まれてくる子のためにならない」

　甘く低い声に、この抑揚のない話し方……さっきまでずっと一緒にいた……。

「うーん……えーと」

　振り返れば、目の前に田中がいた。背後のソファの背もたれから、身を乗り出している。

「浮気する男は一生するし、しない男は一生しません」

「こんなところに来てまでありがとう、田中」

　私はニコリと微笑む。

「いえ」

　田中は人差し指で眼鏡を上げた。そして何事もなかったように前に向き直ると、後ろのソファに着席した。

「え……誰？　知り合い？」

　真巳は、ギョッとした視線を田中に向けている。

　見知らぬ男の突然の介入に、ちょっと怯おびえているようだ。

「今のはね、うちの執事」

「ああ、執事ね」

　自分のセリフにハッとし、私は立ち上がって後ろを振り返る。

「……って、なんであんたがここにいるの!?　田中！」

「それはこちらのセリフです。まさか、あとをつけてきたわけじゃありませんよね？」

　田中は顔色ひとつ変えることなく、淡々とした口調で言い返してきた。

「私がそんな暇に見える!?」

「はい」

　田中はキッパリと答えた。

　まあ、言い返せないけど。

「稜りょう、知り合いか？」

　田中の向かいに座った若い男性が尋ねる。年の頃は田中と同じくらいだろうか。名前で呼ぶということは、同級生かもしれない。

　ファッションに無頓着な田中とは対照的で、半袖のブルーのリネンシャツをサラリと着こなし、白いコットンパンツを合わせている。

　身だしなみも完璧な爽やかな好青年で、ネクラの田中とつるむようには思えない。

「今暮らしている家の次女で、燁子さんだ」

　田中はボソリと、私の身分を連れに明かす。

「これが、噂うわさの……」

　好青年が興味深そうに私をジッと見つめるものだから、なんだか照れてしまって、私はへラリとだらしない笑みを浮かべる。

「なるほどな、言われてみたらそっくりだ」

　好青年はボソリと呟く。

　一体、どういう意味だろう。

「あの、私たちこれからアフタヌーンティーを楽しもうかって話してたんですけど、よかったら田中さんたちもご一緒しません？」

　さっきまではアフタヌーンティーどころじゃない、と言っていたが、一転。真巳はニッコリと可か憐れんな笑みを浮かべる。

「な、何言ってるの！　男性は甘い物が苦手なんだから」

　私は慌てて却下する。好青年はともかく、田中とアフタヌーンティーなんてとんでもない。

「じゃあ、ちょっと早いけどお酒でもいいし」

　しかしながら、真巳は私の意見をあっさりかわす。

「それなら、近くに知り合いの店がありますよ」

　好青年も乗り気である。

「藤ふじ原わら、仕事の話がまだ……」

「もう、ほぼ固まったじゃないか」

　田中も一応抵抗してみるものの、こちらもあっさり流された。

「こういう時はね、ぱあっと遊ぶのが一番いいのよ。ふたりともいい男じゃない」

　真巳はコソリと耳打ちし、ウインクする。

　遊びたいのは、フリーの真巳のほうではないか。

「稜、とりあえず美しい人たちに紹介してよ」

「ああ……」

　田中は嫌そうに眉をひそめる。相変わらず、社交辞令というものを知らない無礼な男だ。

「こちら、大学時代の友人で藤原 駆かけるです」

「はじめまして」

　藤原氏はニコリと微笑む。笑顔もキュートでいい感じ。

「こちらは、私のお嬢さんで葛城燁子さんだ」

〝私の〟って、なんだか田中のものみたいな言い方だ。ちょっと気になったけど、深い意味はないだろう。

「はじめまして」

　藤原氏は男前なので、私は照れてはにかんだ。

「燁子の学生時代からの友人で、音おと羽わ真巳と申します」

　真巳は耳に髪をかけながら自己紹介すると、可憐に微笑んでみせる。

　これは本気モードの時の笑顔だと、私は知っている。

「こちらは？」

　真巳はチラリと田中へ視線を向ける。

「あ、うちで今働いている田中さん！」

　そういえば、私は田中の名前を知らなかった。

「田中 稜です」

　田中はビューティフルな真巳に一切恥じらう様子を見せず、いつも通りの無表情で頭を下げる。田中は田中だと思っていたけれど、彼にも親がつけてくれた名前があったのだと、改めて思った。

「では自己紹介も済んだことですし、行きましょうか」

　藤原氏はスマートにエスコートしてくれた。

　乗り気の真巳とは裏腹に、私は鼻の頭に皺を寄せる。

　田中はいつも通り無表情で、心中を窺い知ることはできなかった。




　藤原氏が案内してくれたのは、リージェンシーホテルから徒歩数分のところにある、デザイナーズビルの最上階にある店だった。

　ゆったりとしたソファが何組か置かれており、バーというよりもサロンのような雰囲気だ。大きな窓からは東京タワーが見えた。

　よく冷えたシャンパンとプロシュート、色とりどりの野菜が美しく盛りつけられたサラダ、チーズの盛り合わせなど、軽食がテーブルに並ぶ。

　どれも美味しくてお酒が進み、明るいうちからいい気分になってしまった。

「今日はせっかくの女子会にお邪魔してしまったようで、すみませんでした」

　田中の連れである藤原氏が、空いたグラスにシャンパンを注ぎながら言う。

「こんな素敵なお店に案内してもらって、お礼を言いたいくらいです」

　真巳は隣に座った藤原氏を、うっとりした目で見つめる。

「それに、燁子は彼氏と別れたばかりで落ち込んでいるので、慰なぐさめてあげてくださいね」

「それは大変でしたね、でも、きっと稜が慰めてくれているんじゃないですか？」

　藤原氏が、隣同士でソファに座る私と田中を交互に見てニコリと微笑んだので、私は照れて下を向いた。

「そうですね。毎日暇なので、お相手してもらっています」

　藤原氏と田中は、シャンパンを噴きそうになった。

「お前……役得だなあ」

　藤原氏はしみじみ言う。

「いや……そういう意味じゃ」

　田中が慌てて否定する。

「今、田中さんと一緒に住んでるのよね？」

　真巳は目をキラキラさせて聞く。

「ええ、まあ。私が葛城家のお屋敷に住まわせてもらってるので」

　田中が曖昧に答える。

「落ち込んでるかと思ったら、結構楽しくやってるんじゃない」

　真巳はオリーブをつまみながら感心したように言う。

「うん、田中がいるから退屈してないわ。昨日も一日中、お相手してもらっちゃって」

「一日中!?」

　藤原氏は驚いて聞き返す。

「ええ、雨だったから」

「燁子様、誤解を与えるような表現はやめてもらえますか」

　田中はキッパリ言い放つ。

「ああ、そっか。お昼ご飯食べたあとだから、午後からか！」

「そういう問題ではありません」

　田中はすかさずツッコんできた。

「午後からにしろ、タフだな」

　藤原氏は感慨深そうに、顎に手を当てる。

「まさか……今日も帰ってから？」

　真巳が続けて聞く。

「うーん、今日は遅くなりそうだからなあ。でも眠れなかったら、田中の部屋に行っていい？」

「……どうぞ」

「昨日は燃えちゃったよね！　今日も続きしよう！」

　昨晩の格闘ゲームを思い出して、私は言う。

　藤原氏はギョッとした表情を浮かべ、真巳は頰をほんのり赤く染めた。

「かしこまりました」

　田中はクスリと微笑んだ。

「おいおい、お前がそんな風に笑うところ、俺は久しぶりに見たぞ？」

　藤原氏がニヤニヤしながら冷やかすような口調で言うと、田中は嫌そうに眉間に皺を寄せる。

「へえ、そうなんですか？」

　私は不思議そうに尋ねた。

「俺と稜は長い付き合いですが、こんな風に女性に微笑みかけるのは年に数回しかありません」

「そうなんですか？」

　田中は無表情だけど、よく人のことをバカにしてはツボに入ってよく笑っている。

「おふたりの学生の頃って、どんな感じだったんですか？」

　真巳が小首を傾げて、可愛らしく聞く。

「勉強ばかりしていました」

　田中はサラリと答えた。

「お前……すごいな。そのナチュラルな嘘のつき方……」

　藤原氏にツッコまれ、田中は眼鏡を人差し指で押し上げる。

「俺はチャラチャラしてそうに見えて実際チャラいんですけど、こいつはほんっとうにタチが悪い！」

　藤原氏のセリフには気持ちがこもっている。

「無表情で愛想がないけど、このルックスだろ。感情の起伏のなさも、『クール』なんて言われて、入れ食い状態だったよなー」

「ああ！　それはムッツリスケベってことね！」

　私は手を叩いて言う。

「そう！　こいつはムッツリスケベなんだ！」

「そんな得意げに言うほどのことでしょうか」

　田中は冷静にツッコんだ。

「稜は水球やってたから、脱ぐと結構いい身体してるんですよ」

　藤原氏は悪ノリする。

「ああ、確かに着痩せするタイプだよねー」

　私がもっともらしい顔で頷くと、田中は再びシャンパンを噴き出す。

「もう、何よーさっきから」

　私がハンカチを差し出す。

「どうして燁子様が、私の身体のことを知ってるんでしょうか？」

　田中は受け取ったハンカチで、口元を拭いながら言う。

「さっき見たもん」

「やっだー！　もう、昼間っから！　学生じゃないんだから」

　真巳はなぜか照れながら言う。

「おふたりはどんな感じだったんですか？」

　今度は田中が真巳に尋ねた。

「私はそこそこ優秀、燁子は……まあ残念というか」

　真巳は言葉を濁にごす。

「でしょうね」

　田中はもっともらしく頷いた。

「この子は幼稚舎からのエスカレーター式で、私は外部受験をしたから、大学から一緒だったの。燁子が葛城のお嬢さんって聞いた時には驚いたわよ。純粋で素直で、全然気取ったところがなかったから」

　真巳はクスリと笑った。

「当時、同じ大学でバンド活動をしていた伸夫さんに出会って、すぐに夢中になってね。ものすごくイケメンだったから」

　伸夫は同じ大学の先輩だった。

　彼がボーカルを務めるバンドのステージを学園祭で見た瞬間、私は恋に落ちた。

　猛アプローチの末、見事交際まで漕こぎつけて、幸せいっぱいだったのも束の間。

　伸夫はプロを目指すため、バンド活動に専念したいという理由から、突然大学を中退した。

　私は貯めていた自分のお金を伸夫のバンド資金につぎ込むようになり、それをよく思わなかった両親は、お見合いを強制してくるようになった。

　それが嫌で、大学を卒業した年に、駆け落ち同然で家を出たのだった。

「あの時は愚かだと思ったわ」

　真巳は小さくため息をついた。

「狭いマンションを借りて、伸夫さんのバイト代だけじゃ到底やっていけないから、代わりに燁子が働いてたんです。稼いだお金も、生活費以外はぜーんぶ伸夫に渡して、家事と仕事に追われ、いつも自分のことは後回し」

　真巳はシャンパンをひと口飲むと、小さくため息をつく。

「頑張ってた。すごく頑張ってた。燁子を見ていると、愛する人のためならここまで変われるのかなって思ったわ」

「真巳……」

　いつもは憎まれ口ばかりたたいていた真巳が、そんな風に思っていてくれたなんて、なんだか胸が熱くなる。

「やはり、伸夫は社会的制裁を受けるべきですね。なんなら、弁護士つけて訴えますか？」

　田中は単調な口調で、恐ろしいことを言う。

「ちょっと田中、私は慰謝料はいらないからね！」

「お金の問題じゃありません。燁子様、子供が生まれるからといって、殺人犯が恩赦になりますか？」

「それとこれとは……」

「姦かん淫いんは罪です。罰ばつを受けるのは当然のことです」

　田中の口調は揺るぎない。眉間には微かに皺が寄り、珍しくイラ立った様子だ。

「でも、私は慰謝料を取るつもりはない」

　私は毅き然ぜんと言い放った。

「強情っ張り」

　田中はボソリと呟く。

「なんですって!?」

　私は眉を吊り上げた。

「まあまあ、そこは気が向いたら稜に相談すればいいんじゃないかな」

　藤原氏にニコリと微笑みかけられて、思わず頰が赤くなる。

「燁子様は、全く懲こりていないご様子ですね」

　片眉を器用に上げて、呆れたような笑みを浮かべる。

　やっぱり田中はムカつく。




　結局、真巳と藤原氏は意気投合したらしく、ふたりで夜の街へと飲みに行ってしまった。

　残された私と田中は、タクシーを拾いがてら散歩する。

「今日はデートじゃなかったんだね」

「安心しましたか？」

「別にー」

　私が口を尖らせて言うと、田中はクスリと笑う。

　優しい笑顔に、胸がきゅうっと締めつけられた。

「真巳と藤原さんも、いい感じだったね」

　迂う闊かつにも、笑顔にときめいてしまったことを隠すよう、私は慌てて話題を変える。

「それもそうですが、私たちに気を使ったんだと思います」

「家が遠いから？」

　意味がよくわからず、首を傾げて尋ねる。

「燁子様、天然にもほどがあります」

　相変わらず失礼な男だ。

「じゃあ、どうしてよ」

「これから、私が燁子様のお相手をすることになる、と思ったのではないでしょうか。きっと、あのふたりは『お相手する』とは『夜よ伽とぎのお相手をする』という意味でとったのでしょう」

「はあ!?　何それ！　いかがわしい！」

　私はギョッとして、目を大きく見開いた。

「あのふたりが特別なわけではありません。世間一般では、そういう認識なのです」

「ええっ!?　そうなの!?　私が日本語の使い方を間違っていたの!?」

「正確には間違っていませんが、その裏にある意味を燁子様は認識されていなかったのでしょう。聞く人が聞けば誤解します」

「じゃ、じゃあ、あのふたりは私と田中が、今晩しっぽりしけ込むと思ってるってこと!?」

　すれ違い様に、若い女の子たちからギョッとした視線を向けられた。

「燁子様、下品すぎます」

　田中は否定も肯定もしない。

「いやぁぁぁぁ！」

　夜の街に、私の絶叫が轟いた。




『真巳と藤原氏の誤解を解いてくる』と言って聞かない私を、田中は無理やりタクシーに押し込めた。

　強制的に家まで連行される。

「今日は何を言っても冷やかされるだけです。お酒を飲んでいない時に、きちんと説明しましょう」

「わかったよ……」

　私は頭をガックリ下げて、うなだれる。

「真巳はともかく、藤原さんにも誤解されたなんて恥ずかしいわ」

「今日会ったばかりの他人に、どう思われようがかまわないじゃないですか」

「まあ、そうだけどさ、イケメンにそんな風に思われたらなんか嫌じゃない」

「イケメン……ですか？　藤原が？」

　田中は意外そうに聞き返す。

「世間一般で見たら、かなりの男前よー。ちょっと緊張しちゃったもの」

「燁子様に恥じらう気持ちがあったとは……」

　田中は信じられない、といった表情を浮かべて首を横に振る。

「女はね、いくつになっても男前には弱いものよ」

　私はふふんと笑う。

「どうなんでしょうかねえ」

　田中は小さくため息をつく。

　そんな話をしているうちに、タクシーは屋敷に到着する。

　誰もいないはずなのに、煌こう々こうと明かりが灯っていた。なんだか様子がおかしい。

　鉄格子の門扉をくぐって敷地内に入り、慌てて屋敷のそばまでくると、こんな時間なのに、入口に黒とシルバーのセダンが二台と、白いワゴン一台が停まっているのが見える。

　シルバーの車の屋根には赤色灯が光っていた。

「あの車はどうしたんだろう？」

　私は不安そうに眉根を寄せる。

「どうやら覆面パトカーのようですが」

「ええ！　どうしてうちに警察が!?」

　田中のまさかの回答に、思いっ切り眉根を寄せて聞き返す。

「燁子様、出かける時にきちんと施せ錠じょうしましたか？」

「ええ……多分大丈夫だと思ったけど、あれだけ広いと全部は調べられなかった」

「何かあったのかもしれません。行ってみましょう」

　私は引きつった表情でこっくり頷く。

　出戻ったうえに、施錠を忘れて空き巣にまで入られたなんてことになれば、実家も追い出されるかもしれない。

　田中はタクシーの運転手さんに料金を払うと、素早く車から降り、後部座席のドアを開ける。

「燁子様」

　差し出された手を握って車を降りると、そのまま小走りで――田中は早歩きだったけど――玄関に向かった。

　田中は私の手を強く握り、扉を開けた。










お嬢様カミングアウトする




　玄関ホールに田中とふたりで駆け込むと、ダイニングから人影が現れた。

「燁子、どこ行ってたんだ!?」

「匠ちゃん!?」

『匠ちゃん』と呼ばれるには、いささか脂が乗っているスーツ姿の男性。

　葛城商事の常務執行役員である、長男・匠である。

「燁ちゃん！」

　お上品なセミロングのマダムが駆け寄ってきて、私に飛びついた。

　その拍子に、田中と繋つないだ手が離れる。

「晴子姉さん……」

　これが、二世政治家の嫁、長女・晴子だ。

「アキ、何してたんだよ」

　セルフレームの眼鏡をかけた優男が、続いて出迎える。次男で、私の弟に当たる航生だ。現在、警察庁の警視だかなんだかで、いわゆるキャリア組ってやつ。

「まさか、あの赤色灯がついた車って……」

「ああ、現場の近くを巡回しててそのまま来たから外すの忘れてた」

　航生はてへっと笑う。

　なんて人騒がせな。私がどれほどびびったことか……と文句のひとつも言いたいところだが、弟のキュートな笑顔にすっかり誤魔化されてしまう。顔がいいって得だ。

　目もくらむほどご立派な私の兄弟が、一同に集まっている。

「な、何事？　法事でもあった？」

「燁子はどうしてここにいるのよ」

「ちょっと夏休みで……」

　私はヘラヘラと笑ってごまかした。

　晴子姉さんの丸っこくて黒い瞳が、心配そうに私の顔をジッと見つめる。

　私は田中にチラリと視線を向けると、無言でこっくり頷いた。

　どうやら、兄弟たちは田中からの連絡を受けて、駆けつけてきたようだ。

　皆、知っているってわけね。もう、ここまで来たら隠し通すことはできない。

「私、伸夫と別れたの。それで実家に戻ってきた」

　きっと、兄弟たちには呆れられて責められるだろう。『だから言っただろう』と。

　私はギュッと手を握りしめた。

「すみませんでした……」

「どうして謝るの？　傷ついたのは燁子なのに」

　晴子姉さんは、困ったように眉根を寄せた。

「駆け落ちして、結局うまくいかずに出戻って。葛城家に泥を塗ぬるような真似をして申し訳ありませんでした」

　私は深々と頭を下げる。

　しかし、予想していた反応とは裏腹に、匠ちゃんがそっと私の頭を撫でた。

「大変だったな、燁子」

　昔から私の頭を撫でてくれるその手は、相変わらず温かくて優しい。

「うん」

　私は口を横に結んで、こっくり頷く。

「燁子、頭を上げろ。誰もそんなことを思ってない」

　匠ちゃんは肩に手を置いた。

「そうだよ」

　航生が同意する。

「『新しん星せい堂どう化け粧しょう品ひん』に一般職で入社して六年目、主任に昇格。朝早く出社して、残業せずに退社し、近所の激安スーパーのタイムセールで惣そう菜ざいを買って、駅から徒歩十五分、築三十年のマンションへ帰宅。あの燁子が、毎日地味で質素な生活を送っていたなんて驚きだ」

「航生……あんたどうして知っているの？」

　私がギョッとした表情で尋ねる。

「国家権力を使ってるから」

　あっけらかんと言って、航生は花のようにニッコリ微笑んだ。

「国家権力を使ったストーカーじゃない」

　私は嫌そうに顔をしかめた。

　昔っから、なぜか航生は私によく懐いていた。

「航生はストーカーするのも、スケールがデカいなあ」

　そして、匠ちゃんは航生には甘い。

「ところで、この家に戻ってきたことをお父さんには報告したの？」

　晴子姉さんに、痛いところを突かれた。

「お父さんよ。まさか、喜んでた？」

「いやあ……どうだろう。喜ぶかなあ」

　私は曖昧に受け流して、晴子姉さんの追及から逃げようとする。

　昔からパパは優しいけれど、礼儀作法には厳格な人だった。お堅い人柄から、経済的に不安定なバンドマンである伸夫との交際を、一番快く思っていなかったのもパパ。

　それでも私は駆け落ちをして、自分の意思を強引に貫いた。

　それなのに『実家に出戻りました』なんて、どの面下げて報告すればいいの？

「あんた！　まさか、まだ言ってないの!?」

　晴子姉さんの瞳の奥がキラリと光ったので、背筋がゾッとした。

　彼女は昔から人一倍、勘かんが鋭い。

「どうしてこんな大事なこと言ってないの！　とっとと電話しなさい」

　それでいて、怒るとめちゃくちゃ怖い。

「でも……時差とか」

　私は必死に食い下がる。

「オランダとの時差は七時間、向こうは十五時よ」

　……が、秒速で論破。もう言い逃れできない。

　晴子姉さんは素早くスマホをポケットから取り出し、連絡を入れる。

　どうか、会議とかで出ませんように。

「あ、お父さん？　晴子ですー」

　祈る甲か斐いなく、あっという間に繋がった。

「今、大丈夫？……ああ、よかった。燁子が大事な報告があるみたいで。うん、今代わるねー」

　晴子姉さんは、私の頰にぐりっとスマホを押しつけた。

「ほら！」

　鋭い視線に逆らえるわけもなく、渋々スマホを受け取る。

「……パパ？」

『燁子か。珍しいな。どうした？』

　久しぶりに声を聞いたら、胸がジンと熱くなる。

「パパ……私、彼と別れたの。それでもって、先日から実家に戻ってきてる」

　ふと田中のほうに振り返ると、バチリと視線が合う。

　田中は大きくゆっくりと頷いた。『大丈夫だ』と言うように。

『……それで、お前は大丈夫なのか？』

　しばしの沈黙のあと、パパは重い口を開いた。

「うん、大丈夫。晴子姉さんたちも来てくれたし」

『お前がその気なら、いつまでいてもかまわない。そこはお前の家なんだから』

　パパの声は力強くて、それでいて優しかった。

　想定外のセリフに、目頭が熱くなる。

『幸い、我が家は広い』

「広すぎるよ」

　思わず笑ってしまった。

『落ち着いたら、今後の話をするために一旦、日本に帰る。少々先になりそうだが』

「うん、大丈夫よ。私もお金と時間に余裕ができたら、オランダに遊びに行くから」

『何かあれば田中くんに言いなさい。生活費のことはすべて彼に任せている。困った時には、きっと力になってくれるから』

「ありがとう、パパ。愛してる」

『うん、わかった』

　パパはぶっきらぼうに言う。きっと、受話器の向こうで照れているに違いない。

『また何かあったら連絡するように』と言われて、電話は切れた。

「お父さん、怒ってた？」

　晴子姉さんが、心配そうな表情で覗き込む。

　私は首を横に振った。

「よかった」

　晴子姉さんは、ホッとしたように微笑んだ。

　こちらもよかった。お怒りは収まったようだ。私もホッとする。

「皆さん、せっかくお揃いになったのですから、お茶でもいかがですか？」

　田中が私たちに声をかけた。

「そうねえ、いただきましょうか」

　晴子姉さんは、いつものように穏やかな笑みを浮かべた。




　兄弟が久しぶりにダイニングルームに揃う。

　田中がコーヒーと紅茶に、スコーンやサンドウィッチなどの軽食を、手早く準備してくれた。

「それで、別れた理由はなんだったの？」

　航生がお坊っちゃまらしい優雅な所作で、紅茶をコクリとひと口飲む。

　どうやら伸夫に子供ができたことまでは、田中は話していなかったようだ。

　そこまで話していたら、伸夫は今頃、東京湾に沈められていたかもしれないのでホッとする。

　私の愛する兄弟は目がくらむほど立派で、何をするにも手を抜くことをしない完璧な人たちだ。制裁も、おそらく例外では、ない。

「性格の不一致……的な？」

　苦しい嘘をつく。

「やっぱり、価値観の違いで生活が合わなかったのか」

　匠ちゃんは顎に手を置き、考え込む。

「そうかしら？　燁ちゃんは結構、逞たくましくやってたと思うけど」

　さすが晴子姉さん。よくわかってらっしゃる。

「伸夫さんの浮気相手に、子供ができたそうです」

　田中は匠ちゃんに紅茶のおかわりを注ぎながら、サラリと核爆弾を投下する。

　私を除く兄弟三名は、ピシッと固まった。

「ちょっと！　田中！　なな、な、何言ってくれちゃってんのよ！」

　私は動揺のあまり、噛み噛みだ。

「燁子様、このご兄弟ですよ？　本当の理由が明らかになるのは時間の問題です」

　確かに、田中の言う通りだ。

　正論すぎて言い返すことができなかった。

「ねえ、航ちゃん、合法的に人を殺すことはできないの？」

　晴子姉さんは、ニッコリと微笑みながら聞く。

「晴子姉さん、合法的といってもお家沙汰で殺人が起きたら、さすがの僕も立場上問題になるなあ」

　航生も穏やかな口調で答える。

「じゃあ、圧力をかけるか」

　匠ちゃんは出前でも取るような気軽さだ。

「俺は経済的に、晴子は政治、航生は司法から、徹底的に追いつめて社会的に失しっ墜ついさせる」

「うん、いいね。スマートだ！　相変わらず底意地悪いね」

　航生は目をキラキラさせて言う。

「匠らしい陰湿さだわ。さすが長男ね」

　晴子姉さんも、納得したように大きく頷く。

「おいおい、そんなに褒めても何も出ないぞ？」

　匠ちゃんは照れたように笑う。

　いやいや、全然褒めてない。

「田中！　黙ってないでどうにかしてよ」

　隣に立っている田中を肘で小突く。

「素晴らしいご兄弟ですねえ。慰謝料をせしめるなんて言っていた自分が、小さくて恥ずかしいです」

　田中は小さくため息をつく。

　こいつもダメか……もう自分でどうにかするしかない。

「やめてよ！」

　私が大声を出したので、兄弟たちが一斉にこちらを振り向いた。

「伸夫は確かにゲスかもしれないけど、人の親になるのよ？　父親が廃人だなんて、生まれてくる子供がかわいそうだよ。その子にはなんの罪もないんだよ？」

「なんで庇うの？　裏切られてもまだ伸夫が好き？」

　航生は頰杖をつき、こちらにチラリと視線を向けた。

「もう気持ちはないよ。だけど」

「だけど？」

　航生が聞き返す。

「匠ちゃんも晴子姉さんも、子供ができて変わったでしょ。もしかしたら、伸夫も変わるかもしれない」

「変わらなかったら？」

　匠ちゃんは腕を組んで私を見据える。

「その時は好きにして」

　私はためらうことなく言い放った。

　匠ちゃんはそれを聞いて、納得したようにこっくり頷く。

「わかったよ、燁子。今回はお前の言う通りにしよう」

「つまんないな」

　航生が口を尖らせ、不満げに言う。

「まあ、そう言うな航生。今回は燁子に免じて、大人しくしていよう」

　私はホッと肩を撫で下ろした。

「だが、定期的に人をやって様子を見よう。どうせ、あの手の男は一生変わらない」

「監視下にあるってこと？」

　航生が尋ねる。

「大げさだなー、航生。月に一回、人をやって徹底的に身辺を調べ上げるってだけだぞ？」

「そういうの、僕の得意分野じゃないか」

　航生は嬉しそうに、ニッコリと微笑んだ。

「じゃあ、身辺調査はお願いしちゃってもいいかな？」

　ライトな口調で匠ちゃんが尋ねる。

「いいとも！」

　航生はお決まりのセリフで返した。

　ダメだ……話が勝手に進んでいく。

　なんだか頭がズキズキして、私は頭を抱え込んだ。

「田中、ワインをちょうだい」

「かしこまりました」

　一礼すると、田中はワインを取りにリビングから出ていく。

「田中さんって、ずいぶん綺麗な人ね」

　晴子姉さんは、田中の後ろ姿を見てしみじみ言う。

「今、この家にはふたりしか住んでないのよねえ」

「うん。家政婦さんは通いだから」

「ふうん、広い洋館で美しい男とふたりきりなんて、淫靡な感じだわね」

　晴子姉さんは意味ありげに、不敵な笑みをニヤリと浮かべる。

「別に何もないよ」

　私はぐるりと目を回す。この手の好奇な視線には懲り懲りだ。

「そういや燁子、さっき手を繋いで入ってきたな」

　匠ちゃんは私たちのコソコソ話を聞きつけて、鋭く指摘する。

「しかも、オシャレしてるし。デートでもしてたんじゃない？」

　晴子姉さんも追及してくる。

「違う。今日は大学の同級生の真巳と会ってたの。そしたら出先で偶然出くわしたから、一緒に帰ってきた。手を繋いでいたのは、私が転びそうになったから手を借りてただけよ」

　私は一気にまくし立てた。

「それに、ああ見えて結構、性悪よ」

　私は眉根を寄せて言う。

「そうだよ。相手は使用人だろ。アキとどうこうなるわけないじゃないか」

　シスコンの航生は不機嫌そうに言う。

「まあ田中さんは、使用人とはまた微妙に違う立ち位置なんだけどな」

　匠ちゃんが言う。

「どういうこと？」

　航生は眉根を寄せる。

「両親が留守の間、この家を管理するためにうちに来てるんだ。使用人というよりも管理人だな。そこへたまたま燁子が帰ってきたから、成り行き上、お世話もお願いすることになったんだ」

「そうだったの。でも、うらやましい。あんなイケメンにお世話されたいものだわ」

　晴子姉さんはフウ、と小さくため息をついた。

「まさか、逆玉の輿こしを狙って、ちょっかい出されたりしてないよね」

　航生は、訝しげな視線を私に向けてきた。

「ないない」

　私は手をパタパタと横に振る。

「そうだぞー、航生。燁子は年増のうえに、下へ手たに手出ししたら小こ舅じゅうとたちの逆げき鱗りんにも触れる」

「確かに、男からすればこんな厄介な物件はないねえ」

　航生は納得したように言う。

「田中さんだって、どうせ逆玉狙うなら素直な若い子狙うだろー」

　匠ちゃんは、あははっと悪びれなく笑う。

「ちょっと待ってよ！　田中だって私の人間的魅力に、惚ほれちゃうかもしれないじゃない！」

　完全に厄介者扱いされているのが不本意で、私はムキになって言い返す。

「ないない」

　匠ちゃんはあっさり否定する。

「葛城家の魅力を差し引いたら、それこそ若い子のほうがいいでしょ」

　航生も頷く。

「私の魅力って、家柄だけ!?」

「何言ってんだ。普通の男からすれば、葛城家がバックにつくってのは相当な魅力だぞ。ただ、田中さんはさらに上を選べるから、あえてお前にはいかないってだけだ」

「私がフラれたみたいな話になってるけど、別に何もないから」

　私はしつこく念押しする。

「うん、もう心配してないよ」

　航生は、ニッコリと晴れやかな笑みを浮かべる。

「あっそう」

　葛城家の名前がなければ、私には女性としての魅力がない、と言っているも同然だ。傷心の次女にも、この人たちは容赦がない。

　話が一段落して落ち着くと、渦中の男、田中がワインボトルとグラスをトレイに載せて戻ってきた。

「お待たせしました」

　銘柄はバローロだ。ちょうど重厚な赤ワインを飲みたかったところだったので、私は頰を緩ませる。

　わかってるじゃない、田中。

「ほかに、ワインを飲まれる方はいらっしゃいますか？」

　晴子姉さんと匠ちゃんは車で来たので、ワインは飲めない。

　航生はドライバーがいたけど、このあと職場に戻るらしいので、結局私がひとりで飲むことになった。

「さて、と、アキに会えたし、俺はそろそろ仕事に戻るよ」

「航生、忙しいのに来てくれてありがとう」

「ほかでもないアキのためだから」

　航生はほっそりした指で、私の頰をスルリと撫でる。

　我が弟ながら、その振る舞いにキザなヤツだと思う。

「俺と晴子姉さんも、そろそろ行くよ。もう遅いからな」

「匠ちゃん、ありがとうね。晴子姉さんも」

　私は兄弟たちをお見送りしようと、席を立つ。

　田中もあとからついてきた。

　別れ際、玄関で兄弟たちとハグをする。

「航生は、いつも過保護なくらい心配してくれてありがとう。大好きよ」

「アキ、また来るね」

　航生はニコリとキュートな笑みを浮かべる。

「晴子姉さんもありがとう。お義に兄いさんにもよろしく言っておいて」

「燁子も田中さんのこと頑張るのよ。若い子にはない、大人の魅力で迫りなさい」

　晴子姉さんが耳打ちする。すっかり、私が田中を好きなような扱いだ。

　いちいち否定するのは面倒だから、「うん」とだけ言っておいた。

「匠ちゃんは頼りになるね。ありがとう」

　最後に匠ちゃんをギュッと抱きしめた。

「何かあったら、すぐに連絡しろ」

　私はニッコリと笑って頷いた。

「田中さん、くれぐれも燁子のことをよろしくお願いします」

「はい、匠様」

　匠ちゃんが毅然とした口調で言うと、田中は深々と頭を下げた。




　騒がしい兄弟たちが帰ると、屋敷は静けさを取り戻す。

　ホッとすると同時に、少しだけ寂しいような気もする。

「田中、やってくれたわね」

　私はチラリと横目で睨む。

「差し出がましい真似をして、申し訳ありませんでした」

「ううん、私がグズグズしてたから」

「それはそうですが」

　だから否定しろって……。

　私は心の中でツッコむ。

「ありがとう」

　私はペコリと頭を下げた。

「ご兄弟に、とても愛されているじゃないですか」

「そうだね、そうだった」

　呆れられるかと思ったけど、皆、心から心配して慰めてくれた。

　私は伸夫に裏切られたショックで、人を信じられず自分の殻に閉じこもっていた。

　それを破ってくれたのは、悔しいけれど、ほかならぬ性悪で無愛想な執事だった。

「ワインが残っているわね。田中、お相手してくださる？」

「喜んで」

　田中はニコリと微笑んだ。










お嬢様にはお手を触れずに




　ふと目が覚める。

　窓の外はうっすら白んでいるので、明け方だろうか。

　毛布を鼻まで引き上げると、温かい腕が伸びてきて私を抱き寄せる。

　人肌の温ぬくもりに包まれると、安心して再びトロトロと眠りに落ちていく。

　ふと、手が伸びてきて自然と胸に添えられる。感触を楽しむように、やわやわと撫でられた。

　甘えるように首筋に顔をうずめられ、私の首筋をゆっくりと唇が這はっていく。

　私はくすぐったくて、身をよじった。

　手は私の腰からウエストまでの曲線を撫で上げると、Ｔシャツの中に入ってくる。

　繊細なタッチに、思わず身悶えた。

　ああ……なんか、こういうイチャイチャした感じって久々だなあ。伸夫とは、最後のほうは寝室も別だったし。……そうだ、私、伸夫……とは別れたんだった。

　私の意識は一気に覚醒していく。

　じゃあ、これは誰……!?

　振り向くと、天使のような美しい田中の寝顔がそこにあった。

「うぎゃー!!」

　私が絶叫すると、田中は目をこすりながら起きる。

「朝から何事ですか？」

　眉をひそめ、迷惑そうな顔をしているところがまたムカつく。

「田中のせいでしょうが！」

「……は？　私ですか？」

　田中はキョトンとしている。

　無意識で胸を揉もむなんて、こいつどんだけエロいんだ！

「なんで、あなたが私のベッドで寝てんのよ!?」

「……覚えてないんですか？」

　昨日の記憶を、手た繰ぐり寄せようとする。

　田中とワインを飲んだとこまでは思い出せたが、そこから記憶が曖昧だ。

　私は着替えているものの、Ｔシャツに短パンという全く色気のない格好をしている。

　酔った勢いで過ちは犯してなさそうだ。

　酔い潰れた私を部屋まで運び、そこで田中も力尽きて眠ってしまった……そんなとこだろう。

「覚えてない。何か迷惑かけた？」

　私はキッパリ言い放つ。

「迷惑というか……」

　田中は遠い目をして、力なく呟いた。なんだか大変だったみたい。

「な、なんなのよ！　その奥歯に物が挟まったような言い方は！」

「酔って、力づくで迫ってきました」

「嘘よ！　嘘！」

　私は顔を真っ赤にして否定する。

「嘘、と言われましても……」

　田中は小さくため息をつき、失笑する。

「燁子様が酔い潰れてしまったので、部屋まで送り、ベッドに寝かせようとしました」

　田中が昨日のことを話し始めると、映像がフラッシュバックしてきた。




＊　＊　＊




「たなかあ」

　酔いどれた私は田中におぶさって、お荷物さながら部屋に運ばれた。

「燁子様、下りていただけますか？」

　ベッドの前まで来ても、私は田中から下りる意思がないことを示すように、首にギュッとしがみついた。

「く……苦しい……」

　田中はジタバタと身悶えた。

「もうちょっと飲もうって言ってるー！」

「ダメです！　離してください」

「いやだー！」

　乱闘の末、田中はポイッと私をベッドに放り投げた。

「何するのよ！　乱暴ね！」

「こっちは……死ぬとこだったので」

　田中は喉元を押さえ、肩で大きく息をしている。長めの髪も乱れていた。

「じゃあ、もう寝る」

「ありがとうございます」

　なぜか田中は、深々と頭を下げた。

「着替えるから手伝って」

「……かしこまりました」

「じゃあ、クローゼットから短パンとＴシャツを取ってきて」

「はい、お待ちください」

　田中は言われるがまま、いつものルームウェアを持ってきてくれた。

「脱がせて」

　私はくるりと後ろを向き、背中の髪を肩に流した。

「失礼します」

　田中はなんのためらいもなく、ファスナーを下ろす。

「燁子様、立っていただけますか？」

　言われるがままベッドの前に立ち田中の方へ向き直すと、大きな手が肩にかかり、スルリとワンピースを脱がされた。軽く触れられただけなのに、年甲斐もなくドキドキする。

「スリップも脱ぎますか？」

　田中の余裕な口調が腹立だしい。

「自分で脱ぐ」

　私がスリップに手をかけると、田中に手で制された。

「私がやりましょう」

「あ、どうも」

　思わぬ申し出に、明らかに動揺してしまった。

　田中がスリップの裾すそに手をかけた。ゆっくりとたくし上げていき、私の脚からヒップ、ウエストなどが徐々に露わになる。

「燁子様、腕を上げてください」

　言われるがまま、万歳のようなポーズを取る。

　シルク素材のスリップが肌を滑り、身体から離れていく。

　とうとう、ランジェリーのみの姿になった。しかも、色は派手な赤。

　田中の表情からは窺い知れないが、年増のくせに、ずいぶん張り切った下着をつけてるな、とでも思っているのだろうか。

「私が年増なら、田中だっておっさんなんだからね！」

「は？」

　思わず心の声が口をついて出てしまうと、田中は不思議そうに首を傾げた。

「いや、なんでもない。こっちのこと」

「足を上げてください」

「はあ？　何言ってんの？　変態！」

　私は胸元を隠すよう両腕をクロスさせて、後ずさる。

「……いや、短パンをはかせようと」

　私はバツが悪くて、えへっと笑った。

　田中は園児に対する保育士のように、手際よく短パンとＴシャツを着せてくれた。

「はい、できました」

「ありがとう」

　田中は肩で大きくため息をついた。なんだかグッタリしている。

「じゃあ、私は失礼させていただきます」

　田中は、そそくさと部屋から出ていこうとする。

「ま、待って！」

　私は彼のシャツの裾をつかんで、引き止めた。

「まだ何か？」

　田中はウンザリしたように、眉根を寄せた。

「あ、あのートランプしよ！　トランプ！」

「嫌です」

　田中は短くお断りして、部屋から出ていこうとする。

「じゃあ、ゲーム！」

「嫌です」

「オセロ」

「疲れてるので、明日にしましょう」

　田中は有無を言わさぬ口調で私の手を振り切って、立ち去ろうとする。

　が、そうはさせない。

　私は田中の腰に手を回し、しがみついた。兄弟たちが帰ると、広すぎる屋敷にひとり取り残されたようで、私は無性に寂しくなった。誰かそばにいてほしくて、無理やり田中を引き止めようとしている。

「じゃあ、お相手して！　それなら夜しか無理よね！」

「昼でも朝でも大丈夫です」

「私は明るいうちからなんて無理！　それに、今がいいんだもん！　明日はそんな気分じゃなくなる」

「眠ったら、そんな気分もなくなりますよ」

「無理！　身体が火照って眠れない」

「わかりました」

　田中が盛大にため息をつき、抵抗をやめたので、私はホッとする。

　田中は私の手首をつかみ、腰から腕をはがすと、こちらへ向き直した。

「じゃあ、脱いでください」

　田中は冷静に言い放つ。

「え……」

「お相手しますので、脱いでもらえますか？」

　私はギュッとＴシャツの裾を握りしめた。

「ええー、そういうのって男の人がやるもんでしょ？」

「そうですね。しかし、私は今日疲れてますし、お酒をたしなんだので、イマイチその気になれません。なんてったって、おっさんですし」

　先ほどの〝おっさん〟発言を根に持ってるようだ。

「男はいつでもその気になれると思っているのですか？」

「……思ってない」

　相手が私ならなおさら……。

　ここ数年、伸夫ともその手の行為はほとんどなかった。

「脱げないならこの話はなし、ということで」

「ちょちょ、ちょっと待って！」

　私は再び田中の腰にしがみついた。

「じゃあさ、一緒に寝ようよ」

「は……？」

「田中も眠れるし、私の気分も収まるでしょう。一石二鳥」

　私はどや顔をする。

「わかりました。もうどうでもいいです」

　田中はうつろな目をして、諦めたように大きくため息をつく。

「とりあえず、シャワーを借りますね」

　投げやりに言って部屋のお風呂に入った田中は、しばらくするとサッパリした顔で髪を拭ふきながら戻ってくる。

「燁子様も入ってきたほうがいいですよ」

　田中はチェストの中にあるミニ冷蔵庫から、私が買い置きしていたビールを取り出し、当たり前のように飲んでいる。今髪を拭いているお気に入りのピンクのバスタオルも、迷わずクローゼットの引き出しから取り出していた。備品の配置まで、私の部屋を熟知している。

　私はぬるめのシャワーを浴びて、久々の厚化粧と一日分の汗を流す。本当は湯船にお気に入りのバスボムを浮かべて、ゆっくり浸かりたいところだ。

　だけど、お風呂に入っている間に田中が帰ってしまうのではないかと気が気じゃない。慌てて髪と身体を洗い、男性並みのスピードでバスタイムを切り上げた。

　私が部屋へ戻ってくると、田中はクイーンサイズのベッドに横たわり、テレビを見ていた。

「燁子様、このベッドいいですね」

　いや……くつろぎすぎだろ。

「お気に召したようで何より」

　私はドレッサーに座って、化粧水とクリームで肌を整える。

　その様子を、田中が興味深そうに眺めていた。

　ドライヤーで髪を乾かしていると、田中がベッドから起き上がり、私の背後に立つ。

「私がやりましょう」

「いいわよ。田中は休んでて」

「いいえ、私がやりたいんです」

　田中はサラサラと私の髪を撫でながら、ドライヤーの暖かい風を当てる。

「今日は……ありがとう」

　私は伏し目がちに言う。

　二十八歳にもなって、こんなお礼の言い方しかできない自分の狭量さが、情けなくなる。

「今日はご兄弟にも代表にも、きちんと自分で話をして、頑張りましたね」

「今、そういうこと言わないで」

「私はあなたを誇りに思いましたよ」

　ダメだ……。

　涙腺が決壊して、頰に涙がボロボロこぼれ落ちる。

「うん……」

　みっともないので泣くのをやめようとするが、一度溢れ出てしまうと止まらない。私は子供のようにしゃくり上げた。

　田中がドライヤーで乾かすのをやめて、私の肩に手を置いたので、涙でぐちゃぐちゃの顔で彼を見上げる。

　田中は私の手を引いて立たせると、そのまま抱き寄せた。

「こういう時は、胸を貸すものでしょう？」

　いつもみたいに軽口をたたく余裕もない。

「ありがとう」

　遠慮がちに身体を預けると、そっと抱きしめてくれた。田中の広い胸に身を預けると、自分がえらく弱い生き物になった気がする。

　田中は私が泣きやむまで、ゆっくりと背中をさすってくれた。

「落ち着きました？」

　胸の中で、私は小さく頷く。なんだか泣きすぎて、頭がボーッとする。

　田中は私の涙と鼻水を、アイロンのかかった水色のハンカチで、丁寧に拭ってくれた。まるで幼子と母親のようだ。

「ハーブティーでも淹いれましょう」

　田中は一旦席を外した。

　鏡で顔を見ると、我ながらひどい。目は真っ赤になって腫はれぼったいし、鼻の頭も赤くなっている。

　田中は戻ってくると、テーブルにティーポットとカップをセットする。

　ソファに座って、ハーブティーをひと口飲む。清涼感のある、よい香りが口に広がり、心が徐々に落ち着いていく。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　田中は柔らかく微笑む。

　その美しい笑顔に、私は思わず見とれてしまう。

「そろそろ、寝ましょうか。もう一時を過ぎてますよ」

「そうね」

　飲み終わったカップをテーブルに戻し、私はフカフカのベッドにドサリと倒れ込む。

「失礼します」

　田中もベッドの中に入ってきた。

「あ、あれ？」

　突然のことに、私はギョッとして目を見張る。

「添い寝、するんですよね？」

「へ？　ああ！　そうそう！」

　自分で言いだしたくせに、私は動揺しまくりである。

　田中が眼鏡を外してドレッサーに置くと、顔を覆い隠す一切の物が取り払われる。切れ長の瞳を伏せると、長い睫毛が嫌味なほどに強調される。

　改めて見ると、田中の美しさに、ドキドキを通り越してゾクゾクした。

　これ……添い寝されたほうが、逆に眠れないんじゃないかな。

　だけど、自分で言いだした手前、引くに引けない。

「はい、消灯」

　田中はリモコンで、部屋の照明を常夜灯まで落とした。

　薄暗い部屋で、ふたりは並んで床に就つく。

　田中の体温が布団を通し、伝わってくる。

　どうしよう、緊張して眠れない……。

「燁子様」

　名前を呼ばれて、ドキリと心臓が波打つ。

「はい……」

　視線は上を向いたまま返事をした。

「身体の火照りは収まりましたか？」

　私が目をむいて絶句していると、田中はおかしそうにクスクス笑う。

「本当に性悪ね」

「これでは添い寝ではありません」

「大丈夫！　私はこれで大満足だから！」

「私は不満です」

　田中は、枕ごと身体を私のほうへと寄せた。

　すぐ近くに田中が迫り、私は動揺しまくり。頭に手を添えられ、抱き寄せられた。

　ふんわりと、私と同じボディシャンプーの香りがする。

「これが添い寝です」

「くっつきすぎじゃない？」

「添い寝とはそういうものでしょう」

　確かに人肌の温もりって心地いい。今晩この温かさを求めていたので、なおさら。

　広い胸に恐る恐る顔をうずめてみると、腕の中にすっぽり収まってしまう。

　田中が頭を撫でてくれるので、徐々に緊張が解けてくる。

　そういえば、今日は緊張の連続だったっけ。お昼寝もしてないし。

　本来だったら、布団に入って三秒で眠れるくらいクタクタに疲れていた。田中の腕の中で、私は小さく欠伸した。

　ハーブティーのリラックス効果か、やがて意識は遠のき、ゆるゆると眠りに落ちていった。




＊　＊　＊




　――そして明け方、胸を揉まれる件に戻る。

「たいして絡んでなかったと思うわ」

「首を締めたうえにタックルまでかましておいて、よくもまあ、白々しく言えるものですね。恐ろしいお方だ」

　田中は無表情のまま言う。

「あなただって、人の胸を揉んでおいて『覚えていません』はないでしょう。潜在意識では、お相手したかったんじゃないの？」

　私はフンと鼻で笑ってやる。

「違います。男としての本能です。そこに胸があったから揉んだ。ただそれだけのことです」

「道端の石ころのような言いぶりね」

「滅相もない」

　田中はいつも通り、飄ひょう々ひょうとした態度だ。

　しかし、いつもはキッチリ整えられている髪は、寝起きで乱れていて様にならない。

　隙すきだらけの田中……なんか可愛い……。

「寝ね癖ぐせついてるよ」

　私は、田中の髪をそっと手で撫でつけた。

　硬めの髪質だが、ストレートでサラサラしている。ほのかに同じシャンプーの香りがした。

「ワガママを聞いてくれて、ありがとね」

　私は小首を傾げて、ニッコリと笑う。

「……またいつでもどうぞ」

　田中は微かに頰を赤く染め、視線を逸らした。照れているようだ。

「じゃあ、今日の朝食はパンケーキがいいなあ」

「かしこまりました、燁子様」

　田中は、すぐにいつもの能面フェイスに戻っていった。

　だけど、同じベッドで一夜をともに過ごした――といってもやましいことなんてなーんもなかったけど――田中と私の距離は、少しだけ縮んだようだ。










執事の真実と嘘




　夏休みも明けて、慌ただしい日常生活に戻ってから数週間が経った。

　仕事も残業続きで、連日帰宅も遅い。家から最寄り駅までは田中に車で送り迎えをしてもらっているが、ここのところ、彼とも朝晩に顔を合わせる程度だ。

　今日は久しぶりの休日。

　夏休みでリフレッシュしたはずが、あっという間に疲れている。

　私はゴロリとベッドに寝そべり、海外ドラマをぼんやり眺めていた。

　不意に、ドアをノックする音が聞こえた。

「どーぞー」

「失礼します」

　田中が無愛想な顔をして入ってきた。

「なあに？」

　私はむっくりと上半身を起こした。

「旦那様よりお電話です」

「パパから？」

　訝しく思いながら眉根を寄せ、田中からスマホを受け取った。

「もしもし」

『燁子か。実家暮らしはどうだ？』

　久しぶりに聞くパパの声は、心なしか晴れやかである。

「快適よ。田中さんにもお世話になってるし」

『そうか。それはよかった』

　仕事の鬼かと思いきや、傷心の娘を気遣ってくれるなんて。

　思わずジンとしてしまう。

『ところで』

　……あれ？　この接続詞は、あまりよくない感じ。

『近々、社長と私的に付き合いのある会社の、五十周年記念レセプションが催される』

「へえ……」

　突然何を言いだすのだろうと、頭にクエスチョンマークが浮かぶ。

『しかし、私はこの通りオランダだし、匠はレセプションの当日に出張が入っている』

「はあ……？」

　私は間の抜けた相あい槌づちを打つ。やはり、話が変な方向に流れてきた。

『燁子が行ってこい』

　やっぱり……。

「無理だよ」

　私は即答した。

　お嬢様を引退してから、ブランクがある。社交場での立ち居振る舞いなんてすっかり忘れているし、今さら着飾って出かけるのも億劫だ。

『ニコニコ笑って花束を渡し、軽くお祝いの言葉を口にすればいい』

「航生を行かせてよー。あの子ならそつなくこなすでしょ」

『航生は忙しいからな』

　私は暇だと言いたいのだろう。

　実際、会社に行く以外は大体暇なのだけど。

『実家へ戻ってきたのなら、お前は葛城の人間だろう』

「まあ、そうだけどさ」

　さすが経営者。痛いところを突いてくる。

「だけど無理だよ。私、レセプションなんて学生の頃に、パパのつき添いで何度か行ったっきりだもん」

『それについては大丈夫だ。お前ひとりじゃ不安だろうから、田中くんにも一緒に出席してもらうよう、私のほうからお願いしておこう』

　それは『お願い』という名の業務命令だろう。

「日程は？」

『来週の土曜日だ』

「ずいぶん急ね」

　しかし、ばっちり予定はない。

「田中も一緒に来てくれるなら……行ってもいいけど」

　隣で控えている田中のほうにチラリと視線を向けると、目を大きく見開き、驚きょう愕がくの表情を浮かべている。

　小さく首を横に振っているので、きっと嫌なのだろう。だけど無視した。

『そうか！　それはいい！』

　父の声があからさまに明るくなった。

『郁いく男おおじさんも喜ぶ』

「えっ、五十周年を迎えるのって、郁男おじさんの会社だったの!?」

「ああ、そうだよ」

　郁男おじさん――新あら井い郁男は、『ワンワールド』というブランドを展開している、老し舗にせアパレルメーカーの代表だ。父とは大学の同級生で、古くからの友人。

　結婚はしているが、子供がいなかったので、この家を訪れては小さかった私たち四兄弟とよく一緒に遊んでくれていた。

「なんで郁男おじさんだって、教えてくれなかったの!?　絶対行く！」

『人によって出席するかどうか決めるのも、いかがなものかと思ってな』

　出席で回答してよかったと改めて思う。

『燁子がサプライズでお祝いに行けば、郁男おじさんもきっと喜ぶだろう』

「はい！」

　私はニッコリ微笑んだ。

『では話が決まったところで、田中くんに代わってくれ』

　きっと、業務命令を下すのだろう。

「パパが『代わって』だって」

　私はスマホを田中に差し出した。

　田中は部屋の隅に場所を移動し、何やらボソボソとパパと話している。

　きっとレセプションの出席を渋っているのだろう。往生際の悪いヤツめ。

　しばらく抵抗したようだが、結局パーティーの同伴を承諾したようだ。

　やはり、パパの言うことは絶対である。

　田中はスマホを切ると、こちらへ鋭い視線を向けてきた。

「燁子様、やってくれましたね」

「なんのこと？」

　私はすっとぼける。

「私もパーティーへ行くことになったじゃないですか」

　田中が目を細めて、恨みがましい視線を向けてくる。

「あら、そうだったの？　あなたが一緒なら心強いな」

　私はニッコリ笑顔でかわした。

「ああ、そうだ！　ドレスを買いに行かないと！　田中、付き合ってくれる？」

「えー……」

　田中は嫌そうに顔をしかめた。

　こいつは本当に執事なんだろうか。

「ワンワールドのパーティーよ。だったら、ワンワールドの服を着ていかないとね。もちろん、田中も！」

「……はあ」

　なんとも腑ふ抜ぬけた返事だ。

　早速、赤のクーペに乗って最寄りの百貨店へと向かった。




　ワンワールドは四階のレディースフロアに展開しており、カジュアルからフォーマルまで、ハイセンスなデザインの服がラインナップされている。

　その中から、クラシカルな黒のパンツスーツを選び、早速試着してみた。

「じゃん！」

　着替えてフィッティングルームから出ると、田中が待ち合い用のソファに腰かけていた。

　私の黒のスーツ姿を見て、首を横に振る。

「……転職活動っぽい」

　次に着たのは、サーモンピンクのフリルがついたワンピース。

「どうかな？」

　相変わらず、退屈そうな顔でソファに座る田中に尋ねた。

　またもや、田中は首を横に振る。

「年増のキャバ嬢っぽいです」

　その後も、深紅のロングドレスは『服に負けてる』。ブルーのエンパイアドレスは、『寝巻きっぽい』。ミニの白いレース素材のワンピースは、『なんか下品』。すべてダメ出しされた。

　お人好しそうな女性の店員さんも、さすがに気の毒そうな顔をしている。

「彼氏さん、イケメンですけど厳しいですね」

「彼氏じゃありません。ビジネスのお付き合いです」

「はあ？」

　女性店員は不思議そうに、ポカンと口を開けている。

　仕事でなければ、田中は買い物なんて絶対一緒に来ないだろう。

　ため息をついて、次の黒のロングドレスに袖を通した。

　スレンダーラインで、肩から胸元にかけてレース素材になっている、シックなデザインだ。

　鏡に映った姿を見ると、我ながらよく似合っている。

　あ、なんかいいかも。

　恐る恐る、試着室から出て田中にお披ひ露ろ目めする。

「ど、どう？」

　田中は顎に手を当てて、ドレスをジッと見据える。

「回ってください」

　言われた通りぐるりと回ってみせると、ふんわりと裾が広がった。

「うん、お似合いです」

　田中はニッコリと微笑んだ。

　女性店員も思わず見とれて、ホウとため息をつく。私じゃなくて、田中の笑顔に。

「次は田中のスーツを選びましょう」

「今日のところは、もういいんじゃないでしょうか。帰って夕飯の用意をしなければいけないので」

　田中は長い買い物に付き合わされ、くたびれたようだ。全く覇は気きがない。

「そんなこと言わないの！　田中もちゃんとワンワールドで揃えないと！」

「スーツなら、ワンワールドの物を何着か持っています。それで気に入らないようでしたら、平日空いている時にでも、また買いに来ますので」

「でも、私ばかり選んで申し訳ないわ」

「それなら、お茶をごちそうしてください」

「わかった」

　私はニッコリ微笑んだ。お気に入りの一着を持って、ご機嫌にレジへと向かう。店員さんに値段を告げられ、私はピシッと固まった。

　た、高い……。ひと桁けた間違ってるんじゃないの？

　一ヶ月分の手取りが、すぐに吹っ飛んでしまう。

　そうだった。ワンワールドは、それなりにお高いのだ……。

　でも、郁夫おじさんのお祝いに行くのだから、ワンワールドの物を身につけていきたい。ボーナス一回払いで、カードを切る覚悟を決めた。

「カードで」

「え？」

　声のほうへと振り向くと、田中がカードを差し出していた。しかもブラックカード。

「なんで田中が？」

「優しい彼ですね」

　店員がニッコリ微笑む。

「いや、だから彼氏じゃないって」

　ツッコむものの、店員は気にとめず、田中のカードを受け取って素早く機械に通す。

　揉める前に会計は済ませておこう、という腹づもりのようだ。

「サインをお願いします」

　伝票を受け取り、美しい文字で【田中 稜】とサインする。

「どうして田中が払うのよ！」

「ありがとうございまーす」

　満面の笑みを浮かべて、店員はドレスの入った紙袋を差し出した。

「こちらのドレス代は、生活費と一緒に旦那様へ請求させていただくので大丈夫です」

「それならいいか！」

　父の支払いとなると、あっさり引き下がる。

「じゃあ、靴も買っていい？」

「どうぞ」

　田中は呆れたように肩をすくめ、クスリと笑った。

　黒のドレスに似合うシルバーの靴まで買ってもらい、私はすっかりご機嫌になり、デパートを歩く。

　田中はデッカい紙袋を提げて、後ろからノロノロとついてきた。

「田中、一階にあるコーヒーショップに寄っていきましょう」

　私は田中に腕を絡ませて、ご機嫌な笑みを浮かべた。

「マンゴーフラペチーノ……飲みたいです」

「奢ってあげる」

「やった」

　田中が小さく呟いたので、私はクスクス笑った。その時――。

「葛城先輩！」

　不意に声をかけられて、振り向く。

　二十代半ばと思わしき、若い女性が手を振りながら近づいてきた。

「亜あ梨り沙さ……？」

「お久しぶりです」

　ペコリと頭を下げると、ふんわりと巻かれたセミロングの茶色い髪が、サラリと揺れた。

「今日は……彼とショッピングですか？」

　黒目がちの大きな目が、興味深そうに田中の姿を捕らえた。

　私は慌てて腕を離す。

「ああ、この人は……」

『執事』と言いかけたが、途中でグッと呑み込む。

　執事と一緒にショッピングだなんて、『実家に戻った』と宣言するようなものではないか。亜梨沙に知られた日には、陰で誰に何を言われるかわかったものではない。

　人懐っこくて可憐に見えるが、彼女の腹の中は真っ黒だから。

「従兄弟いとこ」

　私は咄とっ嗟さに嘘をついた。

「……従兄弟の田中です」

　口の端を上げて、うっすらと笑みを浮かべた。きっと、精一杯の愛想笑いのつもりだろう。

「ああ、ご親戚の方でしたか。私は葛城先輩の学生時代の後輩で、一いち瀬せ亜梨沙と申します。はじめまして」

　ぎこちない田中の愛想笑いとは対照的に、亜梨沙は花のようにニッコリと微笑んだ。

「亜梨沙もお買い物？」

「ええ、ベビー用品をちょっと」

　バッグにつけたマタニティーマークを、チラリと見せる。

「あら！　あなたいつの間に結婚してたの!?」

「違うんです。順番がちょっと逆になっちゃって」

　亜梨沙は頰をほんのり赤く染める。悔しいが、恥じらう姿がまた愛らしい。

「いわゆる、おめでた婚ってやつ？」

　亜梨沙はこっくり頷いた。昔から計算高かったので、『順序は逆』と言いつつも、むしろ予定通りだったに違いない。妊娠を逆手に取って男に結婚を踏み切らせた、まあ、そんなところだろう。

　しかし、そんなことはおくびにも出さずに、私は笑みを浮かべる。

「式は挙げるの？」

「今は彼のほうが忙しいみたいで、赤ちゃんを産んで落ち着いたら挙げようかと思っています」

「今は身体が大事な時だしね」

「ありがとうございます。あの、式を挙げる時は、葛城先輩も招待して大丈夫ですか？」

「もちろんよ。楽しみにしているわ」

　亜梨沙は私の回答が意外だったのか、ハッと目を見開く。

「ありがとうございます。葛城先輩って、本当に優しいですね」

　しかし、すぐさま取り繕い、亜梨沙は可憐な笑みを浮かべた。




「私たちは、いつから従兄弟になったんでしょうか」

　田中はマンゴーフラペチーノをストローで飲む。

　歩き疲れたので、デパートの入口に面したシアトル発のコーヒーショップのテラスで、田中とお茶することにした。

「親戚みたいなもんじゃん。一緒に住んでるし」

「血は繋がっていません」

「まあ、そうなんだけどさ」

　私はキャラメルマキアートをひと口飲む。

「『執事と一緒』って言ったら、実家に戻ってることがバレるじゃない。亜梨沙はここぞとばかりに詮索してくるわよ」

「『亜梨沙』とは、さっきの妊婦さんですか？」

「そう。高校、大学時代の後輩なんだ。綺麗な顔してるけど、かなり厄介な性格でね」

　私は眉根を寄せる。

「ほほう。美人は妬ねたまれるものですね」

「妬む？　私が？　冗談じゃないわ」

　私はフンと鼻で笑った。

「妬んでるのは向こうのほうよ。葛城家に生まれたってだけの私に、妙な対抗心燃やしてきてね。持ち物や髪型を真似されたり、想いを寄せてた彼を横取りされたり、ホントいい迷惑だったわ」

「どうして燁子様に？」

「こっちが聞きたいくらいよ。まあ、昔は父親の権力を鼻にかけてたとこもあったから、それが気に入らなかったんじゃない？」

「そんなもんですか」

　田中はどうでもよさそうに、相槌を打った。

「マンゴーフラペチーノ、ひと口ちょうだい」

「嫌です。燁子様だって、人の物をすぐ欲しがるじゃないですか」

「田中がケチるからでしょー。私のもあげるから！」

　マンゴーフラペチーノを田中から取り上げた、その時だった。

「燁子？」

　名前を呼ばれてふと視線を向けると、『見覚えがある』なんてもんじゃない、『もう二度と見たくない』と思っている顔がそこにあった。

「……伸夫」

　田中から奪い取ったマンゴーフラペチーノが手から滑り落ち、コンクリートの地面にぶちまけてしまった。

　しかし、田中も黙ったまま事の成り行きを見つめている。

　伸夫はちょうどデパートから出てきたようで、その隣には、強こわ張ばった表情の亜梨沙が並んで立っていた。

　別れて暮らしてから初めて伸夫に会ったことと、その隣に亜梨沙がいるという現実に私は動揺し、パニックに陥っている。

　心臓が早鐘を打つ。

　私は言葉を発することができず、アホのようにただポカンと口を開けていた。

　一瞬、時間が止まったような錯覚に陥る。

「なんでここにいるんだ？」

　ようやく伸夫が口火を切った。

　今日は薄手のブルーのニットに、細身のデニムを合わせている。シンプルなスタイルだがシルエットのバランスが絶妙で、相変わらずオシャレに抜かりない。

　元彼に何見とれてんだ……私……。

　ハッと我に返る。

「どういうこと？　伸夫が妊娠させた相手って、亜梨沙だったの……？」

　私はかすれた声で尋ねる。

「すみません！　燁子先輩！」

　亜梨沙が目に涙を浮かべて、深々と頭を下げる。

「違うんだ！　燁子、俺がすべて悪いんだ」

　伸夫が亜梨沙を、後ろ手で隠す。

　庇い合うふたりの姿を見て、頭が真っ白になった。何をどう言っていいのかわからない。私は言葉を失い、黙り込んだ。

「俺たちがここにいるのを知ってて、旦那を連れてきたんだろ？　さっき話していたのを聞いて」

　緊迫した空気を、田中の毒舌が破る。

　前後の会話から、さとい田中は状況を察したようだ。

「そんな……！　私は知りませんでした」

　亜梨沙はカッとなり、頰を紅潮させる。

「とぼけるなよ」

　田中はピシャリと言ってのける。妊婦にも全く容赦なし。

「ひどい……」

　亜梨沙は傷ついたように、目を潤うるませた。

「とんだ茶番だな。くだらない」

　田中は吐き捨てるように言うと、鋭い視線を亜梨沙に向けた。

　不意に、力強い手に腕をつかまれた。

「行こう、燁子」

　私は無言のまま、田中に導かれるままに席を立つ。

「なんだ燁子も……楽しそうにやってるじゃないか」

　上ずった声で伸夫が言う。

「いやだあ、伸夫さん、従兄弟らしいわよ？」

　甘ったるい声で亜梨沙が言った。

「いい年した女が、親戚と仲良く買い物なんてするわけないだろ」

　田中は底意地の悪い笑みを浮かべて言った。

　しかし、底意地の悪さなら亜梨沙も負けはしない。

「従兄弟ってことにしたほうが、体裁もいいんじゃないかしら。血縁関係じゃないのなら、お金目当ての関係なんでしょう？」

　先ほどまで目を潤ませていたはずの亜梨沙が、ふてぶてしい態度に豹ひょう変へんする。

　ああ、そうだ。これが亜梨沙だ。

　欲求に貪欲で、狡こう猾かつ。そしてプライドが山のように高い。

「亜梨沙……」

　伸夫が諌いさめる。

「だって本当のことじゃない。欲しいものはお金？　権力？　気取っているけど、結構野心家よね。葛城先輩が弱っている時につけ入るなんて」

　亜梨沙は口の片端を上げて、性悪そうな笑みを浮かべた。

　攻撃の矛先は完全に田中に向けられているけれど、婉えん曲きょく的には私バッシングだ。

　そのうえ、実際使用人なので、ある意味お金目的ではある。

「金ならあるし、権力には興味がない。楽しいから一緒にいるだけだ」

　田中は荷物を持っている逆側の手で、私を守るように肩を抱く。

「行こう、燁子」

　田中はニコリと微笑んだ。

　こんなに優しい表情もできるなんて。

　私は小さく頷いた。

「結婚式に燁子を呼ぶなんて、恥知らずな真似はしないでくれ」

　田中は鋭い視線で一瞥すると、私を抱えるようにしてその場を足早に立ち去る。

　もう、伸夫たちのほうへ振り向く勇気はなかった。

　肩を抱かれたまま、華やかなデパートのフロアを通り抜けて、立体駐車場まで早足で歩く。一台の赤いクーペの姿を見た時に、ホッとして腰が抜けそうになる。

　田中が肩を抱き寄せたまま支えてくれた。

「ごめん……」

「いえ」

　私は田中の広い胸にしがみついた。

「もう少し……もう少しだけ、こうしててくれる？」

「……少々待っていただけますか」

　田中は身体を引き離す。

　車のトランクを開けると、持っていた買い物袋を崩れないよう几帳面に詰め込んだ。

　それが終わると、両手を広げる。

「どうぞ」

「え……なんか改めて言われると、照れ――」

　言葉を遮るように、田中は私を抱きしめた。

　胸に顔をうずめると、ほのかにコロンが香る。

　田中の腕の中は、どうしてこんなに心地いいんだろう。

　温もりに包まれていると、気が緩んで押さえ込んでいた感情が、涙とともに一気に溢れだす。

「どうして？　どうして亜梨沙なの？　ふたりで私を裏切ってたの？」

　私はこらえ切れず、声をあげて泣きだした。

　田中は無言のまま、抱きしめる腕に力を込める。

　伸夫との幸せは、お金でも権力でも手に入れることはできなかった。そして、それを手に入れた亜梨沙が心底うらやましかった。

　どうして伸夫の隣で幸せそうに笑うのは、私じゃないのだろう。

　やり場のない気持ちを、田中はただただ黙って受け止めてくれた。

　子供をあやすように背中を撫でてくれた田中の手が優しくて、さらに泣けてくる。涙が止まらなかった。

「おいおいおい、家でやってくれよ」

　不意に声をかけられた。

　振り向くと、駐車場の管理人らしきおじさんが眉根を寄せて、迷惑そうな顔をしている。

「す、すみません」

　涙で濡れた顔で謝る。

　こんなに傷ついている女を邪魔者扱いするなんて、このおじさんは血も涙もないわ。

「お兄さんもさー、色男だけど、こんなに女性を泣かせちゃダメだろ」

「いや、私はむしろ……」

「まったくー、草食系だかなんだか知らんが、恥を知れ、恥をー」

　田中は反論しかけたが、おじさんは無視してスタスタ行ってしまった。

　私は思わずクスリと笑う。

「ようやく泣きやんだ」

　田中は安心したように、ニコリと微笑む。

　私を見つめる眼まな差ざしがあまりに優しいので、ドキドキする。

「顔を上げてください」

　田中は私の顎に指を添えて上を向かせると、前に屈かがんだので、反射的に目をつぶってしまった。

　そのまま涙で塗れた顔を、折り目のついたハンカチでそっと拭ってくれた。

　ああ、なんだ……涙を拭いてくれるだけだったんだ。

　しかし、優しい手つきが心地よかったので、私は再び目をつぶって大人しくする。

　その時、ふと柔らかい感触が唇に触れた。

　目を開けると、すぐ近くに田中の顔があった。なめらかな肌に、長い睫毛。鼻先で見ても、田中はやっぱり美しい。

　田中はそっと唇を離すと、ニッコリ笑う。

「うん、綺麗になりました」

「ありがとう」

　私もつられてはにかんだ。

　……いやいや、ちょっと待て、そうじゃない。

「今、キスした？」

「はい、しました。燁子様が期待されているようだったので」

　田中はいつも通りのポーカーフェイスで、しれっと答える。

「してないわよ！　このエロ執事！」

　私は真っ赤になって言い返す。

「おや、私の勘違いだったようですね。失礼しました。もう二度といたしません」

　田中は深く謝罪する。

「そ、そんな気にしてないけど。ちょっと驚いただけよ」

　私は顔を赤くしたまま、動揺から早口になる。

「それを聞いて安心しました」

　田中は嬉しそうに、ニッコリ笑った。

　あんな衝撃的な出来事があったにもかかわらず、その笑顔にときめいてしまう。自分の切り替えの早さには驚きだ。

　本当に、もう二度目はないのだろうか。




　次の日は、雨だった。

　なんとなくひとりでいる気にならず、午後から田中の部屋に遊びに来て、ふたりで読書をしている。

　ソファに寝そべり、隣に座る田中に寄りかかりながら、テーブルの上に置かれた箱からチョコレートをつまんで、雑誌をパラパラめくる。

　田中は『Ｗｅｂマーケティング戦略におけるＲＴＢ市場の拡大』……とかいう本を熱心に読んでいる。

「つまらなそーな本ね」

「面白いですよ。燁子様は何を読んでいるのですか？」

「秋のモテテクコーデ、着回し一週間」

「くだらないですね」

　田中は失笑する。

　本当にムカつく男だ。

「チョコレートをひとついただけますか？」

　箱からトリュフをひと粒つまんで田中の口元に持っていくと、彼は本から目を離さずに口を開けた。

〝食べさせて〟ってことか。

　私は田中の口に、チョコを放り込んだ。

「なかなか美味しい」

　田中は無表情で読書しながら、チョコを頰張る。

「ごめん、ココアがついちゃった」

　田中の口元に茶色の粉がついてしまったので、私は指先で払った。薄めの唇に指先が触れ、昨日キスした時の光景がフラッシュバックする。私は思わず赤くなった。

「ありがとうございます」

「いえいえ」

　赤面を隠すように、私は再び雑誌を広げた。

「燁子様、もうひとつチョコをいただけますか？」

「へ？　ああどうぞ」

　箱ごとチョコを差し出す。

　しかし、田中は不満げだ。

「さっきみたいに食べさせてください」

　田中は無表情のまま、しれっとワガママを言う。

「嫌よ」

　照れ隠しで口調がきつくなってしまう。

「このチョコレートは、私が個人的にいただいた物です。それをさっきから我が物顔でモリモリ食べて、私には食べさせようとしないなんてひどい人だ」

「ああ、もうわかった。どれがいい？」

　田中の愚ぐ痴ちは聞いていられない。

「じゃあ、ピスタチオが載っかってるやつで」

　私は言われたチョコをつまんで、田中の口元へと持っていく。

　田中が口を開けたので、チョコを口の中に入れる……と見せかけて自分でパクリと食べた。

「ええっ!?」

　田中は大きく目を見開いて、ショックを受けている。

「ほろ苦くて美味しいわよ」

　田中の悔しそうな顔を拝みながら食べるチョコは、本当に美味しい。

「味見させてもらえますか？」

「え、もーない――」

　途中で、田中に唇を塞ふさがれた。

「ん……！」

　反射的に身体を引き離すそうとするが、頭を押さえられ、力づくでさらに深く口づけられる。

　歯列を割って田中の舌が入ってくる。ねっとりと私の舌に絡ませてきて、口内にあるチョコをさらっていった。

「ん、確かに美味しいですね」

　田中は妖艶な笑みを浮かべた。

「あ、あ、あなた、昨日から調子に乗りすぎじゃない!?」

　私は真っ赤になって、遺い憾かんの意を伝える。

「嫌でした？」

「……チョコを取られるのは嫌」

「では、二度とチョコは取りません」

　田中はクスクス笑った。

　絶対バカにしてるな、こいつ……。

「チョコレートがついちゃいましたね」

　田中はペロリと私の唇を舐なめた。

「また、そうやって――」

　異議を申し立てようと口を開くと、再び田中に唇を塞がれる。

　そのまま、柔らかい舌が口内へ侵入してきた。

　突然のことに固まっていると、田中は無遠慮に奥へと舌を這わせてくる。私の舌に触れると、誘うように絡ませてきた。

　脳内がジンッとしびれてくる。

　いつもは冷静沈着な田中が、これほどにも情熱的なキスをするなんて。

　いつの間にか田中のペースに乗せられて、首に腕を回し、自らも必死に舌を絡ませていた。

　室内に、リップ音と時折こぼれる熱い吐息が響く。

　本当に自分が嫌になる。

　伸夫と亜梨沙のことなんてすっかり頭の隅に追いやられて、田中とのキスに夢中になっているなんて、どれだけ浅ましいんだ。これがショック療法ってやつなのかしら。

　しばらくして、田中はようやく唇を解放した。

　目には情欲が浮かび、色っぽくてゾクゾクする。

「燁子様も、それなりに経験を積んでらっしゃるのですね」

　私は照れてうつむく。

「やはりあの時に、少々強引にアプローチするべきでした。そうすれば、きっとあなたを俺だけのものにできたのに」

　田中は苦笑いを浮かべ、私の濡れた唇を指で拭う。

「あの時……って？　いつのこと？」

「内緒です」

「ええ!?　何それ！」

「記憶を掘り起こして思い出してください」

　田中は啄ついばむようなキスをする。

「そんなんじゃ、無理」

　私は咎とがめるような視線を向ける。

「わかりました」

　田中はクスリと微笑むと、再び唇を重ねる。

　待ち焦こがれたように自分から舌を絡ませて、田中を迎え入れた。まるで、身体を合わせる代償行為のように。

　お互い、いい大人だ。一線を越えたら、いろいろ厄介なことになるとわかり切っている。勢いだけで、溺れられる立場や状況ではないのだ。

　だけど、本能では田中を欲している。そして、田中も私が欲しい、のだと思う。

　運命でもなく、ただ一緒にいる時間が長いから、情が湧いているだけかもしれない。

　ううん、少なくとも私は違う。初めて彼を見た時から、魅せられていた。

　キスの途中で、そっと目を開ける。田中も目を開けていたので、至近距離で目が合った。

　彼がスッと目元を綻ばせる。

　なんだかたまらなく愛いとおしくて、それでいて切なかった。

　どちらからともなく唇を離す。

「今日は、この辺にしておきましょう」

「……うん」

　こうやって田中は、理性できちんとストップをかけられる。

　その冷静さが、今は少しだけ恨めしい。

「なし崩しにしてしまうと、弱味につけ込んだ、と思われそうなので」

　そう言って、田中は苦笑いを浮かべる。

「もしかして、亜梨沙の言っていたことを気にしているの？」

　私はニヤニヤと笑いが込み上げてくる。

「俺は気にしてない、けど、あなたにそう思われないかは気にしています」

　田中は図星をつかれて焦ったのか、珍しくムキになっている。私はおかしくなり声をあげて笑った。

「それに、燁子様の気持ちにきちんと整理がついてから、改めて迫ります」

　田中は大真面目に言う。

「そうね、覚悟が決まったらいらっしゃい」

　私は田中の顎をスルリと撫でて、ニッコリと微笑んだ。




　スマホのアラームで目が覚めた。

「う……ん」

　私はモゾモゾとベッドから這い出した。

　昨日は、久しぶりにキスなんてしたものだから、ドキドキしてなかなか寝つけなかった。

　中途半端はよくないわね。

　私は大きな欠伸をする……。

　しかし、田中とはどんな顔をして会えばいいのやら……。

　私はため息をついた。

　薄手の紺色のニットと、濃いグリーンのフレアスカートに着替える。髪をまとめて、パールのイヤリングをつけた。

　メイクを施し、出勤スタイルが整うと、ダイニングルームへ下りていく。

「おはようございます」

　田中は微塵の動揺も感じさせず、いつもと変わりない無愛想な顔で挨拶する。

　今日も白いＹシャツに黒のスラックスを合わせて、髪はいつも通りにきちんとセットされている。

「おはよう」

　私も取り澄ましてご挨拶する。

「朝食をお出ししてよろしいですか？」

「お願い」

　私は机に置かれた新聞を開く。

　ふむふむ、【九州地方で一時間に三〇〇ミリを超える集中豪雨により、土砂災害が発生】……って全然内容が入ってこない……。

　思い出されるのは、あの柔らかい唇の感触。とろけそうになるくらい何度も舌を絡ませて、身体の芯がしびれていった。

　ああ！　ダメだ！

　私は脳裏に焼きついた甘美な記憶を振り払おうと、頭をブンブンと横に振る。

「お待たせいたしました」

　田中がフレンチトーストと、トマトとアボカドのサラダに、コーヒーを運んでくる。

「いただきます」

　私は取り乱していたのを見られた気まずさを、ごまかすように小さく咳払いをして、朝食を食べる。

　味は言うまでもなく美味しい。

　特に田中のフレンチトーストは絶品なので、あっという間に平らげてしまった。

「美味しかったわ」

　私は口元をナプキンで軽く拭い、ニッコリと微笑んだ。

「お気に召していただけて、よかったです」

　田中は無表情のまま一礼すると、食器を下げていく。本当、いつも通りのポーカーフェイスで可愛くない。

　私はフンと鼻を鳴らした。

　朝食を済ませて用意を整えると、いつも通りに赤のクーペで駅まで送ってもらう。

　車内では、ラジオ英語講座が流れていた。

「昨日はよく眠れましたか？」

　田中が尋ねる。

　多分、深い意味はない、はず。

「あんまり」

　私はボソリと答えた。

「私も、あまりよく眠れませんでした」

　心臓の鼓動が速まるが、「そう」とさりげない口調で相槌を打つ。

　微妙な雰囲気のまま、車は駅に到着してしまった。

「今日のお帰りは？」

「いつも通りの予定。帰る時、また連絡するね」

「かしこまりました」

　私はシートベルトを外して、車から降りようとする。

「忘れ物です」

「あれ？」

　私は慌てて振り向く。

　田中は私の腕をつかみ、運転席に引き寄せると、唇に短いキスをした。

「いってらっしゃい」

　そして、至近距離でいたずらっぽく微笑む。

　その笑顔が可愛らしくて、クラリと目眩がした。

「……いってきます」

　私は真っ赤になって、うつむきながら呟いた。

　悔しいけど、私は田中の手のひらの上で踊らされているようだ。




　そして、一週間後の土曜日。

　昨日も遅くまで残業だったので、日が高く昇るまでゆるゆると惰眠を貪る。

　実家に戻ってからというもの、家事をしなくていいので、すっかりだらしなくなってしまった。

「燁子様、起きてください。時間です」

　カーテンを開ける音がして、急に眩まぶしくなる。

　明るい陽射しから逃げるように、腕で顔を覆う。

　だらけた私を、田中は起こしに来たようだ。

「う……ん、あと十分だけ……」

　私は身体を横に向けて布団にもぐり込もうとするが、布団を強引にはぎ取られた。

「ダメです。起きてください。遅刻します」

　私は重い瞼を開き、恨みがましい目で田中を見上げる。

「いいじゃない。あと、十分だけ」

「ダメです。起きてください」

　いつもの能面フェイスで、有無を言わせない。

「じゃあ、ちょっとだけ田中も一緒に寝よ？」

「え……」

　一瞬、田中の視線が泳いだ。

「ほら、早く来て」

　寝起きの身体で、精一杯色っぽく誘ってみる。

「い、いや、それは、ちょっと」

　珍しく、田中が理性と本能の狭間で揺れている。

　うろたえる田中を見ているのは面白い。最高に面白い。

「もしかして……いや？」

　私は悲しそうに目を伏せた。

「全く、困った人だ」

　文句を言いつつも、理性が本能に負けたようだ。

　ギシリとベッドのスプリングが軋み、田中が隣に横たわる。

「ちょっと、燁子様……」

　田中の腰に手を回し、鎖骨の窪くぼみに鼻をこすりつけると、いつものコロンの香りが鼻び腔こうをくすぐる。ここのところ、仕事が忙しくて帰るのが遅かったので、田中と顔を合わせる機会が少なくて寂しかった。

「なんかたまらないな」

　ボソリと呟くと、田中は身を起こし、眼鏡を外してサイドテーブルにそっと置く。そのまま上から覆い被さってきた。私の頭を押さえると、唇を重ねる。

　この間はじっくり味わうようなキスだったけど、今日はずいぶん早急だ。息つく間もなく口内を侵される。

「ん……」

　キスの合間に、熱い吐息がこぼれた。

　なんか食べられているみたい。

　激しいキスに、私は身を委ゆだねる。

　いつもはキスだけのプラトニックな私たち――とはいっても、相当濃厚なキスだけど――とうとう胸に手を這わせてきた。

　我慢の限界が来たのね、田中。

　キャミソールの上から、胸の感触を楽しむように触れていく。

　もどかしい手つきに、私は焦じれて身をよじる。

「ダメ……」

　私の口から熱いため息が漏もれる。

「自分からベッドに招き入れておいて、ひどいですね」

　田中は首筋に唇を這わせた。一向に攻めの手を緩める気配はない。

「でも遅れちゃう……」

　そうだ……今日は郁男おじさんのレセプションの日だった……。

　ふたりはハッとして飛び起きた。




　私たちは手を取り合い、ホテルのロビーを小走りで突っ切る。

　タイミングよくエレベーターのドアが開いたので、慌てて駆け込んだ。

「田中が盛さかってきたから、ギリギリになっちゃったじゃない！　おかげでお気に入りのクラッチバッグ、持ってこられなかったでしょ！」

「モタモタしていたのは燁子様のほうです。百歩譲って、朝グダグダしてしまったのが私の責任だったしても、今日持っていく物については前日までに用意しておくのが常識です」

「気分が変わるかもしれないじゃない！」

「そもそも日頃の整理整頓ができていれば、見つからない、なんてことはないのでは？」

　間かん髪はついれずに反論してくる。

　私は言い返すことができずに、「うう……」と口ごもる。

　相変わらず、口の減らない男だ。

　そんなやり取りをしているうちに、目的のフロアにエレベーターが到着し、チンとベルが鳴った。

　扉が開くと、口論はピタリと止まり、私は口元に笑みをたたえて、田中は澄ました顔になる。

　某外資系ホテルの大広間である『カトレアの間』の入口には、【one world 50th anniversary】と書かれたボードが掲げられていた。

　受付を済ませて、私たちはパーティー会場に入っていく。

　色とりどりの花々や、着飾った人々で溢れ、華やかな雰囲気で賑わっている。招待客は数百人といったところだろうか。中には、テレビで見かけたことのある顔も多々あった。

　ファッションブランドの大規模なレセプションということもあり、首からパスケースを下げた人たちが何組かいたので、マスコミなどの取材も来ているようだ。

　中央には軽食と様々な種類のアルコールやソフトソフトドリンクが並べられており、立食形式になっている。

　見た目も美しく、美味しそうな料理が煌きらびやかな照明に照らされていた。

「なんか……こういうのって久しぶり。この場にいるってだけで疲れちゃう」

　私は笑顔を崩さないまま言う。

「私も苦手です」

　田中は、いかにも苦手そうだ。

「ごめんね、付き合わせちゃって」

「燁子様をひとりで行かせるわけにはいきません」

「田中……」

　思わず胸がジーンとしてしまう。

「どんな粗相をするか、わかりませんからね」

　ちょっとでも感激した自分が愚かだった。

「大丈夫です。行きましょう」

　田中はニコリと微笑み、腕を差し出したので、私はそっと手を添える。

　アパレルメーカーのレセプションのためか、周囲の出席者は洗練された装いだ。

　今日の田中は、光沢のある黒い細身のスーツにグレーのシャツを合わせている。

　サーモンピンクのポケットチーフはアクセントとなり、なんというか……田中がお洒落だ。

　眼鏡を外してコンタクトにしているし、いつも下ろしている前髪も、ふんわり後ろに流して、形のよい額を出している。

　黒いエナメルの革靴はピカピカに磨かれており、腕には海外のラグジュアリーブランドのロゴが刻まれた時計をつけている。こんな高級ブランドを買えるほどの給料は、もらっていないはずなのに。一体どうやって買ったのだろう。

　私服はダサいくせに、フォーマルは抜かりない。

　確かに性格的に苦手かもしれないが、その装いはすっかり周囲に馴な染じんでいる……どころか目立っている。

　細身でスラリと背が高く、顔立ちも端整な田中は人目を引きつける。

　実際、先ほどからすれ違うご婦人たちの視線がチラチラと田中に向けられていて、隣を歩く平凡な私としては妙に居心地が悪い。

　小さくため息をつくと、田中と目が合った。

「今日はとても素敵ね。今さらだけど」

　私はニコリと笑ってみせる。

「燁子様もお綺麗です」

　田中は耳元に顔を近づけて、コソリと囁く。

「稜！」

　不意に呼び止められて、振り返る。

　ナイスバディの美しい女性が、こちらに手を振りながら嬉しそうにやってきた。

「莉り奈な」

　田中がボソリと呟いた。

「珍しいじゃない。稜がレセプションに来るなんて。藤原さんは一緒じゃないの？」

　莉奈、と呼ばれた女性は田中に親しげに話しかける。

　田中よりも、十歳近くは若いだろう。長い栗色の髪の毛に、赤いベアトップのドレスがよく似合っていた。

「今日は、つき添いで来ているだけなので」

　莉奈はこちらへチラリと視線を向ける。

「こちらの方は？」

　彼女の茶色い瞳が、私の顔を興味深そうに覗き込む。睫毛がお人形さんみたいに長くて、女の私でもドキドキしてしまう。

「葛城商事の社長のご令嬢で、燁子さんだ」

「燁子です。はじめまして」

　表情筋を活用して愛想笑いを浮かべ、一礼する。

「あー！　例の」

　莉奈は一瞬目を見張ったが、すぐにニコリと微笑んだ。

「豊とよ崎ざき莉奈と申します。はじめまして」

　花のような笑みを浮かべると、少し大きめの口から美しい歯列が覗く。

「ひとまずワンワールドの代表にご挨拶してくるので、また後程ゆっくり」

　田中はニコリと笑って挨拶する。

「うん、またご飯連れてってねー」

　莉奈はヒラヒラと手を振りながら言った。

「ずいぶん綺麗な子ね」

　そして若い。あの親密そうな話し方も気になった。

「莉奈を知りませんか？」

「うん、知らないや。もしかしてモデルさん？」

「私もよくは知りません。直接は藤原の知り合いなので」

「そのわりには『稜』なんて呼ばれて、親しげだったじゃない」

「おや、嫉しっ妬とですか？」

　田中は口の端を上げて、ニヤリと笑う。

「だ、誰が！」

　私は鼻の頭に皺を寄せ、ムキになって言い返す。

「あれ、新井代表じゃないですか？」

　田中が左前方を指差した。

　和やかな雰囲気の中、数人に囲まれ、談笑しているナイスミドル。

「郁男おじさんだ！」

　私は思わず笑顔になった。

　今日は黒いタキシードをビシッと着こなしていて、相変わらず素敵である。

　私は人の間をすり抜け、そばへと寄っていった。郁男おじさんを取り囲んでいたうちのひとりが、一礼して抜けた隙をついて、すかさず話の輪に加わる。

「本日はおめでとうございます。新井代表」

　私は澄ました笑みを浮かべながら、挨拶する。

「恐れ入ります」

　郁男おじさんは笑みを浮かべて会え釈しゃくしたものの、私が誰なのかピンときていない様子だ。

「私、燁子です。葛城燁子です」

「……まさか、葛城のとこの燁ちゃん？　美人になったから、誰だか全然わからなかったよ！」

　郁男おじさんは先ほどまでのフォーマルな笑顔とは一転、目尻を下げてニッコリ笑った。

「やだわー！　もう！」

　私は照れて両頰に手を当てる。

「葛城はアムステルダムにいるから、代わりの者が出席する、とは聞いていたんだけど、匠くんが来るものだと思っていたよ。まさか、燁ちゃんが来てくれるとはね。驚いた」

　郁男おじさんは、昔のように頭をポンポンと撫でてくれた。三み十そ路じを目前にした私を子供扱いだ。

　しかし、郁男おじさんが嬉しそうに目を細めているので、悪い気はしない。

　親戚の集まりのような緩い雰囲気を醸し出す私たちを、周囲はギョッとした表情で眺めている。

　それに気づき、郁男おじさんはコホンと小さく咳払いした。

「燁ちゃんをエスコートしている幸運な殿方はどなたかな。紹介してくれるかい？」

　郁男おじさんは、田中のほうへ視線を向けた。

「彼は田中 稜さん。父のもとで働いていて、秘書的な仕事を任されているの」

「田中です。新井会長、本日はおめでとうございます」

　田中は折り目正しくご挨拶し、一礼する。

「君、どこかで見たことがあるような気がするのだが……」

　郁男おじさんは田中を見据えると、口元に手を当てて首を傾げる。

「そうですか。仕事上、このようなパーティーには何度か出席したこともありますので、その際にお会いしたのかもしれませんね。しかし、改めてご挨拶させていただくのは初めてかと存じます」

「もしかして！」

　郁男おじさんを取り囲んでいたギャラリーのうち、ひとりの女性が声をあげる。

「『ｅｐｉｃエピック』の田中代表ですか？」

「エピック？　何それ？　フットサルチームかなんか？」

　私はキョトンとして尋ねると、女は鼻で笑う。

「ｅｐｉｃはインターネット広告を展開している会社ですよ。ご存知ないですか？」

「へぇ？　有名なの？」

　女は私の質問をスルーして、田中に話しかける。

「私、『日経サファイヤ』で経済部門を担当しております、新にっ田たと申します。以前、田中代表に今後の日本におけるＲＴＢ市場のお話を伺って、記事を書かせていただきました」

　新田と名乗る女性記者は、マスカラのたっぷりついた睫毛をパチパチさせる。

「田中くんはｅｐｉｃの代表だったのか。どうりで見たことがあるはずだ」

　郁男おじさんは、驚いて目を見張っている。

「でも、広報は藤原副社長が担当されているので、田中代表はほとんどメディアに露出されてないですよ」

　なぜか、新田が得意げに説明している。

「このようなオフィシャルな場に姿を現すとは、かなり珍しいですね」

「まあ、いろいろ事情がありまして」

　田中は、新田の話を曖昧に受け流す。

「代表って……どういうことよ!?」

　寝耳に水な展開に、私は混乱し、田中の腕をつかんで問いつめる。

「あら、お連れの方はご存知ありませんでした？」

　その様子を見て、新田はクスリと小バカにしたような笑みを浮かべた。

「お連れの方、ではなく、私は葛城燁子と申します。本日は父の代理で来たので、世間知らずでお恥ずかしいわ」

「葛城代表とは、大学時代からの旧友でね」

　郁男おじさんがサラリと補足する。

「葛城代表って……まさか、葛城商事の？」

　新田は大きく目を見開き、驚愕の表情を浮かべた。

「従業員数三万人ほどの小さな貿易会社ですけど、ご存知かしら？　日経サファイヤの新田さん」

　私はニッコリと含みのある笑みを浮かべると、新田は返事もせず青くなってうつむいた。

　その様子を見て、田中はクスクスと笑っている。

「笑い事じゃないわよ」

　私は田中に、非難がましい視線を向けた。

　にわかに周囲がざわついている。

「ふたりで大々的に自己紹介をしてしまったからには、あまり人目につくところにいないほうがいいんじゃないか？　田中くん」

　郁男おじさんは、呑のん気きな口調で言う。

「同感です。お騒がせして申し訳ありません、新井代表」

「君たちのおかげで、このパーティーも話題に上がる。むしろこちらは、お礼を言いたいくらいだ」

　私は全く状況がつかめず、鼻の頭に皺を寄せてふたりの顔を交互に見る。

「燁子様、そろそろお暇いとましましょうか？」

「はあ？　ふざけてるの？　さっき来たばかりじゃない！　郁男おじさんともまだ話してないし」

「燁ちゃん、また日を改めて食事でもしよう」

　郁男おじさんは、お茶目にウインクする。

「では失礼します。また近々」

　田中は一礼すると、私の腕を引っ張り、会場の出口へと向かう。

　郁男おじさんは呑気に手を振って、私たちを見送った。

「ちょっと田中！　離してよ！」

　私を無視して、田中は足早に歩いていく。

　私は引きずられるようにして、パーティー会場から連れ出された。完全に強制退場だ。なぜ自分がこんな仕打ちを受けなきゃいけないのか、わからない。

「私と燁子様がいると、騒ぎになりかねないので」

「はあ？　どうして!?」

　私は眉根を寄せる。

「事情はあとで説明します」

　田中は取りつく島もなく、グングンと勢いよく歩き続ける。

「ちょ、ちょっと待って！　帰るなら、せめてトイレに寄らせて」

　田中は急に立ち止まったので、背中にぶつかった。

「突き当たりを右です」

　田中が前方を指す。

「急に止まらないでよね」

　ぶつけた鼻をさすりながら文句を言って、私はトイレへ向かった。

　全く、意味がわからない！　田中が代表ってどういうこと!?

　そしてｅｐｉｃという会社名は、郁男おじさんも知っていたようだ。生意気な女性記者がインターネット広告会社だと説明していたけど、正直よくわからなかった。

　トイレから出て手を洗っていると、マスカラをたっぷりつけた気の強そうな女性が入ってきた。

「あ！」

　お互い目が合って、同時に声をあげる。

「どこに行かれるのかしら？　日経サファイヤの新田さん」

　トイレから逃げるように出ていこうとする新田に声をかける。

　新田は腹を括ったように、強張った表情でこちらへ振り向くと、深々と頭を下げた。

「先ほどは申し訳ありませんでした。葛城様」

　先ほどとは一転、ここまで平身低頭だと逆に気が引けてしまう。

「気にしていませんよ」

「しかし、分もわきまえずに出しゃばった真似をして、お恥ずかしい限りです」

　一理あるけど、今は新田どころじゃない。

「確かに、私は何も知らずにここへ来たから」

「葛城様……」

　新田はホッとしたのか、うっすらと目に涙を浮かべた。

「『様』ではなく、『さん』にしていただけますか、新田さん」

「はい！　葛城さん！」

　敬礼でもしそうな勢いだ。

「新田さんは田中のこと、いろいろ詳しいみたいね」

「ええ！」

　新田はニッコリ微笑む。

「田中代表は日本における広告のあるべき姿を、根底から変えようとしています。ＲＴＢ広告を、葛城さんはご存知ですか？」

　私は首を横に振った。

「まあ、それは追い追い納得がいくまでググッてみてください。すごく簡単に言うと、Ｗｅｂ広告代理店を一代にして築き上げた新進気鋭の若手実業家、といったところです。しかも〝超！〟がつくほどのイケメンじゃないですか。そりゃあもう、時代の寵ちょう児じですよ」

　その〝時代の寵児〟が、どうしてうちで使用人なんてしているのだろう。

　田中がどこかの会社の代表ということは、微塵も知らなかった。

　パパも匠ちゃんも教えてくれなかったし。

「なんでそんな人が、私と一緒にパーティーに出席しているのかしら」

　新田は眉根を寄せて、戸と惑まどった表情を浮かべる。

「燁子さん……本当に何も、ご存知なかったんですね」

　私はバツが悪そうにテヘッと笑う。

「パーティーへ一緒に来られたので、てっきり個人的なお付き合いがあるものだと思っていました」

「付き合ってない。このパーティーは、郁男おじさんと知り合いだったから来ただけで、私ひとりじゃ心許なかろうと、父が田中……さんにエスコートをお願いしたから一緒に来ただけだもの」

　新田は「うーん」とうなって首をひねる。

「だとすれば、燁子さん、厄介な事態になるかもしれません」

「どういうこと？」

　私は訝しい視線を新田に向けた。

「まだオフレコの話ですが、実はｅｐｉｃと葛城商事が資本提携する、という話が上がっているのです」

「え……!?」

　私は引きつった顔のまま固まった。

「大手商社が、急成長のＩＴ企業に結構な額の出資をするため、注目されているんですよ」

「田中が何者かも知らない私が、そんなこと知るわけないじゃない」

「ですよねー」

　相槌を打って、新田は気の毒そうに苦笑いを浮かべた。

「ですから、葛城商事のご令嬢である燁子さんと、田中代表が一緒にこのパーティーに現れた、ということは資本提携が確実なもの……と皆は踏んだわけです」

「なんで？　私は関係ないじゃない」

　私は肩をすくめる。

「大あり、ですよ。血縁関係を結び、より強固な繋がりをもって提携の話を進めるものと、周囲は思っています」

「血縁関係？　それって政略結婚……的な？」

　新田は大きく頷く。

「ちょ、ちょっと待ってよ。パーティーに一緒に来ていただけなのに、いきなり結婚なんてあるわけないじゃない！」

　新田は人差し指を立てて、横に振る。

「それは関係を公にする、ということですよ」

「ええええ!?」

　私は思わず大声をあげた。

「親の決めた相手とはいえ、田中代表と結婚できるなんて、うらやましい限りですけどね」

　新田は小さいため息をつく。

　改めて考えてみると、田中が我が家の管理人になったのは、資本提携を見込んでのことだったのかもしない。パパの持ち株管理なんかも任されていたようだし。

　そこへ私が出戻ったものだから、それをいいことに、パパはｅｐｉｃとの資本提携のため、田中と私を結婚させようと思いついたのだろうか。

　パパも匠ちゃんも、私に田中の素姓を知らせなかったのは、もしかしてそのため？

　勝手に結婚相手を決めたら、また私が反抗するに違いないから。

　知らぬ間に外堀を埋うめられていた、ということだ。

　そんなことになっているとは……。知らぬは私ただひとり……。

「いろいろありがとう。新田さん」

　私は力なく言う。

　新田さんは野心家らしく、しっかりと名刺まで渡してきた。

　フラフラしながら、トイレを出ていく。いろんなことが一気に発覚して、頭の中はパニック状態だ。

　ロビーへ戻ると、田中は長い脚を組み、ソファに腰かけてスマートフォンを眺めていた。その優雅な様は、ラグジュアリーな空間にすっかり溶け込んでいる。

　こうして改めて田中を見ると、新田の言うことがわからなくもない。

「お待たせしました、代表」

　声をかけると、田中はチラリとこちらへ視線を向けた。

「待ちました」

　いつもの抑揚のない言い方で言うと、田中は立ち上がる。

　相変わらずのポーカーフェイスで、その心中を窺い知ることはできない。私は無言のまま、田中のあとをついて歩く。

　嘘つき。

　田中の背中を見ながら、心の中で毒づいた。

　身の回りの世話をしてくれたのも、お相手してくれたのも、優しさも、すべては仕事だったからだ。しかも、月給なんてはした金ではなく、日本の広告形態を刷新できるほどの莫大な資金を得るため。

　弟の航生が言った通り、田中は葛城家の名前が欲しくて私に近づいてきたのかもしれない。大きな志があれば、私みたいな単純な女に色目を使うことくらい、なんてことないだろう。

「噛みつきそうな顔をしてますね」

　私を見て、田中はクスリと笑った。

「いろいろ聞いてビックリした」

「少し歩きますか」

　ホテルを出て、銀ぎん座ざの街を田中と並んで歩く。

　休日だからか、いつもより街ゆく人々の足並みが、ゆったりしているように感じられる。

　あからさまにフォーマルな出で立ちをしている私たちは、街中では少し浮いていた。

「どうして素性を隠していたの？」

「隠していません。燁子様に聞かれなかったから、答えなかっただけです」

　田中はしれっと言ってのける。

「この期ごに及んで、燁子様はやめてよ」

「じゃあ、燁子」

　いきなり呼び捨てかよ。

「どうして、うちで使用人まがいのことなんてしてるのよ」

「社長がアムステルダムに行っている間、あの家に住まわせてもらっているので、家賃を払う代わりに管理をする約束をしています」

「私の身の回りの世話までしていたじゃない」

「家の管理のうち、です」

「私は備品？」

　思わずツッコむ。

「燁子ほど手のかかる備品は、なかなかありませんけどね」

　田中はクスリと笑った。

「よく食べて、よく寝て、笑っていたかと思えば、さめざめと泣きだして私は翻弄されっぱなしです」

　田中は柔らかく微笑むと、そっと私の手を握った。

　その甘い笑顔に、思わず腰が抜けそうになる。

　……おっと、危うく、また騙だまされるとこだった。

　私は気を引きしめ直す。私は繋がれた手を、さりげなく離した。

「でも、田中はお金持ちでしょう。家でもマンションでも、もっといい物件を借りればいいじゃない」

　私はフン、と横を向いた。

「あの家が気に入っているのです」

「都心からも遠いし、広いだけじゃない」

「豪邸に住んでみたかったのです。自分で建てれば建設費用だけでも相当なものですし、何より維持費がかかります。独り身なので、あそこまでは思い切れませんよ。それに、都心までは一時間足らずで出られます」

　実家の素晴らしさを、他人から力説されている。

「そう、気に入ってもらって、父も何よりだと思うわ」

　私はニコリと笑ってごまかした。

「それに気に入っているのは、家だけじゃありません」

　こちらの様子を窺う流し目が、なんとも色っぽい。

「田中はお庭の手入れもよくしてくれているものね。洗車も！」

　なんとなく甘い雰囲気に持っていこうとしている感じがするので、天然のフリで無邪気にかわした。

「……燁子の思考回路は、パソコンのプログラムより解明が難しいな」

　田中は呆れ顔だ。

「何よ、相変わらず失礼ね。しかも敬語じゃないから、余計失礼に聞こえるわ」

「燁子様が嫌だと言われましたので」

　田中は片眉を上げて言う。

「田中が気に入っているのは家でもない、私でもない、葛城家でしょ」

　田中から一瞬で笑みが消えた。

「どういう意味でしょうか？」

　一転して凍いてつくような、冷ややかな視線を向けられる。

　こ……怖い。

　田中の本当の姿を見た気がする。思わず視線を逸らしそうになるが、グッとこらえて睨み返した。

「今日のパーティーに来た理由は、私をエスコートするほかに目的があったんでしょ。私が出戻ったことをいいことに、誘惑して葛城家に取り入ろうとするなんて卑怯じゃない！」

「誰にそそのかされたんですか？」

　田中は私の腕をつかむ。

「離しなさい」

　私は毅然と言い放った……つもりだけど、声が震える。

　ここで新田の名前を出したら、彼女はおそらく、なんらかの制裁を受けるのではないか、と思わせるほどの迫力だ。

「誰から聞いたか言えば、離しましょう」

「私が自分で考えた」

　通りすがりの人々が、私たちのただならぬ雰囲気に好奇の視線を向ける。

「言わないつもりか。まあ、いい」

　腕が解放されると、田中の手が届かないところまで後ずさった。

「田中も私を騙していたの？」

「騙したつもりはありません。私に近づいてきたのは、燁子様です」

　何も言えなくて、私はうつむいて黙り込む。

「それに、使用人としての優しさを勘違いしていたのも、燁子様です」

　時折見せる笑顔も、頭を撫でてくれた手も、すべて使用人としての優しさだったんだ……。

　思い上がっていた自分が恥ずかしくなる。

「じゃあ、キスは？」

　田中は一瞬ギョッとした表情を浮かべたものの、すぐにポーカーフェイスに戻る。

「オ……オプション？」

　なぜか田中は疑問形だ。

「そんなオプションなんていらねーよ！」

　即座に、私はツッコんだ。

「満足いただいているようにお見受けしましたけど」

　田中は口の片端を上げて、底意地悪そうに笑った。

「とにかく、あなたと結婚するつもりはありませんから！」

　私は捨てセリフを吐き、タクシーを拾おうと大通りに出る。

「燁子様！　待ってください！」

　田中があとから追いかけてきた。

「ついてこないで！」

　タクシーを拾おうと大通りに出て手を上げるが、こんな時に限ってなかなか捕まらない。

「燁子様、落ち着いて話を聞いてください」

　言い訳なんて聞きたくない。

　田中は私を騙していた。

　タクシーがなかなか捕まえられず、しびれを切らした私は、諦あきらめて地下鉄の駅に向かって歩きだす。

　しかし、田中のついてくる気配はなかった。

　な、何よ、ずいぶんあっさりと引き下がるのね。

　肩透かしを食らった気分だが、様子を見るために振り返るのも癪しゃくなので、早足で歩き続ける。

　後ろからクラクションを鳴らされ、一台のタクシーが横付けされた。

　後部座席のパワーウィンドウが開き、中から田中が顔を出す。

「地下鉄で帰るのですか？」

　私に向かって声をかける。

「そうよ、悪い？」

　私は田中に冷ややかな視線を向ける。田中と一緒に帰るくらいなら、地下鉄で帰ったほうがマシだ。

「その格好で？」

　冷静なツッコミで、私はふと我に返った。

　黒いロングドレスに、キラキラ光るシルバーのハイヒール。肌寒いのでラビットファーをあしらったショールを肩に引っかけ、手に持っているのは小さなクラッチバッグのみ。

　明らかに、周囲から浮きまくった格好だ。

　そのうえ、田中と一緒だったので、かさばる長財布は家に置いてきたことを思い出し、ハッとする。派手な格好をしているくせに、私は無一文だ。

「まあ、そんなに電車で帰りたいというのであれば、仕方ありませんね」

　田中は諦めたように言うと、パワーウィンドウを閉めてしまった。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　私は慌てて窓を叩く。

「なんですか？」

　再びパワーウィンドウが開くと、田中は迷惑そうに眉根を寄せている。

「田中がどうしても、私に話を聞いてもらいたいなら、一緒に帰ってあげないこともないわよ」

「結構です」

　田中は再び、パワーウィンドウを閉めようとする。

「わかった！　大人しく一緒に帰るから！」

「少しは頭を冷やしましたか？」

　田中は至極冷静に言う。

「……はい」

　私は教師に叱しかられた小学生のように、ふてくされた顔でボソリと呟いた。

「では、乗ってよろしい」

　田中が許可すると、タクシーの後部座席が自動で開く。

　また意地悪されないうちに、そそくさと乗り込んだ。

　田中が自宅の住所を告げると、タクシーがゆっくり走りだす。

　話す気にはなれなかったので、私は窓の外に視線を向けた。

「すっかり冷たくなってしまいましたね」

　田中は私の手に、自分の手をそっと重ねた。

　まったく、誰のせいだと思ってるんだ。

　しかし、冷えた指先にじんわりと伝わってくる人肌の温かさが心地よくて、振り払う気になれなかった。




「燁子様」

　名前を呼ばれて、重い瞼をゆっくり開く。

　手の甲で目をこすると、見慣れた古い洋館が目に入った。

　どうやら、いつの間にか眠っていたらしい。田中の肩にもたれかかり、そのうえしっかり手も繋いだまま……。

　私は慌てて田中から身を引き離した。バツが悪くなり、家に入ると、私は二階の自室に戻った。適当な紺色の麻のワンピースに着替え、肌寒いので上には白いカーディガンを羽織った。

　普段着に着替えてホッとひと息ついていると、ドアをノックされる。

　返事をすると、田中がトレイを持って部屋に入ってくる。

「コーヒーでもいかがですか？」

「ありがとう」

　温かい飲み物を、ちょうど飲みたかったところだ。その心遣いが今は恨めしい。テーブルにコーヒーカップが並べられたので、私はソファに腰を下ろす。

　そして、なぜか田中も私の隣に座った。

「ちょっと、向かいに座ってよ」

「このほうが親密な感じがしませんか？」

　ニコリともせず無表情のまま言われても、イマイチ親密感が湧いてこない。

「あっそ」

　軽く聞き流し、コーヒーをひと口飲む。

　ほどよい酸味と香こうばしく芳ほう醇じゅんな香りが、鼻腔に広がる。田中の淹れるコーヒーは、やっぱり美味しい。

　おっと、くつろいでいる場合じゃない。

　私は慌てて気を引きしめた。

「もう田中の素性は知れたのだから、今さら使用人の真似事なんてしなくてもいいのよ？」

　私はニコリと笑みを浮かべながら、ジャブを打つ。

「私が何者であろうと、契約を結んでいる限りは、旦那様と雇用関係にありますので」

「あら、そう。じゃあ、私に取り入るのも雇用契約のうちかしら？」

　チラリと田中に、冷ややかな視線を向ける。

「まさか、それはあり得ません」

　田中は極めて冷静に言う。

「契約を交わした当時、まさか！　燁子様が出戻ってくるとは、さすがの旦那様も予想だにしていなかったでしょう」

『まさか』をしっかり強調してくるところが、イラッとする。

「パパは……事業のために、私と田中を結婚させようとしているの？」

　私は気になっていたことを、ズバリ尋ねた。

　パパにとって私は所詮、葛城商事の事業を拡大する駒に過ぎないのだろうか。そう思うとやるせなくなる。

「違います。旦那様は燁子様のことを思って、結婚の話をご検討されているのですよ」

「何が違うのよ！」

　思わず声を荒らげた。

「旦那様は資本提携を逆手に取って、いまだに独身の娘を私に押しつけようとしているだけなんです」

「……え？」

　想定外の答えが返ってきたので、私の頭にクエスチョンマークが浮かぶ。

「燁子様が出戻ったのは、旦那様にとっては本当に寝耳に水だったのです。たまたま、この家に住んでいた私が将来有望で独り身だった。オマケに資本提携という大義名分まであったのだから、結婚相手にちょうどよいと思ったのでしょう」

「そ、そんな……猫の子じゃあるまいし。大体、自分で自分を『有望』だなんて、普通言う？」

　パパのあまりに安直な発想と、田中の尊大な態度にクラリと目眩がした。

　私のツッコミを無視して、田中は話を進める。

「年のわりには小綺麗にしているものの、絶世の美女というわけでもなく、かといって、仕事をバリバリするタイプでもない。そんな燁子様の行く末を、旦那様は憂うれいているようです」

「あー、そうなんだー……」

　すべて本当のことなので、反論できない。私は他ひ人と事ごとのように相槌を打つ。

「燁子様にとっては独断で、私にとっては脅きょう迫はくに近しい旦那様の采さい配はいも、すべては娘を思う親心故なのですよ」

　田中は気の毒そうに、眉根を寄せた。

　なんか……余計落ち込むわ。

　パパは私の将来を案ずるがあまり、事業拡大を理由に田中と結婚させようとしているわけ？

　いわゆる〝政略結婚〟ってかたちかもしれない。だけど、若い娘を金持ちのおじさんに、というベタなシチュエーションではなく、どちらかといえば私がおじさん側のようだ。

「な、なんか迷惑かけて申し訳ないわね」

　このいたたまれない事態に、私は思わず詫びを入れる。

「旦那様には、昔からいろいろとお世話になっているので」

『迷惑だ』という点について、やっぱり田中は否定しない。

　しかし、パパと昔から付き合いがあったとは意外だった。

「でも……田中は、それでいいの？」

「燁子様と結婚すれば、葛城商事からの投資が確約されるし、今後も大きな後ろ盾となっていただけるでしょう。願ってもない話です」

「……そっか」

　葛城商事と業務提携すれば、ｅｐｉｃは巨額の資金と海外進出へのコネクションを得ることができる。

「生活には不自由させませんし、一緒にいればそれなりに情も湧くでしょう。燁子様にも、悪い話ではないと思いますよ」

　確かに悪い話じゃない。

　パパは悩みの種が解消されて、田中の会社も大きな後ろ盾を得られ、私も安定した生活を手に入れる。

　まさにｗｉｎ－ｗｉｎの関係。

　だけど……だけど……。

「そこに愛はあるのかしら？」

　私のひと言を聞いて、田中は一瞬ポカンと口を開ける。

　しかし、次の瞬間、田中は形のいい唇を歪ゆがめ、声をあげて笑いだす。

「何がおかしいのよ！」

　私はムッとして言う。

「駆け落ち同然で家を出て失敗したのに、まだ愛だの恋だのと、乙女のようなことを言っているのですか、あなたという人は」

「わ……悪い？」

「その前向きさには、驚嘆します」

　田中はまだおかしいのか、口元に笑みをたたえているが、声には軽蔑の色が滲んでいる。

　だけど、ここで引くわけにはいかない。私は奥歯を噛みしめてギュッと睨み返す。

「結婚って、好きな相手と一生を添い遂げるものでしょう。情熱的に求め合うのは、最初のうちだけかもしれない。環境や状況によって、次第に愛のかたちは変わっていくけど、相手を想う絆で繋がってるの。家柄や利益のためじゃないわ」

　田中は私の話を小バカにしたように、鼻で笑う。

「結婚は打算と妥協です」

　田中はキッパリと言い放った。

「私は何不自由ない生活のためだけに、田中と結婚するのは嫌なの！」

　顔から笑みが消え、田中は切なげに目を伏せる。

「……ずいぶん、嫌われたものですね」

　言いすぎたかな……。

　私の良心がチクリと痛む。

　確かに田中の態度は尊大だし、失礼なことばかり言っているけど、伸夫の一件で助けられたことは確かだ。

　田中と過ごした楽しい日々が、脳裏をよぎる。

「別に、田中だから嫌ってわけじゃないのよ。お金とか家のために結婚するっていうのが、私のポリシーに反するというか」

「わかりました」

「わかってくれたのね」

　私はホッとして、思わず笑みがこぼれた。

「三ヶ月です」

　田中はスラリと長い指を三本たてた。

「へ？」

「ロスタイムを差し上げましょう」

「ロスタイム？」

　意味がわからず、私は聞き返した。

「はい。その間に、もし燁子様が結婚したいと思える異性に出会えたら、この話はなかったことにしましょう」

「出会えなかったら？」

「私と婚約していただきます」

　婚約といっても、田中は甘さゼロのテンションだ。まるで業務連絡みたい。

「これは最大限の譲じょう歩ほですよ。旦那様は『今すぐにでも』と乗り気でいらっしゃいますが、私からうまく言っておきます」

「私にいい人が見つかったら、どうするのよ」

「その時は、この話は白紙に戻します」

　田中は言った。言い切った。

「できるの？　そんなこと」

　私は訝しく思いながら、視線を向ける。

「そもそも燁子様に恋人ができれば、旦那様も結婚についてうるさく言う必要がありません」

　なるほど、確かにその通りだ。ほほう、と私はうなる。

「でも、田中は資本提携の話がなくなっちゃうんじゃない？　大丈夫なの？」

「結婚話をワガママ娘に断られたことで、旦那様には貸しができます。今より有利に、事は進むでしょう」

　どっちに転んでも田中が損することはない、ってことか。

　そこまで計算しているとは、やっぱり田中は腹黒い。

「でも、短くない？　三ヶ月って」

「私がごまかし切れる、最大限の時間です」

　きっとこの話を断れば、老ろう獪かいな父と有能な田中によって外堀を埋められて、自分の意思を通す機会はないだろう。短い期間とはいえ、チャンスをもらったんだ。

「わかった。三ヶ月、私にちょうだい」

「決まりですね」

　田中はニッコリと笑みを浮かべる。

　何か企みがありそうで恐ろしい。

「燁子様は酸いも甘いも噛み分けたのだから、今さら伸夫のようなカスをつかむことはないでしょう。旦那様のお眼鏡にかなう、素敵な男性を見つけられるといいですね」

　田中は余裕の笑みを浮かべながら、プレッシャーをかけてきやがった。

　皆をあっと言わせるくらいの、いい男を捕まえてやる。

　失恋の悲しみに暮れる暇もなく、私は婚活に入る。










お嬢様のロスタイム




　都内、某イタリアンレストラン。

　白を基調としたインテリアは、肩の力がほどよく抜けており、ナチュラルで小こ洒じゃ落れた雰囲気だ。

　金曜日ということもあり、店内は活気づいていた。

「乾杯！」

　あちこちで、グラスがぶつかり合う音がする。

　今日は真巳が開催してくれた、異業種交流会に参加している。

　そう、俗に言う合コン。

　男女それぞれ四人がテーブルを囲み、和やかに談笑している。

　私は早速、婚活に励んでいるのだ。

「燁子ちゃん、いい飲みっぷりだねえ！」

　隣に座った色黒の男性が、ウキウキしながら言う。ピンクのシャツが妙に禍まが々まがしい。

　私はテーブルに置いた空のワイングラスに、手酌で赤ワインをつぎ足そうとする。

「いやいや、俺がつぐよ」

　逆隣の短髪の男性が、手からボトルをスルリとさらっていく。

「ありがとう。……えーと」

「木き村むらです。本名が木村琢たく磨まだから、〝キムタク〟って呼んで」

　私が思わず笑ってしまうと、ニコリと微笑み返される。

　その笑顔が爽やかだ。なんかいい感じかも。

「燁子は長年付き合っていた彼氏と別れて、落ち込んでいるから慰めてあげてね」

　すかさず、向かいの席の真巳が援護する。

「そっか。じゃあ、今日はパーッといきましょうね」

　キムタクは、ワインをグラスに注いでくれた。

　なんか、ちょっと楽しくなってきた。

　その時だった……。スマホの着信音が鳴る。そろりとディスプレイを覗くと【執事 田中】と表示されていた。

　私は慌てて、マナーモードに切り替える。

「大丈夫？」

　キムタクが気を使って尋ねてきた。

「うん、急ぎの用じゃないみたい」

　私はマナーモードのまま、スマホをハンドバッグに突っ込んだ。

　キムタクは、広告代理店勤務の二十八歳、私と同級生である。

　短髪がよく似合う爽やかな好青年で、よくぞこんな人が独身で残っていたと思った。

「美味しいイタリアンがあるんだけど、よかったら今度一緒に行かない？」

　キムタクから、さりげなくディナーをお誘いされる。

　もちろん行く！　行く行く！

　即答したいけど、そこは大人のプライドでグッと我慢する。

「ワインは揃っているの？」

　なんて、ちょっと焦らしたりしてみる。

「うん、ワインもいろいろ揃っているし、料理もなかなか美味しいんだ」

「じゃあ、ぜひ……」

「おい、木村！　あれ見てみろよ」

　色黒が、途中で横槍を入れてきた。

　邪魔が入り、心の中で舌打ちする。私もつられて、色黒の指差すほうへと視線を向けた。

「あれ、ｅｐｉｃの副社長じゃないか？」

　ｅｐｉｃ……。

　その名前に、思わず身震いしてしまう。

「藤原 駆だ！」

　キムタクが興奮ぎみに言う。

「あれ、一緒にいる人は誰だ？　なんか偉そうだけど」

　色黒が訝しげな視線を向ける。

　次の瞬間、私の顔面からサーッと血の気が引いていく。

　そこにヤツはいた。まっすぐ伸びた背筋に、無感情で人形のような美しい顔立ち。遠くからでもすぐにわかる……田中だ。

「お前、知らないのかよ。ｅｐｉｃのＣＥＯ、田中さんだよ」

　キムタクが得意げに言う。

　同業だけあって、ｅｐｉｃのこともよく知っているようだ。

　田中は今日は珍しくスーツをバシッと着こなしていて、藤原氏と並ぶと華やかで否が応にも人目を引く。

　現に、店内にいる女性客がチラチラとふたりに視線を向けるが、慣れたように受け流し、こちらへ向かって歩いてくる。

　こっちに来んな！　田中！　来たら殺す！

　念を送ってみる……が、その努力も虚しく、田中たちはすぐ隣のテーブルに座った。

　視線が合うと、田中は不敵な笑みを浮かべながら、片手でネクタイを緩める。

　私は〝鳩が豆鉄砲を食ったような顔〟をまさに体現している。

「ぶっ！」

　その様子を見て、田中は噴き出した。

　よほど間抜けな顔をしていたのだろう。

「いった！」

　テーブルの下で足を蹴飛ばされ、思わず声をあげた。

「燁子、顔色悪いけど大丈夫？　トイレ行ってきたら？」

　真巳はニッコリ笑っているけど、有無を言わさぬ口調だ。『ここで騒ぎを起こすな』と言いたいのだろう。

　彼女には婚活のお手伝いをしてもらうために、一切の事情を話してある。

「そ、そうだね」

「大丈夫？　ついていこうか？」

　キムタクが心配そうに、私の顔を覗き込む。

　しかし、ついてこられたら余計に厄介なことになるだろう。

「ありがとう。ひとりで大丈夫だから」

　キムタクに、力なく微笑んでみせる。私はスマホを握りしめ、よろよろと席を立った。女子トイレの扉を閉めるやいなや、スマホをチェックする。

　着信履歴は、すべて【執事 田中】で埋まっていた。

　私は画面を慌ててタップし、田中に電話した。

『はい』

　待ちかまえていたのか、すぐに電話が繋がる。

「田中！　どういうつもり!?」

『電話が繋がらなかったため、燁子に何かあったのかと心配して、迎えに来てしまいました』

　全くもって白々しい。

「どうしてここがわかったのよ!?」

『勘です』

　田中は堂々と嘘をつく。

　きっと、ＧＰＳで追跡したとか、スマホを盗み見たとか、悪どい手を使ったに違いない。しかし、あくまでシラを切るつもりだ。

「三ヶ月は自由にしてくれる、って言ったじゃない！　話が違う！」

『つべこべ言ってないで帰りますよ』

「はあ？　命令しないで！　田中のくせに！」

『やはり、中座するのは気が引けるのでしょうか。私が今から隣のテーブルへ行ってご一緒されている方に、よーく、お詫びしておきますね』

〝よーく〟を強調しているところが、なんだか末恐ろしい。

　下手に騒ぎになるようなことになれば、私は大恥をかき、メンツを潰された真巳は激怒するだろう。

　これって、完全に脅迫じゃない。

「やめてよ！」

　引き止める間もなく、電話は切れた。

　私は焦って、トイレから飛び出した。

　……が、その瞬間、ずっこけそうになる。

　扉のすぐ前に、田中がスマホを持って立っていた。

「なーんて、ね」

　そして可愛らしく小首を傾げて、ニッコリと微笑む。

「騙したわね！」

　私は怒りで顔を真っ赤にした。

「騙した覚えはありません。勝手に勘違いされたのでしょう」

　田中は澄ました顔で言い放つ。

　悪魔……だと思った。

「じゃ、帰りましょうか」

　有無を言わさず私の手を取ると、田中は出口に向かって歩きだす。

　抵抗を試みるものの、男の力には到底敵わない。私は引きずられるようにして、あとをついていく。

「ちょっと待って！　バッグとコートが席に置きっぱなしなんだけど！」

「手配しているので、大丈夫です」

　私の抗議も虚しく、店の外に連れ出される。

「稜、略奪成功か？」

　店の前で藤原氏が待っていた。手には、私の荷物とコートを持っている。

「いつの間に!?」

　藤原氏はいたずらっぽく微笑み、ウインクする。

　甘々の笑顔に怒りを忘れ、思わずクラッとしてしまう。

「またお前は、誰かれかまわず色目を使って。節操ないな」

　田中は不愉快そうに、目を細める。

「男の嫉妬は見苦しいぞー、稜」

　あはは、と笑って、藤原氏はさらりと流す。さすが田中の右腕だけあって、扱いに慣れている。

「真巳に何も言わないで出てきちゃったけど、大丈夫かな」

「美味しいお酒を差し入れたら、快く荷物を持ってきてくれたよ」

　藤原氏はニッコリと微笑んだ。本当に抜け目のない人だ。

　きっと真巳もいろいろと騒ぎになる前に、私が連れ出されてホッとしていることだろう。

「荷物をありがとうございました」

　私はお辞儀をしながら言う。

「いえいえ、うちの代表がワガママ言って申し訳ありませんでした」

　藤原氏も頭をペコリと下げた。

「自己中な代表に振り回されて、お互い苦労しますね」

　私は肩をすくめ、ぐるりと目を回す。

「今日は、我が社の株主総会だったんですよ。稜は株主のおじ様たちに、いじめられちゃってね」

　藤原氏はフゥとため息をついた。

「今夜は、恋人に慰めてほしかったんでしょうね」

「恋人じゃありません！」

　素早く、且つ、キッパリ否定させていただく。

「おや、そうだったんですか。仲良く手を繋いでいるので、てっきり」

　そう言って、藤原氏は私と田中の間に視線を落とした。

　連れ出された時のまま、私と田中はしっかり手を繋いでいる。

　私は慌てて手を離そうとするが、指を絡めてガッチリ握られる。

「さ、大通りまで出てタクシーを拾いますよ」

　田中は何事もなかったような顔で、そのまま歩きだす。

　全く強引なんだから。

　私はため息をついてみせるが、頰は自然と緩んでしまう。

　交差点に差しかかったところで、信号は赤に変わった。

「いいなあ、稜は。こんな日は、俺も誰かにお相手してもらいたいよ」

　藤原氏が肩をすくめて言う。

「お前も、そろそろ落ち着いたらどうだ？」

　なんて言いながら、田中は目元を綻ばせている。

「ちょっと！　お相手なんてしないからね！　っつーか、何落ち着いた側からコメントしてんのよ！」

「照れるなよ、燁子」

　田中はほっそりした長い指で私の顎をスルリと撫でると、満足げにニッコリ微笑む。

「バ、バカじゃない!?　照れてなんかないし」

　私が真っ赤になって異議申し立てをしているうちに、信号が青に変わった。

　一斉に人の波が交差点を流れていく。

　しかし、藤原氏は交差点の前で立ち止まったままである。

　酔っ払ってるのかしら？

「藤原さん、どうしたの？」

　藤原氏はアホのようにポカンと口を開けたまま、前方のほうをゆっくり指差した。

　その先を視線で追うと、ビルに設置されている巨大エキシビションだった。そこには、よく知った顔がアップで映し出されている。

「……田中じゃない」

　隣にテロップで【モデルのＲｉリ−ｎａナ、熱愛発覚!?　お相手はＩＴ社長のイケメン青年実業家】と表記されていた。

　私と田中も同様に、アホ面でエキシビションを眺めている。

　隣に映った八頭身美女も、どこかで見覚えがある。

「いやー、Ｒｉ−ｎａさんのお相手である田中 稜さんは、インターネット広告事業を展開している株式会社ｅｐｉｃの創業者であり、現ＣＥＯという、輝かしい実績をお持ちなんですねえ」

　エキシビションに映っている女性アナウンサーは、ほうと小さく息をついた。

「そうなんですよ。今までメディアにはほとんど姿を見せていなかったのですが、知る人ぞ知る、イケメンの独身セレブなんです！」

　芸能レポーターのおっさんが、したり顔で言う。

　イケメン独身セレブ……なんだ、それ……。

　私は繋いだ手をスルリと離した。

「Ｒｉ−ｎａさんの事務所は『大人同士のことなので、本人にお任せしています』というコメントを発表しています。芸能関係者によりますと〝結婚秒読み〟なんて情報もあるようです。今年中に挙式を挙げるようでしたら、ビッグカップルの誕生ですね」

　芸能レポーターが、なぜか嬉しそうに言う。

「美男美女でお似合いですね。さて、次のニュースです」

　アナウンサーは適当な相槌を打ち、話題を変えた。

　すれ違う人が、ギョッとした表情で田中を振り返る。

　そりゃそうだ。さっきまでアップで映し出されていたイケメン独身セレブとやらがここにいるのだから。

「いるじゃない、恋人……」

　窒ちっ息そくしそうな重苦しい沈黙を、私が破った。

「いや、恋人では、ない」

　田中がボソリと呟き、否定する。

「モデルの莉奈って、この間パーティーで会ったすっごく綺麗な人よね。家柄だけの私と違って、お似合いじゃない」

　私は気にしていないフリをして明るく言ってみせるが、自分でも痛々しく感じてしまう。

「莉奈とはやましいことなんてない。以前、身体の関係を持ったことがあるだけで、付き合ってはいなかった」

　田中はキリッとした表情で、キッパリ言い放つ。

「充分やましいだろ！」

　私はすかさずツッコんだ。

　全くフォローになっていない。

「燁子、聞いてくれ」

　田中が私の手首を強引につかみ、私を自分のほうに向けさせる。

　力づくで押さえ込まれるのは、もうウンザリだ。

　私は田中の懐ふところに飛び込み、膝で腹を蹴り上げると、見事、みぞおちにクリーンヒット。子供の頃に習った護身術が、まさかこんなシチュエーションで役に立つとは思わなかった。

「っう……」

　田中は呻うめいて、地面に片膝をついた。

　その様子を見て、藤原氏は噴き出した。

「膝……蹴りって、しかも稜が女に……！」

　口元を押さえ、肩を震わせている。

　私はフンと鼻を鳴らし、うずくまった田中を見下ろした。

「最低。もう二度と私の目の前に現れないで」

　捨てセリフを吐くと、通りがかった流しのタクシーを拾って、素早く乗り込んだ。

「春日かすがプレジデンスタワーまで行ってください」

　行き先を告げると、ゆっくりと目をつぶった。




　数十分後。

　タワーマンションの車寄せに、タクシーが停まる。

　支払いを済ませると、私はタクシーから降りた。慣れた手つきでオートロックを解除すると、私はエントランスホールへと入っていく。

　ゆったりとしたソファセットが何組か置かれており、ホテルのロビーのようだ。一面はガラス張りになっており、日中は陽射しが降り注ぎ、緑に溢れたプライベートガーデンを望むことができる。

「いいとこ住んでるのよね」

　思わず独りごちてしまう。エレベーターで三十階まで上がり、目的の三〇○六号室へと向かった。ドアの前に立ち、インターフォンを鳴らす。

　多分、この時間だったら家にいるはず。

　しばらくすると、足音が聞こえてドアが開く。

　出迎えてくれた男性は、今にも泣きだしそうな私を見ると、大きな目をさらに大きく見開いて驚いている。

「アキ！　どうしたの!?」

　目の前の美しい男性に抱きついた。

　広い胸に顔をうずめると、甘くスパイシーなコロンの香りがほのかに漂う。

「なんかあった？」

　私は腕にギュッと力を込めて、しがみついた。

「お願い、今日は帰りたくないの。何も聞かずに泊めてくれる？」

　私は瞳を潤ませ、上目遣いで見上げる。

「アキ」

　大きな手がそっと私の頭を撫でた。




「アキ、起きて」

　身体を揺すられて、私はモソモソと布団から顔を出す。

　窓の外から陽が射し込んでいる。もう朝のようだ。

「おはよ」

　私はのっそり上半身を起こすと、ベッドの上で伸びをする。

「今日も仕事なの？」

　鏡の前で、ネクタイを選ぶ後ろ姿に声をかける。

「ん、ちょっと仕事が片づかなくてね」

「土曜日なのに、大変ね」

　私は大きな欠伸をひとつする。昨晩は田中と別れ、怒りに任せて外泊してしまった。

　今着ている男性用のトレーナーと短パンも、彼から借りた物だ。

「朝食を用意したから、一緒に食べよう」

「あら、モーニングコーヒーのお誘い？」

「……姉と？　色気ゼロ」

　航生は嫌そうに顔をしかめた。

　……ま、弟の家に、だけどな。




　航生と向かい合って、キッチンテーブルに座る。

　朝食は、私が子供の頃から好きだったパンケーキを用意していてくれた。相変わらず、姉思いの優しい子である。

　マグカップに注がれたコーヒーをひと口飲む。

　コーヒーメーカーで淹れたので、それなりに美味しいけど、やっぱり田中のコーヒーには敵わない。

「何があったかちゃんと話してもらうよ、アキ」

　航生は頰杖をついて、私の顔をジッと見つめる。

　昨晩は不機嫌オーラ全開で黙々とワインを飲み続け、そのまま酔い潰れて寝てしまったので、美しい弟には家出した事情を話していない。

「忙しい航生に聞いてもらうほどの話じゃないと思うのよ」

　パンケーキをひと口かじる。

　ふんわりしていて美味しい。

　でも、田中のパンケーキは、私の大好きなフルーツとクリームもたっぷり載っかってて……。

　そこまで思い出したら、頰に涙がこぼれた。

　私は泣きながら、無理やりパンケーキを口に押し込む。

　航生は私の隣に席を移し、心配そうに私の顔を覗き込んだ。

「アキ……どうして泣くんだよ。俺はいつだってアキの味方なんだから、ちゃんと話して」

　昔から、航生の大きな目に見つめられると、すべてが見透かされているような気分になる。私は泣きながらも、これまでの経緯をかいつまんで、ひと通り話した。

「田中がｅｐｉｃの代表だったとはね」

　すべてを聞き終わると、航生は小さくため息をついた。

　気分が落ち着き、涙はようやく止まった。ティッシュペーパーで鼻をかみすぎて、皮膚がヒリヒリする。

「でもさ、アキも田中 稜に異性関係がないなんて、本気で思ってたの？　地位もお金もあって独身で、見た目もいいときてる。女性が放っておくわけないじゃん」

　同じ境遇で、女性に放っておかれていないであろう航生が言う。

　女性関係はない、と思っていた。恥ずかしながら。

　たまの休みにどこかへフラリと出かけることはあったけど、大体家にいるし、そもそも堅物そうな田中がほかの女になびくなんて思ってもみなかった。

　よりによって、お相手がモデルってところも、癪に障る。

　田中のくせに生意気なのよ。

「アキだって婚活と称し、男と遊び歩いているだろう？　田中のこと、言えた義理じゃないと思うけどな」

「私は身体の関係はないもん！」

　私の明け透けな発言に、航生は眉をひそめて露骨に嫌そうな顔をする。

「何よ、航生。味方だって言ったくせに、あんたは同じプレイボーイとして田中側につくの!?」

「そういうわけじゃないけど、まだ正式に婚約してないだろ。ましてや婚約を拒んでるアキが、異性問題でどうこういうのも筋違いじゃない？」

「だからって、すっぱ抜かれるなんて迂闊よ！　迂闊！　ほかの女性と熱愛報道された人と結婚なんて、できるわけないじゃない！」

「まあ、確かにね」

　航生も苦笑いを浮かべて、肩をすくめる。

「パパだって、このことを知ったら許すわけ……」

　言いかけた途中で、この状況を打開する名案をひらめいた。私はおもむろにバッグからスマホを取り出し、画面をタップする。

　呼び出し音が鳴ると、すぐに目的の人に電話が繋がった。

『もしもし』

「匠ちゃん……？　私、燁子よ」

　悲壮感溢れる声色になるよう努める。

　パパが日本にいない今、葛城家において最も決定権があるのは長男の匠ちゃんである。だから、匠ちゃんのほうから田中にガツンと言ってもらえばいい。

『うちの大事な妹を、お前のようなふつつかな男のところへ嫁にはやれん！』……ってね。

『燁子か？　今どこにいる？』

「航生のところにいる」

『そうか、稜から話は聞いたよ』

　稜……って、田中のこと？

　名前で呼ぶなんて、ずいぶん親しげだ。

『今からそっちに行くよ』

「え、いいよ、わざわざ来なくても。匠ちゃんも忙しいでしょ」

『何言ってんだ。水臭いな。燁子は大事な妹だろう』

　パパの血を色濃く継いだ仕事人間の匠ちゃんが、ここまで心配してくれるなんて、ちょっと意外。胸がジンと熱くなってしまった。

「ありがとう」

『ああ、すぐ行くから待ってろ』

　そう言って、匠ちゃんは電話を切った。

「なんだって？」

　航生が尋ねる。

「今から来るって。さすが長男、頼りになるわ」

「あっそ」

　航生は、私が匠ちゃんを褒めたことが気に入らなかったようで、スッと目を細めた。

「航生も優しいから大好きよ。私を助けてくれてありがとう」

　いじけた弟の頭をそっと撫でてやる。

「やめろよ」

　憎まれ口をたたくが、その頰は緩んでいる。いくつになっても、弟は可愛い。

「そういえばさ、田中は〝稜〟って名前なんだよね」

「うん、そうだよ」

　私は航生が作ってくれたパンケーキを、再び食べ始める。

「兄貴の同級生で、リョウって友達が昔よくうちに来てたじゃん。あれ、今思えば田中 稜だったのかなって」

　私は口に含んだパンケーキを噴き出しそうになる。

「汚いな」

　航生は眉根を寄せる。

「え？　そうなの!?」

「俺は寮に入っていてほとんど家にいなかったから、顔はよく覚えてないけど」

　確かに、航生は中高一貫教育の全寮制の学校に入っていたので、長期休みくらいしか家に帰ってこなかった。

「私、会ったことないもん」

「いや、そんなはずはない。なんだっけ？　アキがお気に入りだった、汚いラーメン屋……」

「『勝しょう負ぶ軒けん』！　美味しかったんだから。特に餃ぎょう子ざは絶品よ」

　私はムキになって言い返す。

「そう、勝負軒！　そこでリョウに会った、って話してたじゃん」

　勝負軒、匠ちゃんの友達……。

　その二点を頭に思い浮かべた時、ある思い出が蘇よみがえってきた。




　当時、ぴちぴちの女子高生だった私。

　女子校だったので浮いた話なんてひとつもなかったけど、それなりに楽しくやっていた。成績は芳かんばしいものではなかったけどね。

　学校の帰り道にお腹が空くと、勝負軒という近所の中華屋によく立ち寄っていた。

　その日も、補習帰りに勝負軒に立ち寄った。

『燁ちゃん！　いらっしゃい！』

　勝負軒のご主人が、カウンターの中から声をかける。

『ラーメンと餃子ちょうだい』

　私は指定席であるカウンターに座った。

『今日は食べるねえ』

『うん、数学で赤点取っちゃってさー、補習だったの。難しくてお腹空いちゃった』

　私はバツの悪さをテヘッと笑ってごまかす。

『すみません』

　その時、隣に座った大学生くらいの長髪の男性がご主人に声をかけた。

『餃子とチャーハンはどちらがオススメですか？』

『どっちも美う味まいよ！』

　ご主人は適当に答える。

『このお店は餃子が絶品よ、お兄さん』

　私は思わず、横から口を挟んだ。

『じゃあ、餃子とラーメンで』

　お兄さんはアドバイス通り、餃子を注文する。

　しばらくすると、ラーメンと餃子ができ上がる。

　ご主人は同じタイミングで作っていたようで、お兄さんも丼ぶりを受け取っていた。

『いただきまーす！』

　私は大好きな勝負軒のラーメンと餃子を、勢いよく食べ始める。

　餃子をひと口食べると、モッチリした皮から肉汁が溢れ出る。そして、あっさり醤しょう油ゆベースのスープをひと口啜る。

『美味いな……』

　隣のお兄さんがボソリと呟いた。

『でしょう？』

　私は得意げに、お兄さんに笑いかける。

　そのあと、ラーメンと餃子を男子柔道部員並みの勢いで、あっという間に間食した。

　お腹をさすり、レジで会計をする。

『八五〇円です』

　支払いをすべく財布を開き、私はピシリと固まった。

　お札が一枚も入っていなかったのだ。慌てて小銭入れを開くと、三〇〇円しか入っていない。

『……げ』

　そういえば、今日お昼代をもらい忘れたことを思い出す。痛恨のミスだ。

『クレジットカードは使えますか？』

　私は財布からブラックカードを取り出す。

『燁ちゃん、この店ではカードは使えないのよ。ごめんね』

　中華屋のおばさんは、肩をすくめて苦笑いする。

『すみません……実はお金を忘れちゃって』

『じゃあ、お父さんの会社のツケにしておく？』

『そうしていただけますか？』

　ツケ払い……その手があったか。私はホッとして笑みを浮かべた。

『いや、無理だろ』

　後ろからツッコまれたので、振り向く。

　さっきのお兄さんが、呆れた顔で立っていた。

『へ？』

『おばさん、一緒に払います。おいくらですか？』

『今度でいいんだけど、そう？　悪いわね。一七〇〇円です』

　おばさんはお兄さんからお金をサッと受け取って、お釣りを渡す。

『ごちそうさま』

　お兄さんはスタスタと店から出ていく。

　私は慌ててあとを追いかけた。

『あ、あの！　お金！』

　お兄さんは路肩に停まっているバイクに、ひらりとまたがった。

　私はダッシュで駆け寄る。

『あ、あの……お金、必ず返します。名前と連絡先を教えていただけますか？』

『……逆ナン？』

　私は顔を真っ赤にして、顔を横に振る。

　男性に免疫がなかったこともあるが、それ以上にお兄さんは少女漫画に出てくるような素敵な人だったのだ。

　長めの黒髪に切れ長の瞳、通った鼻筋に形のよい薄めの唇。

　ニコリと微笑まれるだけで、ゾクゾクした。

『違います！　お金をお返ししたいので』

『なんだ、つまらない』

　お兄さんは、フルフェイスのヘルメットを被った。

『餃子が美味しかったから、そのお礼』

　お兄さんはキーを回すと、バイクからうなり声のようなエンジン音が上がった。

『え、でも』

　お兄さんは〝いらない〟と言うように、手をヒラヒラと振る。

『す、すみません！　ごちそうさまです』

　私はペコリと頭を下げた。

　お兄さんはこっくり頷くと、そのままバイクで走り去っていった。

　カッコいい。

　私はうっとりとため息をつき、自分の自転車に乗る。

　入学当初は車での送迎だったけど、寄り道ができなくなるので最近はもっぱら自転車通学だ。学校でも珍しいと言われるが、私は自転車通学を貫き通した。

　一台十五万円する電動自転車に乗っているところが、お嬢様としてのせめてものプライドだ。

　でも、自転車通学にしてよかった。あんな素敵な人に会えたんだもん。

　軽快に電動式自転車のペダルを漕ぎ、家までの坂道を上る。

『ちゃんとお金を返す』って言って、やっぱり連絡先聞けばよかったかな。

　でも、その先どうすればいいのか、私にはわからない。また勝負軒に行けば会えるかもしれない。餃子美味しい、って言ってたし。

　先ほどあった出来事に胸をときめかせながら、木々が鬱うっ蒼そうと生おい茂る自宅の敷地内へと入っていった。

　玄関の前に行くと、一台のバイクが停まっている。

　お客様だろうか。

　さっきのお兄さんが乗っていたバイクに似ていたので、私はドキッとする。

　まさか、ね。

『ただいまー』

　玄関から中に入ると、執事の轟さんが出迎えてくれた。

『お帰りなさいませ、燁子様』

『ただいま、轟さん』

　リビングから笑い声が聞こえてくる。

『賑やかね。お客様？』

『匠様のご友人が遊びに来てらっしゃいます。あとで燁子様も着替えられたら、ご挨拶してらしてください』

『ええー、面倒臭い』

　私は顔をしかめた。

『まあ、そうおっしゃらずに。葛城のお嬢様なのですから』

『わかった。着替えの前に、さっさと済ませてきちゃうよ』

　来客への挨拶は、葛城家のある種パフォーマンス的なものだ。

　晴子姉さんと航生は外そと面づらがいいので得意だけど、私と匠ちゃんはシャイなので、イマイチ苦手である。

　私は騒がしいリビングへと向かう。

『お兄様』

　匠ちゃんをお兄様なんて、お尻がむずがゆい。

　リビングには匠ちゃんを含め、三人ほどいるようだ。

　談笑している匠ちゃんに歩み寄った。

『ただいま戻りました』

　私は楚そ々そとして頭を下げる。

『燁子、今日は遅かったな』

　なんて、匠ちゃんも長男らしいところを、ご学友に見せつけてみたりする。

『今日は、学校で委員会だったので』

『そうか』

　匠ちゃんはもっともらしく頷いた。

『友人たちにも挨拶して』

『次女の燁子です。今日はゆっくりしていってください』

　私はペコリと頭を下げた。

　よし、ヘマをせずに済んだ。さっさと帰ろう。

『あれ？』

　友人のうちのひとりが声をあげる。

『君は、さっきの……』

　私は『ぎゃ！』と悲鳴をあげそうになるのを、なんとかこらえた。

　そこにいるのは、勝負軒で会ったイケメンのお兄さんだったのだ。

　私は顔を真っ赤にする。

『リョウ、知り合いか？』

『うん、ちょっとね』

　リョウと呼ばれたお兄さんは、クスクス笑っている。

『まさか道端でナンパしたんじゃないよな？』

　もうひとりの、チャラそうな茶色い髪の友人が言う。

　ごめん……匠ちゃん……。

『し、失礼します』

　顔を強張らせながら、私は足早にリビングから立ち去った。

『うへー』

　自室に戻ると、だらしないため息が出る。

　まさか、あのお兄さんが匠ちゃんのご学友だったとは……。餃子をモリモリ食べていた隣の女子高生が、まさか葛城のお嬢さんだったとは思わなかったよね。しかも、得意げにオススメしちゃったし。

　思い出しては落ち込んでしまう。

　制服からルームウェアに着替え、カーディガンを羽織る。私はベッドにドサリと横たわった。

　葛城のお嬢さん以前に、ひとりでラーメン屋に入る女の子なんて、お兄さんも嫌だよなあ。

　……そこで、私はハッとする。

　お金、返さないと。

　私は一階に下りて、匠ちゃんの友達が帰る時に声をかけてもらうよう、轟さんにお願いした。

　彼らは匠ちゃんと一緒に夕飯まで食べていったようで、帰るのは二十一時を過ぎた頃だった。

　入浴も済ませて、部屋でくつろいでいると轟さんから連絡が入る。

　コットンワンピースにカーディガンを羽織り、慌てて一階へと下りていく。

　匠ちゃんは茶髪の友達を駅まで送りに車を出していたようで、お兄さんは運よくひとりでいた。

　すでにバイクに乗っていたので、慌てて駆け寄った。

『あ、あの！』

　上ずった声で、お兄さんに話しかける。

『燁子ちゃん？』

　私はブンブンと首を縦に振った。

『これ』

　お兄さんに青い封筒を差し出す。

『もしかしてメルアド？』

『違います！』

　私は真っ赤になって否定する。

『さっきのお金です』

『ああ、いいのに』

　お兄さんは肩をすくめる。

『ダメです。受け取ってください』

『じゃあ、連絡先教えてよ。そしたら受け取る』

　お兄さんはニッコリ笑って、私の顔を覗き込んだ。

『え……』

　ウブだった私は固まってしまう。

『しかし、お嬢様でもひとりでラーメン屋とか入るんだね』

　お兄さんは思い出したように、クスクス笑う。

　私は恥ずかしくて、顔がカッと熱くなる。

　純情だった私はこの時何も言い返せず、お金の入った封筒を押しつけて逃げ帰ることしかできなかった。




「ああ！　あの超無礼な男！」

　私は眉を吊り上げる。

「思い出した？」

　航生が首を傾げて尋ねる。

　やっぱり私は、昔田中に会っていた。

『やはりあの時に、少々強引にアプローチするべきでした。そうすれば、きっとあなたを俺だけのものにできたのに』

　ふと、田中の言ったセリフが脳裏をよぎる。それはどういう意味なのか考えると、一気に鼓動が速くなる。

　田中は私を覚えていたってこと？

　どうして再会した時、過去のことを何も言ってくれなかったのだろう……。

　その時、インターフォンが鳴り、私の思考は中断された。

「匠ちゃんだ！」

　私はパタパタと走って、玄関へと向かう。

「はいはーい」

　勢いよくドアを開けた。

　が、そこに立っていたのは、ひとりの若い女性だった。長い黒髪のエキゾチックな美人だ。

　私を見て、驚いたように目を見開いている。

　彼女だろうか。

　女性は白のカットソーにフレアスカートをはいており、休日に彼氏の家を訪ねるにしては、比較的カッチリした装いだ。

　ということは、職場の人かな。

「航生ですか？　ちょっと待っててくださいね」

「い、いえ！　結構です！　で、出直します」

「いえ、私は航生の……」

『姉です』と言う前に、女性は逃げるように走り去ってしまった。

　誤解させたかな、と苦々しい気分になる。

　そりゃそうか。男物の服を身につけた女が突然出てきたのだから。私と航生の顔立ちは似てないから、姉だとはすぐにはわからないだろう。

　私は慌ててリビングに戻る。

「兄貴来た？」

「ご、ごめん、航生。女の人だった。黒髪で美人の。なんか慌てて帰ったから、誤解しちゃったかも」

「え？」

　一瞬にして、航生の表情が固まる。

　やっぱり、職場の人ではなかったみたい。

「ちょ……っと、俺行くわ」

　航生は血相を変えて、慌てて立ち上がる。

「あとで連絡して！　鍵かぎはオートロックだから、帰る時はそのまま出て！」

　それだけ言い残すと、バタバタと家から出ていった。

　追いかける前に、電話くらいすればいいじゃない……バカね。それすら思い浮かばないくらい、慌てていたってことか。

　いつもどこか冷めたところがある航生が、あんなに必死になるなんて、きっと大事な人だったに違いない。

　そんなに想ってもらえるなんて、黒髪の女性がちょっとうらやましい。

　航生が出勤してしまい、手持ち無沙汰になった私は、朝食の残りを平らげ、後片づけをする。

　食器を洗い終わった頃に、再びインターフォンが鳴った。

　次こそは、匠ちゃんに違いない。

　私は急いで玄関へと向かうと、ドアを開けた。

「あれ？」

　そこには、まさかの田中が立っていた。

　反射的にドアを締めようとするが、田中は瞬時に足を挟み込み、ドアをこじ開ける。

「やっぱりここにいたのか」

　その瞳の奥には、怒りの炎が燃えたぎっていた。

「どうしてここがわかったのよ」

　私は迫力に押されて一歩後ろへ下がろうとするが、すかさず腕をつかまれた。

「迎えに来た」

　田中は私の質問に答えることなく、有無を言わせない口調だ。

「離して！　今日も航生のところに泊まるから」

　腕を振り払おうとするが、つかんだ手はびくともしない。

「ダメだ、帰るぞ」

「指図しないで！　田中のくせに！」

　いつもと違うぞんざいな物言いと強引な態度に、私は怯みそうになるが、精一杯強がる。

「本当に、強情なお嬢様だな」

　田中はイラ立ったように言うと、手に力を込めて私の腕を引っ張る。

「痛い！　離して！」

「何してるんだよ！」

　田中の背後から男性の声がする。

　振り返ると、葛城家長男の匠ちゃんがこちらへ向かって駆け寄ってきた。

　ああ、さすが頼りになるわ、長男。

「稜、落ち着けよ」

　匠ちゃんが間に割って入る。

「匠には関係ない！」

　田中はクールな彼らしからぬ、強い口調で言う。

「嫌がる妹を無理やり連れていこうとしたら、そりゃあ止めに入るだろう」

　匠ちゃんの口元は笑っているが、目は全然笑っていない。

「……すまない」

　田中はため息をつき、人差し指で眼鏡を上げる。

「まあ、玄関先で騒ぐとご近所の目もあるから、とりあえず中で話そう」

　匠ちゃんに促されて、三人で部屋の中に入っていく。

　リビングのソファに座ると、男性ふたりは早速、仕事の話に花を咲かせている。

「葛城商事で、ブラジルのパルプ工場を買収するらしいな」

「お、相変わらず情報早いな」

　休日なので、匠ちゃんはＴシャツにカーディガンを羽織って、前髪を下ろしている。童顔なので、双子のパパには見えない。

　田中も珍しく、デニムに淡いブルーのシャツを合わせ、カジュアルなスタイルだ。

　男子小学生がゲーム機を見せ合うように、互いのタブレットを覗きながら、キャッキャとはしゃいでいる。

　さっきまでの緊迫した空気は、皆無だ。

　本当、何しに来たのかしら、この人たち。

　呆れながらも、私はキッチンで紅茶を淹れてきて、テーブルの上にティーカップを並べる。

「ありがとう」

　田中がさりげなく礼を言う。

　いつの間にか、主従関係が逆転している。しかも、妙にしっくりきているところが悔しい。

　それに、さっきから匠ちゃんと田中は、互いをナチュラルに名前で呼び合っている。

「ふたりは、以前から知り合いだったの？」

　航生の記憶が正しいのか、恐る恐る確認してみる。

「稜、お前燁子に何も話してなかったのか!?」

　匠ちゃんは目を丸くして、驚いている。

　田中は無言のまま、人差し指で眼鏡をくいっと上げた。

「俺と稜は、大学の同窓生だ」

「やっぱり……そうだったの」

　匠ちゃんと同じ大学ってことは……。

「田中って、東とう栄えい大学なの？」

　東栄大学は誰もが知る、日本最高峰の名門大学だ。

「ちなみに、藤原も同窓生だ」

　田中は否定するどころか、補足する。

「この間匠ちゃんが実家に来た時、そんな素振りを全く見せなかったじゃない！」

「資本提携の話が決まる前だったからな。航生や姉さんもいたし、いろいろバレると厄介だろ」

「世間は広いようで、意外と狭いからな」

　田中も同意する。

「だけど、稜と藤原は学生の頃から何かと実家に出入りしてたけどな。燁子は覚えてないか？」

「あんまり」

　私は曖昧にはぐらかす。

　やっぱり航生の記憶は正しかった。

「稜は燁子のことを覚えていたみたいだけどな」

「匠、余計なことはいいから」

　田中は匠ちゃんの話を止める。

「そうだな、そろそろ本題に入るか」

　小さく咳払いして、匠ちゃんはソファに座り直した。

　目元から笑みは消え、葛城商事、常務執行役員としての顔を覗かせる。

　思わず、背筋をピンと伸ばしてしまった。

「稜、管理人の契約については解雇だ」

　匠ちゃんは、突然の解雇通知を言い渡した。

「ええ!?」

　私と田中は、同時に声をあげる。

「そんな、横暴だ。仕事ぶりについてはなんの落ち度もなかった」

　田中は遺憾の意を唱えた。よほど管理人の仕事が好きだったのだろう。

　お金を持っているくせに物好きだな、と思う。

「業務上の総合的判断だ。給与は日割りで振り込む。荷物は人をやるから、葛城の家にはもう戻るな」

　田中の抗議も、匠ちゃんはバッサリ切り捨てた。

「燁子、お前は実家に戻れ。航生だって迷惑だろ」

「……わかった」

　私はこっくり頷いた。

「次は婚約の件、だな」

　匠ちゃんの口調は、極めてビジネスライクだ。

「燁子、稜と結婚する気はあるのか？」

　田中のほうにチラッと視線を向けると、バチッと目が合った。

　見てる……。めっちゃ見てる。

「今は、ない」

　消え入るような小さな声で、私は言う。

「はい、じゃあ白紙ということで」

　匠ちゃんは、いとも簡単に言ってのける。

「ええっ!?」

　またもや私と田中は、声をあげて驚く。

「おいおいおい、そんな驚くことでもないだろー。その気がないのに無理やり結婚させて、燁子がまた出戻ってきちゃったらどうするんだよ」

「そしたら、資本提携の話はどうなるの？」

　私は恐る恐る尋ねる。

「資本提携はする。葛城商事にとっても、ｅｐｉｃへの投資は悪い話じゃない。俺はビジネスと今回の婚約の話は、切り分けて考えている」

　匠ちゃんはキッパリと断言した。

　そうなれば、結婚というリスク――あくまで田中にとっては、だけど――を背負う必要はなくなるのだ。私につきまとう理由もなくなる。

「燁子は実家に帰る。稜は自分のマンションへ戻る。婚約はなし。資本提携の話は本格的に進めていく。それで問題は？」

　匠ちゃんは両手を広げて、私たちに尋ねる。

　正論なので、田中も私も意義を申し立てることはなかった。

「なし、だな」

　匠ちゃんはキッパリと言った。

　さすがデキる男。立派だよ。

　雑務をこなすかのごとく、私の婚約問題をいともたやすく解決していく。きっと匠ちゃんにとっては、煩わずらわしい身内のいざこざを片づけたに過ぎない。

　だけど、人の気持ちはそんな簡単に割り切れるものじゃない。

「じゃ、そういうわけで、今日のところは解散でいいかな」

　匠ちゃんは穏やかな笑みを浮かべる。見事な仕切りで、事態は呆気なく収束した。

　私たちは揃って、航生のマンションから出ていく。

　タクシーを待っている間、エントランスホールのソファに座っていると、スマホの着信音が鳴る。

「すまん、俺だ」

　匠ちゃんは、電話をしに席を外した。

　私は田中と残され、ふたりの間に気まずい沈黙が流れる。

「相当、怒いかってるな」

　田中がボソリと呟いた。

「怒ってるわよ。当然でしょ」

　私は眉を吊り上げて言う。

「燁子じゃない。匠だよ」

「へ？」

　私は眉根を寄せて聞き返す。

「『今後、妹には一切近づくな』ってことだろ。自業自得だけどな」

　田中は苦笑いを浮かべる。

「そういえば、私ね、思い出したよ。田中のこと」

「ようやく？」

　田中は片眉を上げて言う。

「勝負軒で奢ってくれたお兄さんでしょ」

「あそこの餃子は絶品だった」

　目が合うと、私たちはクスクスと笑い合う。

「餃子とラーメンを、大口でバクバク食べてた燁子は可愛らしかった」

「バカにしてるわよね、完全に」

「いや、元気よくて健康的で本当に可愛いと思ったよ。十年以上経っても、全然変わっていなくて驚いた」

　その当時を思い出したのか、田中が目元を綻ばせると、私は頰が熱くなった。

「大口で食べるところが」

　どうやら『可愛い』のところではないらしい。照れて損をした。

「そんな朗ほがらかな燁子が、男に捨てられてボロボロに傷ついて泣いているのを見て、後悔した」

「どうして？　田中のせいじゃないでしょ？」

「俺だったら、そんな苦労はさせなかったのに、って思った」

　田中はふと私を見つめる。

　その目を見ていると、なんだか切なくて泣きたくなってくる。

「さ、散々振り回しておいてよく言うわ」

　私は咄嗟に目を逸らした。

「そうだな。結局、伸夫と一緒だ」

　田中は自嘲ぎみに笑った。

　そこへ、電話を終えた匠ちゃんが戻ってくる。

「車が来たぞ」

　私たちは、立ち上がってエントランスから表へ出る。

　車寄せには、タクシーが二台停まっていた。

「送るよ」

　田中が私の腕を取ろうとするが、匠ちゃんが間に入る。

「大丈夫だ。妹は俺が送る」

　匠ちゃんは笑顔で物腰も柔らかだけど、頑として聞き入れないオーラ全開だ。

「行くぞ、燁子」

　こういう時の匠ちゃんは、不思議と人を従わせる力がある。これが、従業員三万人のトップに立つ者の貫かん禄ろくなのだろうか。

　私は頷いて、あとについていく。

　もう、田中と会うのはこれっきりかもしれない。

　その姿を忘れないように目に焼きつけておこうと思い、最後に一度振り返る。

　だけど、涙でぼやけてよく見えない。

　まっすぐに伸びた背筋、美しいけど感情のない人形のような顔、抑揚のない話し方、そして時折見せる優しい笑顔。

「行くぞ」

　匠ちゃんに促されて、タクシーの後部座席に乗り込む。

　堰を切ったように、目から涙が溢れた。手の甲で何度も拭うが、次から次へと溢れて止まらない。

「稜はやめろ。経営者としては群を抜いて優秀だが、男としてはロクでもない」

　匠ちゃんは、吐き捨てるように言った。

　わかってる。わかってるけど、もう会えないと思うと胸が苦しくてたまらない。本当は田中に〝葛城家の次女〟ではなく、ひとりの女性として見てもらいたかった。

　だけど、その想いが叶うことはないだろう。

　田中は、私を引き止めようとしなかった。

　匠ちゃんも、それをわかっている。だから、これ以上傷つかないように、私を田中から強引に引き離した。

　私は一層、泣きじゃくる。

　航生とは正反対で、女心に疎うとい匠ちゃんは困り果てた様子だ。

「兄ちゃんが、いい男見つけてやる。だから泣くな」

　私の頭を不器用な手つきで、グシャグシャと撫でる。

〝兄ちゃん〟……そんな風に匠ちゃんが自分を呼んだのは、ずいぶん久しぶりだなぁと思った。










お嬢様の逃避行




　そして、それから二ヶ月が経った年末――。

「燁子様」

　テノールの声が、私の名前を呼ぶ。

「う……んん」

「燁子様、朝食のお時間です」

　私は羽毛布団からモゾモゾと顔を出す。

　時計を見ると、五時三十分……。

「ちょっと起こすの早くない？」

　私は羽毛布団を鼻まで下げ、抗議する。

「今日は大掃除するって言ったでしょ？　いつまでも、ぬくぬくしてるんじゃないわよ！」

　有無を言わさず、布団を引きはがされた。

「ちょっと！　何すんのよ！　このゲイ！」

「甘えるんじゃないわよ！」

　力じゃ到底敵わない。私はゴロンとベッドからずり落ちた。

「痛いじゃない」

　私は恨みがましい視線を向ける。

「お雑ぞう煮に作ってあるから、一緒に食べよ」

　鳶とび色の瞳が、柔らかに綻ぶ。

　着替えを済ませて、ダイニングテーブルに着席すると、漆器が運ばれてくる。

　蓋を開けると、醤油ベースのおすましに紅白の丸まる餅もちと、花形に切られたニンジンが浮かんでいた。

「わあ、綺麗」

　私は思わず目を輝かせる。

「関東風のお雑煮にしてみましたぁ」

　語尾にハートマークがつきそうな、可愛らしい言い方だ。

「ありがと、ユウキ」

　江え藤とうユウキは田中なきあと、葛城家の使用人として匠ちゃんがどこからともなく連れてきた。

　年は私よりもひとつ下の二十七歳で、茶色くふんわりとした長めの髪に、鳶色の瞳が美しい優男だ。細身で背がスラリと高く、モデルのような容姿に初めて会った時は思わず目を奪われたものだ。

　美貌だけなら田中に引けを取らない、いや、それ以上かもしれない。

　ま、ゲイなんだけどな。

　私を男とふたりで家に置くのは、匠ちゃんとしても不安だったようだ。

　とはいえ、この広い家を管理していくのに男手は必須だ。そして、考えたうえでの打開案がユウキだったのだろう。

　彼は料理、掃除などの家事が抜群にできる。

　さすが匠ちゃん、不可能を可能にする男。

　アクの強さも、田中の上をいく。

「あーあ、せっかくのお正月なのに、燁子とふたりきりってのも味気ないよね」

　ユウキはフウッと息を吹きかけて、お雑煮を冷ます。

「ユウキって恋人はいないの？」

「セクハラですよ、燁子様」

　人のプライベートにはずかずか土足で踏み込んでくるくせに、ユウキのことを尋ねるとスルリとかわされてしまう。

　まあ、普通の恋愛事情とはまた違うから、彼なりに話したくないことがあるのかもしれない。

「綺麗だからモテそうだけどね」

　ユウキは否定するでもなく、フフッとミステリアスな笑みを浮かべた。こういう時のユウキは、女の私もハッとするほど色っぽい。

「これ食べ終わったら、大掃除だからね！」

「おう！」

　私はガッツポーズを作った。




　九時少し前に、通いの家政婦である喜久田さんが姿を現した。

「おはようございます」

　すでに大掃除に取りかかっていた私は、リビングのランプを拭きながら挨拶する。

「あら喜久田さん、早かったですね」

　ユウキは頭にタオルを巻き、大きなマスクをつけ、箒ほうきを握りしめながら姿を現す。

「張り切っていますね、ふたりとも。私も早速、取りかかります」

　喜久田さんも腕まくりをする。

「じゃあ、喜久田さんは用意できたら、キッチンをお願いします。燁子はランプを拭き終わったら、二階の客室をお願い」

　ユウキは怪しげな姿で、テキパキと指示していく。

　この家の仮・当主である私は、その威厳の片鱗を見せることなく言われるがまま素直に従う。

　二階に上がると、客室が四部屋ほどある。

　そのうちひと部屋はユウキが私室として使用しているので、私は残りの三部屋を掃除することにした。

　鍵を開けて中に入る時に、少しだけドキドキした。

　この部屋は、数ヶ月前まで田中が使っていた部屋だったのだ。

　田中が出ていって以来、私がこの部屋に足を踏み入れるのは初めてである。

　木製のドアを開けると、ギギッと軋む音がする。

　中に入ると、セミダブルのベッドに作業用デスク、チェアが一脚置かれているだけでガランとしていた。壁を埋めつくしていた本やＣＤは、一枚も残っていない。

　それでも未練がましく田中の痕跡を探してしまう。

　しかし、何ひとつ見つけることができなかった。

　田中がここにいたのは、私の空想の中の出来事だったんじゃないかと思ってしまうほど。

　ベッドにゴロリと横たわる。

　ここでうたた寝をしていたら、田中が起こしに来てくれないかな。

　目から涙がこぼれ、頰を伝って落ちる。

　抑揚のない甘く響く声で、私の名前をもう一度呼んでほしい。

　甘い妄想に耽ふけりながら、私の意識は遠のいていく。




「ちょっと！　何サボッてるの！」

　私を現実に引き戻したのは、やかましいゲイのわめき声だった。

「ああ、ごめん……寝ちゃった」

　私はよだれを手の甲で拭いながら、むっくりと起き上がる。

「ずっと戻ってこないから、心配して探しに来たんだからね！」

　ユウキは眉間にぎゅうっと皺を寄せて、私を睨んだ。

「今、何時？」

「もう十二時半過ぎ。昼食の前に掃除を済ませちゃおう」

「この部屋は、掃除しないで」

「ダメでしょう、大掃除なんだから！」

　ユウキは眉を吊り上げて言う。

「私の嫌がることをしないで！」

　頑として引かずに言い返した。

　私が強くものを言うことはほとんどないので、ユウキは目をパチクリさせている。

「わかりましたよ、燁子様」

　諦めたように肩をすくめて言う。

　ユウキに八つ当たりするなんて最低だ。

　私はバツの悪さにうなだれる。

「じゃ、先にお昼にしよう。いじけてないで下に行くよ」

　ユウキは気を使って、明るく話しかけてくれる。

「ありがとう」

　私はベッドからピョンと飛び下りて、ユウキに腕を絡めた。

「お昼は何？　お腹空いた」

「ゴロゴロしてたくせに」

　ユウキは『呆れた』というように目をぐるりと回した。




　十五時。

　大掃除も一段落し、私とユウキと喜久田さんは、みかんを食べながらリビングのテーブルを囲む。

　テレビのワイドショーで、俳優夫婦の離婚報道が流れていた。

「このふたり、この間結婚したばかりじゃなかったっけ。確か、おめでた婚だよね」

　ユウキはみかんを口に放り込む。

「離婚すると思ってたわよ」

　喜久田さんは、もっともらしい口調で言う。

「ねー！」

　私とユウキは力強く同意する。

　スーパーの休憩室に集まるパートさんのようだ。メローな雰囲気の中、世間話に花を咲かせていると、玄関のベルが鳴った。

「あれ、宅配便かな」

　ユウキは立ち上がると、パタパタと小走りでリビングから出ていった。

　しばらくすると、玄関のほうが騒がしくなる。

「お客様でしょうか」

　喜久田さんが呑気な口調で言う。

　その時、リビングの扉が突然開いた。

「サプラーイズ!!」

　驚いて振り向くと、ママが両手を広げて立っていた。

　その後ろには、パパの姿もある。

「嘘っ!!」

　予告なしの両親の帰国に、私は思わず目を見張る。

「ただいま、燁子」

　ママがニッコリと、柔らかい笑みを浮かべた。

　私はピョンと立ち上がってママに駆け寄ると、勢いよく抱きついた。

「おかえり！」

　続いてパパにもハグをする。

「どうしたの？　突然」

「燁子を驚かせようと思ってな」

　パパは目尻に皺を寄せ、ニコリと微笑む。髪が以前よりも白くなったが、相変わらず細身で、我が父ながらなかなか素敵なロマンスグレーである。

「本当にビックリした！　でも嬉しい！」

　私も満面の笑みを浮かべる。

「いろいろ大変な時に、そばにいてあげられなくてごめんね」

　ママは眉を下げて、私を慈悲深い眼差しで見つめた。

「私は大丈夫よ」

　私はニッコリと微笑んでみせた。

　田中との一件で、伸夫のことは遠い昔のことのように思えるほどだ。




　この日は久しぶりに、親子で夕飯を食べる。

『和食が食べたい』というママのリクエストで、略式会席をユウキが用意してくれた。

　炊き合わせやお刺身が美しいお皿に盛りつけられて、重箱の中に収まっている。

「まあ、綺麗」と言って、ママは目元を綻ばせていた。

「今回は、どれくらい滞在する予定なの？」

「一月五日のフライトで戻るつもりだ」

　パパが答える。

「そっか……」

　炊き合わせの里さと芋いもをちびりとつまんで、私はボソッと呟く。

「ごめんね、燁子」

　ママは申し訳なさそうに目を伏せて、私の手をギュッと握った。

　しかし、私は別のところに思惑を巡らす。

　五日に帰国ということは、明日から正月の三ヶ日は来客ラッシュだろう。

　パパたちが帰る前日の四日まで、どこへ姿をくらませようかと算段を立てる。

「今年は、燁子も一緒にお客様をおもてなしできるんだ。賑やかになってよかったじゃないか」

　パパは、私の浅知恵を先読みして、あらかじめ釘をぶっ刺してきた。相変わらず抜け目がない。

「久しぶりにお着物を着ようかしら」

　ママは少女のように目を輝かせる。

「燁子と一緒に、着物でお出迎えしたら華やかになるね」

　パパも乗り気だ。

「江藤さん、お着物はどこへしまってあるかご存知？」

　すっかりその気の母は、ユウキを呼びつけた。

「和室の納なん戸どにあるので、今晩出してアイロンをかけておきましょう」

　ユウキは、ニコリと微笑んで言う。

　両親の前ではオネエ言葉も封印して、品行方正にしている。

「お願いするわ」

　ご機嫌の母とは反対に、私はため息をついた。

　ああ、新年早々、面倒臭いことになりそうだ。




　翌日。

　皮肉なほどに快晴だ。

　朝から和室で母と喜久田さんに、着物を着つけてもらう。

　私は潤みのある朱色の、小こ紋もんを選んだ。満開の桜の花びらが、はらはらと風に舞うような美しい文様だ。着物に合わせる帯は、濃い朱色に白い牡丹が描かれた大胆なデザインで、粋いきに仕上げた。

　ママはピンクベージュのちりめん地に、小さな水玉の模様が刺し繍しゅうされた小紋を選び、淡いピンクの帯を締める。

　柔らかく女性的な印象でママにピッタリだった。

　化粧はいつもよりアイラインをくっきりと入れて、口紅も赤めの色を選ぶ。

　髪はユウキが、タイトにまとめてくれた。

　早速、リビングでくつろいでいるパパに着物姿をお披露目しに行く。

「ふたりが揃うと艶やかだな」

　ソファに座るパパは、私とママの姿を眺めて満足げに目を細め、うんうんと感慨深そうに頷く。

　この日一番の訪問は、もちろん抜け目のない跡取り息子匠ちゃんだった。

「あけましておめでとうございます」

　匠ちゃんはリビングに入ってくるなり、両親に折り目正しくご挨拶する。なんてできた立ち居振る舞い。

「アキー！」

　私の姿を見て、甥おいっ子の圭けい人とと姪めいっ子の英え茉まが駆け寄ってきた。

　ふたりは二卵性双生児で、今年五歳になる。

「アキ、絵本に出てくるお嬢様みたい」

　いやいや、本物ですけどね。

　私の脚にギュッとしがみつく英茉は愛くるしいので、まあ、いいや。

「ありがと」

　茶色の長い髪をサラサラと撫でてやると、嬉しそうにニッコリ笑う。

「アキ、お年玉くれよ」

　圭人が手を差し出す。

「用意してあるから、あとのお楽しみね」

「まあ、お前の『やすげっきゅう』じゃ、期待できないけどな」

　相変わらず可愛げのないガキだ。

　スベスベした頰を、ニュッと横につまんでやった。

「燁子さん、早速ごめんね」

　後ろから圭人たちの母親、つまり匠ちゃんの嫁である遥はるかさんが苦笑いを浮かべている。背が小さく、華きゃ奢しゃで可愛いらしい。物腰が柔らかくおっとりした雰囲気は、いかにも育ちのよいお嬢さん、という感じである。

「お祖じ父い様とお祖ば母あ様のところへ、ご挨拶しに行ってきなさい」

　遥さんに言われると、圭人たちはキャキャッと楽しそうに笑いながら、パパとママのもとへパタパタと駆けていく。

「よく来たな。英茉、圭人」

　仕事の鬼と言われるパパも、双子の可愛い孫にはメロメロだ。

　持ってきた手土産を、冷蔵庫に入れるという遥さんを手伝うために、一緒にダイニングまで移動する。

「ふたりとも、会うたび大きくなるね」

　私は紙袋からハムを取り出して、遥さんに手渡す。

　受け取った食材を、遥さんは手際よく冷蔵庫に入れていく。家を出たあとも、圭人たちに会いに匠ちゃんの家にはちょくちょくお邪魔していた。

　私と遥さんは年も同じなので、仲良しだ。

「そうね。だいぶ手はかからなくなったけど、なんせ生意気で」

「生意気なのは父親似かな」

　私が肩をすくめて言うと、遥さんはおかしそうに声をあげて笑う。

「誰が生意気だって？」

　いつの間にか、抜け目のない長男がすぐ後ろに立っていた。

　私はニヤニヤと笑ってごまかす。

「まったく」

　匠ちゃんは私のそばを通り過ぎ、冷蔵庫からビールを取り出す。

「あまり飲みすぎないでくださいね、お正月なんですから」

「はいはい」

　遥さんにチクリと小言を言われて、匠ちゃんは苦笑いしながら肩をすくめる。

　葛城商事の常務執行役員も、可愛い妻の前では形かた無なしだ。

　私もこんな風に、家庭を持つ日がいつか来るのかな。

　幸せそうな匠ちゃん一家を見ていると、ふとそんなことを思う。

　結局、別れたあと、田中から連絡は一切なかった。

　これは、もう終わったってことだよね。あの時は苦しかったけど、こうやって踏ん切りをつけることができてよかったのかもしれない。

　時折、胸の奥に深く刺さった棘が痛むこともあるが、それも徐々に和らいでいくことを私は知っている。

　伊だ達てに二十八年間、生きてきたわけじゃないもの。

　その時、玄関のほうがにわかにざわついてきた。

「お客様かしら」

　私は玄関のほうへと視線を向ける。

「来たな。行くぞ、遥、燁子」

　匠ちゃんを先頭に、私たちは玄関へ移動する。

「あけましておめでとうございます！」

　専務をはじめとした葛城商事の役員集団が、揃って玄関でご挨拶する。

「あけましておめでとうございます」

　私たち葛城家も家族総出でお出迎えだ。

　圭人と英茉も、ちょこんと頭を下げた。

「ささ、どうぞ、中へお入りください」

　匠ちゃんが、役員たちを招き入れた。

　ここから宴会開始だ。

　ダイニングの中央にあるテーブルには、重箱に入ったおせち料理やお寿す司し、サンドイッチなどの軽食と、日本酒、焼しょう酎ちゅう、ウィスキーなどのお酒がズラリと並べられている。

　席を所々に設けた立食形式になっており、ちょっとしたパーティーさながらだ。

　パパと匠ちゃんが、ホストとしておもてなしする。

　ユウキをはじめ、ママや私、そして嫁の遥さんも、お酒を配ったり、料理を運んだりと、お給仕役に徹する。

「久しく見ないうちに、燁子さんは綺麗になったねぇ！　なんでもご実家に戻られたとか？」

「そうなんですよ、斎藤副社長。いい人いたら紹介してくださぁい」

　時にはホステス役も演じてみたり……。

「それなら、ちゃんと手配していますよ。もうそろそろ着く頃だ」

　斎藤副社長は意味深なことを言って、ニヤリと笑う。

「へ？」

　私は思わず聞き返した。

　すると、再び玄関のチャイムが鳴る。

　リビングに、三十代くらいの精せい悍かんな顔立ちをしたスーツ姿の男性たちが入ってくる。

　私は目をパチクリさせた。

「うちの優秀な若手を連れてきたんですよ」

　斎藤副社長は澄ました顔で、しれっと言ってのける。

「へ？」

　意味がわからず聞き返すと、斎藤副社長は狸たぬきのような顔でニッコリと笑った。

　パパへの挨拶が終わったのを見計らい、ユウキはすかさず、若い男性にお酒を勧めている。ちゃっかり色目を使っていて、どこまでも逞しいヤツだ。

　私も新たなお客様にグラスを運び、ビールを注ぐ。

「燁子さんですか？」

　男性のうち、ひとりに話しかけられた。

　背が高く、がっしりとしていて、いかにもスポーツマンといった風貌である。

「自分は葛城商事の関連会社、葛城メタルの代表をしております不ふ破わと申します」

「はじめまして」

　私は社交辞令でニコリと微笑んだ。

「やはり代表のお嬢さんだけあって、お綺麗ですね」

　不破は照れてガハハッと笑う。背が高くて少々怯んだが、悪い人ではないみたい。

「お上手ですね」

　私もクスリと微笑む。

「僕もお話いいですか？」

　神経質そうな細身の男が間に入ってくる。

「私は葛城商事の繊維部門で働いている、高たか橋はし 豊ゆたか、高橋 豊です」

　高橋は、選挙のように名前を繰り返す。

　私は、あっという間に数人の男性に取り囲まれた。

　ああ、そういうことか。正月の挨拶にかこつけて、私の結婚相手を探そう、ってことね。婿むこに見合う優秀な男性を集めて。

　これまでの人生において、一度にこんな多くの男性に言い寄られたことは初めてだ。それだけ、葛城の名前って魅力なんだ。

「お酒、持ってきますね」

　私は逃げるように、その場をあとにした。

　キッチンに行くと、ユウキがお銚ちょう子しを湯せんして、熱あつ燗かんを作っていた。

「ユウキー」

　私はノロノロと歩み寄り、後ろから抱きついた。

　ユウキはほんのりと薔薇の香りがする。

　そのまま背中に顔をうずめた。

「どうしたの？　燁子」

「またパパがなんか企んでるみたい」

「ああ、モテモテだったね」

　ユウキはおかしそうにクスクス笑う。

「どうせ皆、お目当ては葛城商事よ」

「バカだね、燁子は。本気でそう思っているの？」

　ユウキは身体をひねってこちらに向き直すと、私の頭をポンポンと撫でる。

　その時、表に通じる勝手口のドアがガチャリと開く音が聞こえた。

　私とユウキは、ビクリと身体を硬直させて振り返る。

「あれ……？」

　三人が一斉に声をあげる。

「お邪魔だったかな？」

　入ってきた男性が、無表情のまま尋ねる。

「いえ、おかまいなく」

　ユウキが強張った表情のまま答える。

　男性は当たり前のように、勝手口から中に入ってくる。

　手に持っていたビニール袋からビールを取り出すと、慣れた様子で冷蔵庫を開け、中に詰め込んだ。

　私が好きな銘柄だ。

「じゃ、失礼しました」

　折り目正しく挨拶すると、キッチンから出ていった。

「誰？　すっごいイケメン……」

　ユウキがボソリと呟く。

「今の人はね、田中って人」

　私は今見た光景が信じられず、呆然としたまま答えた。

「なんだ、知り合いか」

　ユウキはホッとしたように呟いた。

　さっきのは、私が見た幻だったのかな。田中を想うあまりに見た幻影……。

　私はフラフラとした足取りで、熱燗を運びながらリビングへ戻る。

　恐る恐るドアを開けると、やっぱりそこに田中は、いた。

　ソファに腰かけて、パパと談笑している。匠ちゃんと藤原氏も一緒だ。

　滅多に見ない田中の笑顔。

　パパの表情も、心なしかイキイキしている。

「燁子さん、こちらにいらっしゃいましたか」

　不破がすかさず私に近づいてくる。

「ああ、遅くなってすみません。お酒を持ってきました」

「ささ、こちらへ」

　奥のテーブルへ連れていかれると、再びハーレム状態だ。でも、全然嬉しくない。意識はすっかり、別のところにある。

「燁子さん、今度お食事でもいかがですか？」

　高橋 豊に食事に誘われても、適当に相槌を打って、左から右に聞き流す。

　どうして田中がここにいるの？　よく私の前に姿を現せたものだわ。パパも娘を傷つけた最低な男と、どうして機嫌よく話しているの。匠ちゃんだって引き離しておきながら、田中にこの家の敷居をまたがせるなんて信じられない。

　混乱と怒りで目眩がしてくる。

「ちょっとよろしいですか？」

　顔を上げると、すぐそばにユウキが立っていた。

「燁子様は気分がすぐれないようですので、少しの間、失礼させていただいてもよろしいでしょうか？」

　柔らかい物腰だが、有無を言わせぬオーラ全開だ。

「ありがとう、ユウキ」

　差し出された手を取って、私はフラフラと立ち上がる。

「大丈夫ですか？　燁子さん」

　不破が心配そうな面持ちで言う。

「申し訳ありません。着替えてすぐ戻ります」

　私は力なく微笑み、男性陣に一礼すると、その場を離れる。

「どうしたの？　燁子。真っ青じゃない」

　ユウキが耳打ちする。

「慣れない着物を着たせいかな。締めつけで、気分が悪くなっちゃった」

　ユウキに寄り添いながら、ダイニングをあとにする。

　自分の部屋に戻ると、さっさと着物を脱ぎ、締めつけのないワンピースに着替える。

「ちょっと横になったほうがいいよ」

「うん、そうしようかな。ありがとう、ユウキ」

　ユウキは眉根を寄せ、心配そうな表情で私の頭を撫でると、部屋から出ていった。

　足音が聞こえなくなるのを確認すると、私はクローゼットからブランド物の旅行バッグを引っ張り出した。

　やっぱり、しばらく雲隠れしよう。

　ランジェリーや洋服、化粧品など、身の回りの物をバッグに突っ込んでいく。

　実家にいたら、連日、花婿候補が列をなしてやってくるだろう。たまったもんじゃない。

　田中の姿を見ただけで、すっかり心をかき乱されてしまった。このままだと、頭がおかしくなりそう。

　私は、まだいろいろなショックから立ち直れていないこと、四日には家に必ず戻ることを殊しゅ勝しょうな文章でしたため、パパとママに手紙を書いて机に置いた。

　誰にも見つからないよう細心の注意を払って一階まで下りていき、音をたてぬよう玄関の扉を開けると、真冬の寒空のもとへ飛び出していった。私は旅行バッグを抱えながら、広い敷地を駆け抜ける。

　どんなに優秀でも、葛城家の家柄目当ての人とは、結婚する気になれなかった。

　とりあえずパパたちが帰るまで、姿をくらませられたらいい。箱根の別荘にでも行こうかな、なんて考えていたら、注意力が散漫になっていた。

　不意に薔薇の植え込みから人影が現れたが、気づかず突っ込んでいた。

「きゃあ！」

　衝突の勢いで、私は尻餅をつく。

「すみません！」

　腰をさすりながら見上げた瞬間、息が止まりそうになる。

「燁子……？」

「……田中」

　私はかすれた声で呟く。

「よそ見してて気がつかなかった。すまない」

　田中は私を抱き起こしてくれた。

　ふんわりと香る懐かしいコロンの香り。

「怪我はない？」

　田中は、私の服についた砂を払い落としてくれる。

「大丈夫。ありがとう」

　田中はさっきまでリビングでパパたちと話していたので、まさか庭で会うとは思わなかった。

「あなた、こんなところで何をしていたの？」

　私は怪訝に思い、視線を向ける。

「いや、薔薇の苗の様子が気になって」

　田中はチラリと植え込みに視線を向ける。そういえば、使用人をしている時も丹念に薔薇の世話をしていた。

「燁子こそ、そんなに急いでどこへ行くんだ？」

　ああ……この抑揚のない声。久しぶりだわ。

　だけど、執事の時とは全く違う話し方だ。きっとこちらが本来の田中の姿だろう。慣れないけど、隔たりがなくなったような気がして少し嬉しく思う自分がいる。

「ちょっと、コンビニまで」

　私は言葉を濁す。

「そのわりに、ずいぶん大荷物だな？」

　田中は荷物を拾うと、片眉を上げて尋ねる。

　私は咄嗟に気の利いた言い訳が思い浮かばず、グッと押し黙る。

「まさか、またお得意の家出か？」

　鋭い。私はギクッと固まった。

「大体、田中こそどうしてうちにいるのよ」

　慌てて話題を変えて、はぐらかす。

「代表が日本に戻っていると聞いたから、新春のご挨拶をしに来た」

　資本提携を結んだばかりのｅｐｉｃの代表として、至極真っ当な理由である。

「あんな恥をさらしといて、よくうちの敷居がまたげたわね」

「ビジネスと燁子のことは、関係ないから」

　田中はしれっと言ってのける。

　全く悪びれていない態度が腹立たしい。

「関係ないなら放っておいて」

　そそくさとバッグを受け取ろうと手を伸ばすが、すんでのところでひょいっとかわされる。

「ちょっと返してよ！」

　私はキッと田中を睨みつける。

「どこに行くのか言ったら、返してやるよ」

　ムキになる私を見て、田中は意地悪そうにニヤリと笑みを浮かべた。

「家出じゃないわ。箱根の別荘に行くの」

「年始の挨拶で来客も多いのに、別荘なんて行っている場合か？」

「どうでもいいでしょ!?」

　しつこく追及してくる田中に嫌気が差して、鼻の頭に皺を寄せる。

「社長にお伝えしたほうがいいかな。燁子がコソコソ逃げ出そうとしてること」

　田中は横目で、こちらへチラリと視線を向けた。本当に底意地が悪い。

「年始の挨拶にかこつけて、いろいろ面倒臭い思惑があるから嫌なのよ」

　私はふくれてプイッと横を向く。

「箱根にいても、すぐバレるのが落ちだろ」

「少し時間を稼げればそれでいい。五日には、パパたちもアムステルダムに戻るから」

「まあ、せいぜい見つからないように気をつけろよ」

　田中は素っ気なく言うと、ショルダーバッグを手渡す。

　突き放されたようで、今さらながらショックを受ける。

　そりゃそうだよね。

　葛城商事との提携を取りつけた今、私は用なしなのだと改めて思い知らされる。

　私はくるりと背を向けて、足早にその場を立ち去る。

　自分にいくら言い聞かせても、涙がボロボロとこぼれていく。

　もう少しで、田中に泣き顔を見せるところだった。

「燁子！」

　不意に腕をつかまれる。

　思わず涙で濡れた顔のまま、振り向いた。

「やっぱり、また泣いてる」

　田中は呆れたように肩で息をついた。

「か、関係ない、って自分で言ってたじゃない」

　私はうつむいて顔を隠した。

「来い」

　田中は私からバッグを奪い取ると、グングン先を歩いていく。

「ちょ、ちょっと待ってよ」

　私は小走りであとを追いかけていく。

　やっぱり私を放っておけないんだから、田中ったら。

　心の中でほくそ笑む。

　しかし、出口とは逆に、屋敷のほうへと歩いていく。

「ちょっと！　田中！　私は帰らないからね」

　田中は無視だ。

「田中！　裏切る気!?　家に送り返したら、ひどい目に遭わせてやるんだから！」

　田中はピタッと足を止め、こちらを振り向き、すぐそばまで歩み寄ってきた。

「な、何よ」

　相変わらず無表情で、何を考えているのかわからない。思わず怯んでしまう。

「ひどい目って？　例えば？」

　田中は屈んで私の顔を覗き込む。

　美しい顔が近づくと、思わず動揺してしまう。

「そ、それは……秘密」

　私は横に視線を向ける。

「へえ？　それは興味深い。どんな目に遭うのか試してみようかな」

「……本当に意地悪ね」

　困り果てて私はうつむいた。

「燁子が悪い」

　田中がボソッと呟いたが、意味がわからず首を傾げる。

　そして田中はくるりと向きを変えると、そのままスタスタと歩いていく。あとをついていくと、屋敷には行かず、その手前にあるガレージへ入っていく。

　ああ、車を取りに来たのか。

　送り返されず、私はホッと胸を撫で下ろす。

「乗って」

「はい？」

　ガレージで、私はヘルメットを手渡された。田中はバイクにひらりとまたがる。

「あれ、車じゃなかったんだ」

「混むから」

　田中はフルフェイスのヘルメットを被る。

　どうしよう……私、バイクに乗ったことないや。

　乗るのに躊躇していると、バイクのエンジンがかかる。

「それで、どうされますか？　燁子様」

　執事口調で尋ねてくるところが、癪に障る。無言でヘルメットを被ると、後ろのシートに乗り込んだ。

　バッグを田中との間に挟み、恐る恐るウエストに手を伸ばす。

「出してちょうだい」

　田中は私の手首つかんでグイッと引っ張り、しっかりと自分の身体に密着させる。

「かしこまりました、燁子様」

　バイクのアクセルを二、三度ふかし、急発進させた。

　人生初のバイク。憧れていた彼とのツーリング。

　……しかし、それは地獄だった。

　生身の身体で感じるスピードに、恐怖のあまり声も出ない。周囲の景色も、全く目に入らなかった。

　そのうえ、極寒。真冬にバイクなんて乗るもんじゃない。私の憧れは木っ端微塵に吹き飛んだ。




「着いたよ」

　バイクがようやく停まると、私はゆっくりと目を開けた。

「ここは……？」

　どこかの地下駐車場のようだ。

「駐車場」

　いや、それはわかってる。

　田中はバイクから降りると、ヘルメットのベルトを緩めて脱がせてくれた。

「バイクの感想は？」

「悪くなかったわ」

　引き攣った顔で言うと、田中はクスリと微笑む。

　強がっているのが、バレているのだろう。

　彼は私の手を取り、バイクから降ろしてくれた。

「行こう」

　そのまま手を繋いで、駐車場の出口まで歩いていく。

　エレベーターに乗ると、最上階の十階で停まった。

　ドアが開くと、部屋がズラリと並んだ広々とした屋外の通路に出る。どうやらマンションのようだ。

　田中は一番突き当たりの部屋まで来ると、慣れた手つきで鍵を開ける。

「どうぞ」

　ドアを開くと、中に入るよう促された。

　玄関の床は白い大理石風のタイルが貼られ、片側は一面木製のシューズクローゼットになっている。田中が扉を開くと、スニーカーから革靴まで様々な靴が几帳面に並べられていた。

「お邪魔します」

　私はペコリと頭を下げて、揃えて置かれた白いレザーのスリッパに足を通す。

　広々としたリビングには、白いソファと木製のローテーブルが置かれ、フローリングの床にはグレーのラグが敷かれている。

　壁際には大きなテレビが置かれ、その両脇には書籍とＣＤが、ズラリと並べられている。

　ああ、ここは田中の部屋だな、と否が応でもわかる。

「着替えてくるから座ってて」

　田中は引き戸を開けて、隣の部屋へ入っていった。

　おそらく寝室なのだろう。

『青年実業家』と言われているわりには、そんなに派手な暮らしぶりではないところが彼らしい。

　ガラス戸を開けてベランダに出ると、東京タワーが間近に望める。

「綺麗」

　ボソッと呟くと、息が白く凍る。

　パパたちは、今頃どうしてるかな。手紙を置いてきたので、心配してないと思うけど、怒ってるよね、きっと。匠ちゃんも、田中の家にいるなんて知ったら驚くよな。

「っていうか、私がビックリだわー！」

　思わず叫んでしまった。

　どこかに連れ出してほしかったけれど、まさか自宅に連れ込まれるとは！　大人しくついてきてしまった私も私じゃないか！

　今さらながら、プチパニックに陥る。

　どうしよう。このままじゃ、絶対何かされる。田中はエロいから。どうやって逃げよう。コンビニに行くフリをしても、さっきのようにすぐバレる。

　いや、でもここで案外どうにかなってもいいのではないか、という気もする。

　田中を好き、だと思う。だから結ばれるのは自然なことである。

　でも、そのあとに逃げられたら？

　報われない想いに苦しみ、気まぐれで愛された思い出に縋すがる。

　それって地獄じゃない。

　魔が差したものの、やっぱり女の操みさおは守り抜こうと固く決意する。

「こんなところにいたのか」

　後ろから声をかけられ、振り返る。

　紺色のカーディガンにデニムというラフな格好に着替えた田中が、ガラス戸から顔を覗かせた。

「寒いから風邪ひくぞ」

　私は部屋の中に戻る。

「手が冷たくなっているじゃないか」

　田中は私の両手を、ギュッと握りしめた。

「夜景が綺麗だったから見ていたの」

「また逃げたかと思った」

　田中は私の顔に手を添えて、ジッと見据える。

「ほかに行くところなんてない」

　私は唇を尖らせて言った。

「コーヒーを淹れるから座ってて」

　田中は私の頭をクシャリと撫でた。

　今はそんな些細なことさえ嬉しい。

　ソファに座っていると、田中がコーヒーカップをトレイに載せて運んできた。

「いただきます」

　久々に田中が淹れてくれたコーヒーをひと口飲む。

　香りも芳醇で、濃さもちょうどいい。

「やっぱり田中のコーヒーは美味しいわね」

　思わず笑みがこぼれる。

「恐れ入ります」

　田中もクスリと微笑んだ。すぐ隣に座っているので、ドキドキする。

「ねえ、今日は夕飯なあに？　私、お腹空いちゃった」

　田中はニッコリと笑みを浮かべる。

　まあ、可愛い。

「自分の立場わかってるか？」

「はい？」

　笑顔と似つかわしくないセリフに、思わず聞き返してしまった。

「燁子は俺にかくまってもらっているんだろう？　それなのに、甲斐甲斐しくお世話をしてもらうつもりか？　もう、お前のパパから給金をもらっていないのに？」

「いいじゃない。葛城商事から融資してもらってるんでしょう」

「俺はその葛城商事の代表の意に反することをしている。燁子が泣きべそかくからな」

　相変わらず口の減らない男だ。

　私は言い返せずに「うぅ」とうなる。

「だから、タダで泊まらせるわけにはいかない。ここにいる間は、しっかりと働いてもらう」

「ええ！　嫌だ！　じゃあ、出てく！」

　私が立ち上がろうとすると、田中は腕をつかむ。

「なんなら、燁子がここにいることを、今すぐ匠に連絡してもいいんだぞ？」

　そうしたら、すぐに迎えが来て強制送還だ。ハッキリ言って脅迫……。

「やっぱり性格悪いな」

「口の利き方に気をつけなさい、葛城さん？」

　田中は悪魔の笑みを浮かべ、長い指で私の顎をスルリと撫でた。




「味み噌そ汁しるしょっぱい。それに、ちゃんと出だ汁し取ったのかよ？」

　意地悪な姑しゅうとめのごとく、田中は私の味噌汁にケチをつける。

　夕飯の献こん立だては、塩しお麹こうじの唐揚げと筑ちく前ぜん煮ににほうれん草のお浸し、それにご飯とお味噌汁。

　……すべて私が用意した。

「唐揚げは、まあまあだな」

　相変わらず無表情なので、褒められている気が全くしない。

　彼は文句を言いながらも、すべて平らげた。




　夕飯を済ませると、田中はリビングでソファに座り、雑誌をめくりながらくつろいでいる。

「葛城くん、紅茶を淹れて」

「はい」

　指示する姿も、堂に入っているのが癪である。

　私はため息をつきながら、キッチンで紅茶の用意をする。茶葉をティースプーンで適当に掬い、ポットに入れるとお湯を注いだ。あとは葉が開くまで蒸らすだけ。

　エロいことをされるなんて、とんでもなかった。

　まさか使用人の扱いを受けるとは、想像を超えた嫌がらせだ。

　田中、やるわね。

　紅茶と一緒に、クッキーを小皿に入れたお茶受けをテーブルの上に並べる。

「ありがとう」

　田中は雑誌から目を離さずに礼を言うと、優雅な仕し草ぐさで紅茶をひと口飲む。

「渋いな。茶葉の量、ちょっと多くない？」

「……申し訳ありません」

　本当にムカつく男だ。

「お風呂は用意できてるか？」

「さっきスイッチを入れておいたので」

　田中は「うむ」と納得したように頷く。

　その後も、私は夕飯の洗い物やキッチンの片づけなど、慌ただしく働き続ける。

　しばらくすると、田中が髪をタオルで拭きながらお風呂から戻ってきた。サッパリした顔がまたムカつく。

「もういいよ、掃除は」

　田中は冷蔵庫から、ビールを取り出す。

「それよりも、お相手してよ。葛城くん」

「え……」

　私はピシリと固まる。

　田中はニッコリ微笑むと、缶ビールを差し出した。




　リビングのソファに並んで座り、最新ゲーム機のカートゲームで対決する。

　田中の操作するお姫様のキャラクターが、私の操作するキノコのキャラクターに、事もあろうに亀の甲こう羅らを投げつける。

　見事クリティカルヒット。

　私のキャラは、クルクルとスピンする。

　その隙に、田中は一位でゴール。

　……結局、私はビリだった。

　田中は愉快そうに、声をあげて笑う。

「もう、やらない！」

　私はハンドルタイプのコントローラーを、田中に投げつけた。

　それでもまだ肩を震わせ、笑っている。

「つまらない！　もう寝る！」

「どこで？」

「え……」

　田中に言われて、一瞬たじろぐ。

「一緒に寝る？」

　田中は小首を傾げ、背もたれに長い腕を回して距離を縮めてくる。

「ひとりでソファで寝ます」

　私は笑顔だが、断固とした口調で言う。

「なんだ、つまらないな」

　田中は不満げに目を細め、私の顔を見据える。

「と、とりあえず、お風呂入ってくる」

　私は立ち上がると、視線から逃げるようにバスルームへと向かった。




「ふぇー……」

　湯船に身を沈めると、だらしないため息が漏れる。

　今日はよく働いたな。そして今、なぜか田中の家にいるから人生って不思議。

　あんなに恋焦がれていた田中と念願の再会を果たしたものの、実際会えば性悪男だった。会えないことで、思い出が美化されていたのだろう。

　いや、使用人だった頃のほうが、まだ優しかった。再会してからは、本当に意地が悪い。

　こんなことなら、家で接待していたほうがまだマシだったかな。最悪なお正月だ……。

　私は湯船にブクブクと顔を沈めた。




　お風呂から上がると、お気に入りの肌触りのいいルームウェアに着替える。

　リビングに戻ると、田中は床の上に胡坐をかいて座り、ローテーブルに置かれたノートパソコンをジッと見つめて、一心不乱にキーボードを叩いている。おそらく仕事をしているのだろう。

　真剣な表情なので、話しかけるのも気が引ける。その姿を横目に、持ってきた化粧品で肌を整える。

　それが終わると、冷蔵庫からミネラルウォーターを出して喉を潤した。

　時計を見ると、あと十分で日付が変わる頃だった。

　どうしよう。田中の仕事が終わらないと、ソファで眠れないよ。

「あの……田中、私、寝るね？」

　勇気を出して話しかけてみると、気のない返事が返ってくる。

　しめた！

　私はそそくさと、寝室の引き戸を開けて中に入る。

　田中の寝室は、大きなダブルベッドに観葉植物が置かれたシンプルな部屋だった。

　私は広々としたベッドに、ドサリと倒れ込む。

　サイドテーブルにはランプが置かれ、その脇に何冊もの本が雑然と積み上げられている。

　私はモソモソと布団にもぐり込むと、本を一冊手に取った。

　ペラペラとページをめくると、小難しい経済用語に、グラフやデータが羅列されている。

　やはり、すぐに眠気が襲ってきた。

　ああ、やっぱり睡眠導入効果が抜群……。

　私は、そのまま本の上にバタリと倒れ込んだ。




「おいっ！　燁子」

　不機嫌な声で、深夜に起こされる。

「あら田中……久しぶりね」

　私は半分眠った状態で、状況がよくつかめない。

「お前！　本によだれ垂れてんじゃねえか！」

「ああ、ごめんごめん。なんか読んでたら眠くなっちゃった」

　私は手の甲でよだれを拭って、本から顔を退ける。

「『読んでた』って、内容はわかっているのか？」

「ぜーんぜん。でも読んでたらよく眠れるの」

「信じられない」

　田中は目を大きく見開いて、フルフルと震えている。

「はい、返す」

　私が本を差し出すと、田中は手から引ったくった。

「どいてくれないか？」

「ああ、ごめんね」

　ベッドの真ん中を陣取っていたので、左のほうへ移動する。

「おやすみ」

　私は横たわると、再び布団の中にモソモソともぐり込んだ。

「おい！」

「もう何よー」

　私は布団の中から、迷惑そうに眉をひそめて顔を出した。

「燁子はソファで寝るんだろ？」

「いい年して女性をソファで寝かせるなんて、野や暮ぼなこと言わないでよ」

「相変わらず口の減らない女だな！」

　田中はイラ立たしげに、布団を引きはがす。

「ちょっと！　寒いじゃない！　何すんのよ！」

　ああ……甘いムードはゼロ。いい年した男女が、ベッドルームにいるというのに。私と田中は相性が悪いんだなあ、と改めて思い知らされる。やっぱり、再会なんてするべきじゃなかったのかもしれない。

「もういい……そんなに私が邪魔なら、家に電話して迎えに来てもらう」

　これ以上ケンカするくらいなら、家に帰って感情のない人形のようにニコニコ笑っているほうがマシだ。

「本当に甘ったれだな」

　田中は軽蔑したように鼻で笑う。

「気に入らないと、すぐ逃げる。自分で状況を改善しようとする発想が、そもそもないんだよ」

　田中の言葉が、矢のように心に突き刺さる。

「じゃあ、どうすれば田中は前みたいに優しくしてくれるのよ。お給金を払ったら優しくしてくれる？」

　私はまたグズグズと泣いてしまう。これでは、甘ったれと言われても仕方ない。

「ぜ、全然連絡も寄越さないし、突然現れたと思ったら意地悪ばっかりして、わけがわからない」

　私は、涙を手の甲で拭いながら言う。

「もう燁子の涙には騙されない。もうたくさんだ」

　田中から返ってきたセリフは、さらに追い打ちをかけて私を傷つけた。

「お兄様に迎えに来てもらって、家であの使用人にでもお相手してもらえよ」

　こんなひどい言葉を投げかけられるくらいなら、もう田中とは一緒にいられない。

「失礼ね！　ユウキと私はそんな関係じゃないわよ！」

　私は怒りで顔が真っ赤になる。

「キッチンで抱き合ってたじゃないか」

　田中は冷ややかに笑って言い返す。

「ユウキが、女の私を相手にするわけないじゃない」

「……どういう意味だ？」

　私の発言に、田中は眉根を寄せて首を傾げて聞き返す。

「彼の恋愛対象は、男性だもの」

　田中はピシリと固まった。

「もしかして……あれか？　男同士で付き合ったり、なんかその、いろいろするっていう……」

　その知的な切れ長の瞳に、動揺の色が浮かぶ。きっと田中にとっては、未知との遭遇なのだろう。

「そうだよ。なんかおっさんみたいな表現だけど」

　田中はアホのように、ポカンと口を開けていたかと思うと、手で顔を覆い、急に声をあげて笑いだした。

　真夜中に頭の線が切れてしまったんじゃないか、と不安になる。

「だ、大丈夫？」

　私は恐る恐る田中に尋ねる。

「大丈夫じゃないかもな」

　言葉とは裏腹に、田中の表情は穏やかだ。やはりプッツン切れて、あっち側の世界に行ってしまったのだろうか。

「俺はてっきり、燁子があの使用人にたぶらかされてると思って……」

「確かに、前任者にたぶらかされたからね。今回はそうならないよう、匠ちゃんも考えたみたい」

　私と田中は目が合うと、クスクスと笑い合う。

「まさか、嫉妬してたの？」

　私がふざけて言うと、いつも饒じょう舌ぜつな田中が言葉を失っている。どうやら図星のようだ。

「……それで、帰るのか？」

「田中が意地悪するからなぁ」

　私は横目でチラリと様子を窺う。

　田中がそっと私の手を握ってきた。きっと帰ってほしくないのだろう。

「明日はパンケーキが食べたい。フルーツとクリームがたくさん載ってるやつ」

「かしこまりました」

　田中はペコリと頭を下げる。

　うん、やっぱり、こうでなくっちゃ。




　窓から陽が射し込み、私は目を覚ます。

　見慣れない天井だったので、一瞬ここがどこかわからなかった。

　ああ……そうか。昨日は田中の家に泊まったんだ。

　結局、田中は寝室を私に明け渡し、リビングのソファで眠った。

　もう起きてるかな。

　寝室の引き戸をそろりと開けて、リビングへ出ていく。

　ソファに布団でくるまれた蓑みの虫むしのような物体が、ゴロンと転がっている。布団をめくっていくと、田中の無防備な寝顔がそこにあった。

　いつもよだれを垂らしている私とは違い、天使のようだ。

　整った形の唇に、指先でそっと触れてみる。

　ここから辛辣な言葉が出てくるなんて、なんだかもったいない気がしてくる。どうせなら、とろけるような甘い言葉を聞いてみたいものだわ。

　ジッと寝顔に見入っていると、長い睫毛が二、三度痙攣し、ゆっくり持ち上がる。

「おはよ」

　田中はビクリと身体を強張らせると、慌てて起き上がった。

「な、なんだよ。寝込みを襲う気か？」

　はい、出た。毒舌。

「可愛いから見ていただけ」

「悪趣味だな」

　田中は嫌そうに眉根を寄せた。

　ローテーブルに置いてある眼鏡を取ってかける。

「ねえ、田中。お腹空いた」

　田中は、棚の上にあるデジタル時計に目を向けた。

「十時か……完全に寝坊だな」

　田中は寝癖のついた髪をイラ立たしげに、クシャリとかき上げた。

　フルーツパンケーキと紅茶、それにトマトとモッツァレラチーズのサラダが食卓に並ぶ。

　田中は約束通り、作ってくれた。

「いただきまーす」

　私は念願だったパンケーキを、大口で食べる。

「やっぱり、パンケーキは田中が一番ね」

　私が満面の笑みで言うと、田中はピクリと片眉を上げる。

「パンケーキは？　『は』ってなんだ？　『は』って」

　ユウキも料理がうまいんだ、これがまた。特に和食は絶品。

　でもそれを言うと、ヘソを曲げて面倒臭くなりそうなので、さっさと話題を変える。

「今日は初はつ詣もうででも行く？」

「年明け早々、あんな人混みの中に行こうだなんて正気か？　この寒空の下に、お参りのために何時間も並んでいたら、一年の平安を祈願するどころか、新年早々、体調を崩すのがオチだ」

　これだけ元気なら、田中は大丈夫だと思うけど。

「じゃあ、買い物とか？　初売りやってるんじゃない？」

　田中は小バカにしたように、鼻で笑う。

「ナンセンスだな。人がごった返し、試着もままならないうえ、売れ残った商品しか値下がりになっていない初売りとやらに行くくらいなら、俺は定価で買う」

　私は諦めたようにため息をついて、パンケーキをひと口食べる。

「私とふたりで過ごしたいなら、素直にそう言えば？」

　田中は黙り込み、人差し指で眼鏡をくいっと上げた。どうやら図星のようだ。




　食事の後片づけが終わり、リビングに戻ると、田中がノートパソコンを開いて画面を睨みながらキーボードを叩いている。隙があれば、すぐに仕事だ。何をしているのかは、サッパリわからないけど。

「お正月くらい、ゆっくりすればいいじゃん」

　私は田中の肩に寄りかかり、リモコンでテレビをつける。

「本当は年末までに終わらせる仕事だったんだ」

　田中は、画面から目を離さずに言う。

「おかげで実家にも顔を出せそうもない」

「田中の実家ってどこ？」

「横よこ浜はま」

「近くじゃない」

　田中は私のツッコミをスルーした。

　そこで会話は終了。

　私はテレビのお正月特集を、ぼんやりと眺める。

　隣からはカタカタと、キーボードを打つ規則的な音が聞こえてくる。

　何ヶ月も離れていたのに、昨日再会したばかりとは思えないほど、リラックスした雰囲気。田中が屋敷にいた頃に戻ったみたいだ。

　私はくわっと欠伸した。

「おっしゃ！」

　田中が突然歓声をあげたので、驚いて振り返る。

「終わったの？」

「ああ」

　珍しく機嫌がよさそうにニヤニヤ笑いながら、田中はノートパソコンをパタンと閉じた。

「やっぱり俺は天才だな」

　田中は私をぎゅうっと抱きすくめ、髪に顔をうずめた。珍しく甘えているようだ。

「偉いわ、田中」

　コシのある髪をサラサラ撫でてやると、田中は嬉しそうに目を細めた。

「退屈されていたのでしょう。お相手いたしましょうか？　燁子様」

　耳元で囁くので、思わずゾクリとする。

「何よ、オセロでもする気？」

「ふたりきりでできる、もっと楽しいことだよ」

　田中は顔の見える位置まで身体を引き離すと、長い指で私の髪をサラリと梳とく。

「楽しいことって？」

　私は訝しげな視線を向ける。

「なんだと思う？」

　田中はクスリと妖艶な笑みを浮かべた。

「そうね、テレビゲーム？」

「それよりも興奮する」

　田中は眼鏡を外して、テーブルの上に置いた。

　な、なんの準備だ？

　私は思わず身がまえる。

「じゃあ、チェス？」

「それよりも、感覚が研ぎ澄まされる」

　美しい顔が間近に迫ってくる。瞳を見つめられると、金縛りにあったように身体が動かなくなる。

「とりあえず、やってみよう」

　返事をする前に、田中は私の肩を抱き寄せると、強引に唇を押しつけてきた。

「っちょ――」

　抗議の声をあげようとしたが、キスで塞がれてしまう。

　反射的に身体を引き離そうとしたが、頭を押さえられてより深く口づけられる。

　田中とのキスは初めてじゃない。

　だけど、いつもより早急で余裕がない感じ。唇をずらしては様々な角度から舌を入れて、口内を侵していく。田中のキスは、日頃の冷静なキャラからは想像がつかないほど情熱的だ。

　私は彼の腕にしがみつき、必死で舌を絡め返した。頭がクラクラして、何も考えられなくなってしまう。私の口から、甘い吐息がこぼれた。

　溺れそうになっていると、田中はようやく唇を解放し、首筋に噛みつくようなキスをする。

　服の上から胸の感触を確かめるように、さりげなく手を這わせてきた。

　私は意識を取り戻して、田中の手を制する。

「昼間から何をする気？」

　悪態をついたつもりが、自分でもゾッとするほど声に甘さが滲む。

「……お相手」

　やっぱり田中はエロだ。

「こんな明るい中で、よくその気になるわね」

「燁子も結構、その気になってたじゃないか」

　田中はクスリと妖しく微笑む。

「そんなことない」

　私は赤くなり、うつむいた。

　田中はなお、私をソファに組み敷こうとする。今日はなんだかアグレッシブだ。

　胸を押し返して抵抗するが、手首を押さえつけられた。

「ずいぶん聞き分けが悪いのね」

「燁子が悪い」

　田中は拗ねた子供のように、ふてくされて言う。

「はあ？」

　思わず私は聞き返した。

「男に囲まれて、楽しそうにしてただろう」

　田中は切れ長の目をスッと細めて、不愉快そうに私を見つめる。

「全然楽しくなかったわよ。皆、お目当ては私じゃなくて葛城家だもの」

　田中がそうであるように。

「あなたも、まだ葛城家に未練があるの？」

「……ある」

「そう」

　だから、実力行使で私を手に入れようとしているのか。

　私はまっすぐに田中を見据えた。

　漆黒の髪、切れ長の瞳に通った鼻筋。

　私は手を伸ばして、形のよい薄い唇に指先で触れた。

　ああ、欲しがっているのは田中じゃなくて、私のほうだ。どんなに将来有望で人徳がある若手よりも、節操なしで意地悪で強引な田中に魅了されてしまう。

「葛城の名が欲しいならあげる。だからそばにいて」

　家柄が目当てでもかまわない。ただただ、田中と一緒にいたいのだ。あんな身を引き裂さかれるような想いは、もうしたくない。

「そのセリフ、十年待った」

　ボソリと呟くと、田中は短いキスをする。

「そばにいてほしいなら受け入れてくれ。……昼間だけど」

　私は思わず笑ってしまう。

「大丈夫。もう、すっかりその気だから」

　私は田中の首に手を回して引き寄せると、自ら唇を重ねた。唇の感触を味わうように、何度もキスをする。歯列の間からスルリと舌を割り入れ、柔らかな田中の舌に触れた時に、背筋がゾクリとした。

　田中も舌を絡め返して、応じてくる。

　私の口内は、田中の舌に徐々に侵されていく。

　ふたりとも、キスという行為に夢中になる。合間に、互いの熱い息が漏れた。

　いつの間にか、私はソファに押し倒され、田中が覆い被さるようにしてキスをしていた。

　キスだけでこんなに興奮したことはない。この先の展開を思うと、ゾクゾクする。

　田中は探り探り、胸に手を伸ばしてくる。拒絶されないとわかると、大きな手でやんわりと胸を撫でてきた。

「……ん」

　その手つきが徐々に激しくなってきて、私は身をよじらせる。

　その時、ガツンと何かが足にぶつかった。

「あ！」

　ふたりはハッとして身を起こす。

　私の足が、田中の愛用しているＭａｃマックを蹴飛ばしたようだ。

　一六五センチの私と、一八〇センチの田中が狭いソファでもつれ合っていたら、当然こうなる。

「ご、ごめん……」

　私は咄嗟に謝った。

「お仕置きだな、お嬢様」

　田中は上から、私を見下ろす。

　そのまま、私はベッドルームへと強制連行された。










執事の追憶［稜ＳＩＤＥ］




　腹が減り、通りがかった中華屋にフラリと立ち寄る。

『勝負軒』という名前の、小さな寂れた店だった。

　店主と話していると、隣の女子高生が突然話しかけてくる。

「ここのお店は餃子が絶品よ、お兄さん」

　なんだ？　このガキ……。

　しかし、満面の笑みで言われたので、思わず餃子を注文してしまう。ひと口食べると、確かにめちゃくちゃ美味かった。

「美味いな……」

　思わず呟いてしまうほど。

「でしょう？」

　女子高生はこちらを振り向くと、得意げにニッコリ笑った。聞こえてしまっていたようだ。

　バツが悪くて、俺は顔を背そむけた。

　会計をしようと席を立つと、さっきの女の子が食堂のおかみさんとレジの前で何やら揉めているようだ。

　手にはブラックカードを握りしめていたので、ギョッとする。

　この女子高生は、何者なんだ？　ブラックカードを持っていても、現金八五〇円を持っていないらしい。こんな店でカードを使おうなんて、きっとバカなんだろうな。さっきも補習が難しかった、なんて話を店の亭主と話していたし。

　挙げ句の果てに『ツケにする』と言い始めた。

　ああ……きっと、じゃない……バカだ。

「いや、無理だろう」

　思わず声に出してツッコんでしまった。

　女学生はキョトンとした顔で、こちらを見ている。

「おばさん、一緒に払います。おいくらですか？」

　面倒臭いので、二千円をおばさんに渡した。

　店から出ると、近くに停めてあったバイクに乗り込む。

「あ、あの！」

　さっきの女子高生がおさげを揺らして、犬のようにパタパタと走って追いかけてきた。さりげなく、都内有数のお嬢様学校の制服を着ている。きっと裏口入学だろう。

「あ、あの……お金、必ず返します。名前と連絡先を教えていただけますか？」

「逆ナン？」

　女子高生は顔を真っ赤にしてうつむく。

　こんな純情なリアクション、久しぶりだな。

　よく見れば、スラリと背が高く、少し吊ったアーモンドアイが印象的な、整った顔立ちをしている。微笑みかけると、恥ずかしそうにうつむいて、はにかむ姿がまた愛らしい。俺の周りにいるガールフレンドたちとは、ちょっと違ったタイプのようだ。

　お金を返してもらうことを口実に、連絡先を交換できないものかという打算が脳裏をよぎったが、みみっちいのでやめておいた。

　千円にも満たない金額だったのに女子高生はこっちが恐縮するほど、深々と頭を下げている。

　気恥ずかしくなってバイクのエンジンをかけ、その場を立ち去った。そして、大学の友人宅へ向かう。教えてもらった住所へ向かっているが、人里からどんどん離れているような気がする。

　しばらく走ると、鬱蒼とした森林に囲まれた鉄格子の門扉が見えてきた。

　こ、ここか？

　思わずバイクを停車させて中の様子を窺うと、雑木林の奥に伸びる私道が見えた。

　友人である葛城は、確かにどこかの金持ちのご子息だとは噂で聞いていた。そつのない立ち居振る舞いや、一見すると柔らかい物腰は育ちのよさを感じさせる。

　だけど、これほどとはな。

　再びアクセルを握り、バイクを発進させると、敷地内へと入っていった。

　雑木林の私道を抜けると、古びた洋館が見えてくる。

　玄関脇のガレージにバイクを停めて、仰々しいダークウッドの二枚扉の前に立つ。

　覗き窓には、鉄格子がはめられていた。

　ベルを鳴らしてしばらくすると、扉が軋みながら開いた。

　中から白いＹシャツに黒いスーツを着た、上品そうな初老の紳士が出てくる。

「こんにちは、匠さんの友人で田中と申します」

　父親だと思い、俺は深々と頭を下げた。

「伺っております。匠様は中でお待ちですので、どうぞ」

　初老の紳士は、洋館の中へとエスコートしてくれた。『匠様』と呼んでいるということは、使用人のようだ。

　なんなんだ、この家。

　俺は恐る恐る初老の紳士のあとについていった。

　玄関ホールは吹き抜けになっており、ドーム型の天井の周りにはステンドグラスの窓がはめ込まれていた。

　しかも、靴は脱がずに土足である。まるで外国の貴族の屋敷にでも来たようだ。

　初老の紳士は、俺をリビングに通してくれた。

　これまた期待を裏切ることなく、豪華な造りだ。よく磨かれた板張りの床に、ペルシャ絨じゅう毯たんが敷かれており、そのうえに猫足のテーブルと茶色い革張りのソファが置かれている。

　そして天井からは、シャンデリアがぶら下がっていた。

「稜、よく来てくれたな」

　ソファから立ち上がり、友人の匠が出迎えてくれる。

「デッカい家で驚いたよなー」

　先に到着していたもう一名の友人、藤原 駆が目を輝かせて言う。

「キツネに化かされたかと思ったよ」

　俺は肩をすくめた。

　三人は共通のゼミで知り合った。今回もグループ課題を作成するため、葛城の家に集まったのだ。

【次世代の広告研究】について熱く議論を交わすはずが、いつの間にか、先日のコンパの話に花が咲く。

「それで結局、稜は髪の長い、一番可愛い子をお持ち帰りしたんだ」

　駆がニヤニヤしながら尋ねる。

「勝手についてきただけだ。美容部員の子をお持ち帰りしたのは、匠のほうだ」

「人聞きが悪いな、稜。俺がお持ち帰りされたんだよ」

　匠はニコリと穏やかな笑みを浮かべる。

「匠、彼女いなかったっけ？」

「それは、それ。これは、これだよ？　駆」

　匠は爽やかに腹黒いことを言ってのける。

「だな」

　駆も納得したように頷いた。

　俺たち三人とも不道徳な生活を送っているので、誰も責めることはしない。ま、男なんてそんなもんだ。

「お兄様」

　その場に似つかわしくない、清純な空気が漂う。鈴の音ねのような声のほうへ振り向くと、制服を着た女子高生がリビングの入口に立っていた。

「ただいま戻りました」

　匠のそばまで歩み寄ると、楚々として頭を下げる。

「燁子、今日は遅かったな」

　匠はあっという間に兄顔になる。

　その代わり身の速さには驚嘆する。

「今日は、学校で委員会だったので」

　匠は偉そうに頷いている。自分は美容部員にお持ち帰りされたくせに。

　いかにも処女であろうこの妹は、そんな兄の一面なんて知る由もないのだろう。

「友人たちにも挨拶して」

「次女の燁子です。今日はゆっくりしていってください」

　妹はペコリと頭を下げた。サラリと長いおさげが肩に落ちる。

　顔を上げると、猫のようなアーモンドアイに健康的な赤い唇をした、美しい女の子だった。

　しかし、見覚えがある。

「あれ？」

　俺は思わず声をあげる。

「君は、さっきの……」

　妹は幽霊でも見たように、ギョッとした表情で俺を見ている。

「稜、知り合いか？」

　駆が尋ねる。

「うん、ちょっとね」

　さっきまで超庶民的な中華屋で、ラーメンと餃子を美味しそうに食べていた子が、こんな豪邸に住むお嬢さんだったとは。

　凛りんとした佇まいだったので、気がつかなかった。

　しかし、素の彼女は無邪気にニカッと笑っていたほうだろう。

　思わず笑みがこぼれる。

　妹は真っ赤になると、逃げるようにリビングから出ていった。

　あのリアクションは、やっぱり可愛い。




　結局、そのあともどうでもいい話ばかりしていて、思うように課題は進まなかった。

　葛城が夕飯を食べていけ、というのでお言葉に甘えてごちそうになっていく。

　妹が姿を現すのを期待したが、結局見かけることはなかった。

　葛城家を出るのは、二十一時を回った頃だった。

　ガレージに停めていたバイクを取りに行き、帰ろうとしたその時だった。

「あ、あの！」

　玄関先に、妹がいつの間にか立っていて呼び止められた。

　紺色の麻のワンピースに白いカーディガンを羽織って、おさげに結っていた髪を下ろしている。そのせいか、先ほどよりも大人びた雰囲気だった。妹はパタパタと小走りで近くまで来る。

「燁子ちゃん？」

　妹がこっくり頷くと、艶つややかな黒髪がサラリと揺れた。風呂に入ったのか、ほのかにシャンプーの香りがする。

「これ」

　青い封筒を差し出してくる。

　中には何が入っているのかと考えると、不覚にも胸が高鳴ってしまった。

「メルアド？」

「違います！　さっきのお金です」

　妹は真っ赤になって否定する。

　なんだ……と、あからさまに落胆した。しかし、恥じらっている表情は、やっぱり可愛い。

　そのほっそりした肩を抱き寄せて、長い髪に顔をうずめたい衝動に駆られる。

　そんなことをすれば、匠に殺されるだろうけど。

　俺は受け取りを拒むが、頑かたくなに聞かない。意外と頑固なようだ。アーモンドアイが、俺の顔をまっすぐに見据える。

　真剣な表情も、やっぱり可愛い。

　匠は怖いけど、この先妹がどこかの見知らぬ男に触れられるのはなんとなく嫌だ。

「じゃあ、連絡先教えてよ。そしたら受け取る」

　俺はとびっきり甘く微笑みかけた。

　大抵の女は、これで落ちる。

　……滅多に見せることはないけど。

　妹も例外ではなく真っ赤になり、大きな黒目をきょろきょろと泳がせている。

　焦りすぎたかな、と思うが、ガードの固い匠がいては妹とふたりきりになれるチャンスは、この先あまり望めないだろう。どうにかして、妹との繋がりが欲しかった。

　困った顔も可愛いけど、もう一度ニッコリと笑った顔を見たい。

「しかし、お嬢様でもひとりでラーメン屋とか入るんだね」

　嬉しそうにラーメンを食べていた妹を思い出して、思わず笑みがこぼれる。

　しかし、妹は赤い顔のまま表情を強張らせた。

　何かマズいことを言ったのだろうか。

　細く白い指で握りしめた封筒を俺の胸に押しつけると、妹は転がるように家のほうへ駆けていってしまった。

　俺は自分の失態が何かわからず、青い封筒を手に持ったまま呆ぼう然ぜんとする。

　しかし、チャンスの神様の前髪をつかみ損ねたことだけは、ハッキリわかった。




　それでも妹に会いたくて、俺は駆を連れて何度か匠の家に足を運んだ。

　しかし避けられているのか忙しいのか、妹の姿を見かけることはほとんどなかった。たまに顔を合わせると、妹はいつもそそくさと逃げていった。

　どうやら嫌われているらしい。

　これまで女性に拒まれたことがなかった俺は、何が悪かったのか、どうしたら妹に振り向いてもらえるのかが、全くわからなかった。

　かといって、シスコンの匠に相談することもできない。きっと葛城家を出禁になるだろう。




　何年か経った頃に、大学生となった妹の姿を見かけた。

　制服を脱いでおさげ姿ではなくなった妹は、純白のコートを羽織り、うっすらと化粧を施して、見違えるように綺麗になった。

　大学では、言い寄ってくる男も多いだろう。もしかしたら、男と会っていた帰りなのかもしれない。

　やはりあの時、強引にでも連絡先を教えてもらえれば……と思うと、苦々しい気分になる。

　その一方で、なぜか俺は匠の父親と意気投合し、急速にその距離を縮めていく。

　妹には毛嫌いされていても、おじさんには好かれるとは皮肉なものだと思っていた。

　相変わらず葛城家には定期的に足を運んでいたが、就職して仕事に追われるようになると、妹の姿を追うことも徐々になくなった。

　その代わりに、匠とその父親、駆を含めてビジネスの話に花を咲かせる。

　葛城商事の代表取締役である匠の父は、やはりビジネスでは神のような存在で、非常に興味深い話をたくさん聞くことができた。

　起業をしようと思ったのは、間違いなく匠の父の影響が大きいだろう。

　いつの間にか葛城家に来る目的が、俺の中で変わっていった。




「燁子が駆け落ちした」

　匠から妹の話を聞かされたのは、俺が勤めていた会社を辞めて駆と会社を起こしたばかりの頃だった。

「燁子って、あの清純そうな？」

「そうだ」

　匠は苦々しく言う。

「あいつは有益な結婚のために大事に育てられてきたのに、どこかのロクでもない男に引っかかって家を出たんだ。まったく困ったヤツだ」

　匠は吐き捨てるように言う。

　俺は事もあろうに、その話を聞いて笑いだした。

　やっぱり、妹の本来の姿はラーメン屋で見たほうだったようだ。素直に、親の敷いたレールの上を歩くタイプではなかったらしい。

　深刻な話をしている時に笑いだした俺を見て、匠は舌打ちする。

　痛快だったが、どこか寂しくもあった。

　あんなに嫌われていたのに、自分でもなぜだか不思議なのだが、あの夜から『俺と妹は結ばれる』という、どこか確信めいた気持ちがあったから。

　妹がほかの男と結ばれるのなら、きっと俺は一生独身だろう。




　六年後――。

　やはり、俺の確信は正しかったことが証明される。

　妹はあれから紆余曲折を経て、今俺の隣で安らかに眠っている。

　少し痩せ、洗練された妹は、女性としての美しさに磨きがかかった。男と別れ、出戻った妹と再会した時は、ボロボロの捨て犬みたいだったが……。

　そこは俺の入念な手入れのおかげで、もとの美貌を取り戻した。

　十年間、こうなることを期待し続けていたと聞いたら、彼女はどう思うのだろう。

　やっぱり気持ち悪いと思うのだろうか。

　華奢な肩に腕を回し、そっと髪に顔をうずめてみる。

「稜、くすぐったい」

　妹はそっと目を開き、俺に微笑みかける。

　俺が見たかった笑顔が、今腕の中にある。










元・執事との思わぬ再会




　ゆるゆると惰眠を貪っていると、首元がくすぐったくて、目を覚ました。

　田中が猫のように甘えて、すり寄ってくる。

「稜、くすぐったい」

　私はだらしなく頰を緩めた。

　窓のほうに目をやると、柔らかな陽が射し込んでいる。

「今、何時？」

「十時だよ」

　ずいぶんと寝坊してしまったようだ。

「昨日は、無理をさせてすまなかったな」

　全くだ。あのあと、私は夜までベッドから解放されることはなかった。

　夕飯も、デリバリーのピザを注文するほどの体たらく……。

　最後は意識が朦朧として、果てたまま眠ってしまった。

　恐るべし、田中……。

　布団をめくり上げると、タオル地のルームウェアを身につけている。

　田中が着せてくれたようだ。

「水、飲む？」

　田中はキッチンの冷蔵庫から、冷えたミネラルウォーターを持ってきてくれた。

「ん、ありがとう」

　私は気だるい身体をゆっくり起こす。喉が渇いていたので、ボトルの口を開けて一気に流し込んだ。

　冷たい水で、寝ぼけた頭が徐々に覚醒していく。

　田中がベッドに腰かけたので、そっと彼の髪に触れると、シャワーを浴びたのか少し湿っていた。

「お腹が空いたわ」

「昨日はたくさん運動したからね」

　田中はニッコリと微笑んだ。

　まったく誰のせいだ……。

　私は恨みがましい視線を向けた。

「食事にしようか。たくさん食べて体力をつけないとな」

　私は口に含んだ水を噴き出しそうになる。

「ま、まだ……ヤるの？」

「燁子、下品だぞ」

　田中は咎めるように目を細める。

「田中に言われたくないわよ！　あ、あんなことまでさせといて！」

　私の脳裏に昨日の情景が浮かび、顔が熱くなる。

「あれ？」と言って、田中は私の顔を覗き込む。

「さっきみたいに『稜』って呼んでくれないの？」

「その、雰囲気に流されたというか……」

「もう、田中はやめてくれ」

　私たちはクスクス笑い合う。目が合うと、自然と唇を重ねた。

「稜……」

　嬉しくて、キスの合間に名前を呼ぶ。

　稜が私を見つめる目は優しく、とろけそうなくらい甘くて、身体の芯がジンとしびれる。

「好きよ」

　……稜は何も答えない。

　普通、この流れだと『俺も好きだ』とか言ったりするんじゃないの？

　自分の気持ちを伝えるのを先走りすぎたか、と不安がよぎる。

「あれ、稜は？」

　私は重くならないよう、気軽な口調で尋ねた。

「会った時から……ひ……れだった」

　なんかゴニョゴニョ言っている。声が小さすぎて聞き取れない。

「ごめん、もう一回言ってくれる？」

「一回しか言えない」

　稜は眼鏡を外して、覆い被さってきた。

「ちょっと！　稜！」

　異議を申し立てようとすると、キスによって唇を塞がれた。

　そのまま、なし崩しに何度も何度も唇を重ね合う。

　ああ……脳みそがとろける……。

　どこからが自分なのか境目がわからなくなるほど、濃密なキスをする。

　私がうっとりと稜の唇を堪能していると、玄関のチャイムが鳴った。

「誰か来たけど」

「いい、放っとけ」

　稜は首筋に唇を這わせながら背中に手を回し、ブラのホックを慣れた手つきで外す。

「おい！　燁子！　いるんだろ！」

　玄関から私を呼ぶ声が聞こえて、ふたりともギクリと固まった。

　この声は聞き覚えがある。

「稜！　開けろ！」

　玄関のドアを叩く音がする。

「匠ちゃんだ……」

　ふたりはベッドから飛び起きた。

　慌てて脱ぎ散らかした服をかき集めて、なんとか着衣を整える。

「稜！　眼鏡！」

「は、はい！」

　さっきまでの甘い雰囲気は、あっという間に打ち消された。

　稜は慌てて玄関へと向かう。

　私は息を殺しながら聞き耳を立てて、様子を窺った。

　ガチャリとドアを開く音がする。

「なんだよ、匠、朝っぱらから」

　稜は不機嫌そうな声で言う。

「燁子が来てるんだろ？」

「なんのことだ？」

　稜はすっとぼける。

「これは誰の靴だ？」

　匠ちゃんは目ざとく私のスニーカーを見つけて、指摘する。

「……どこかの女が置いてった」

「お前、女は自宅に連れ込まない主義だろ？」

　はい、秒速で論破。実兄ながら、なかなか手強い。

「燁子、出てこい。今なら、俺から父さんに話してやるから」

　出た。匠ちゃんの懐柔作戦。だけど、その手には乗らない。

「うちにはいない。よそを探せよ」

「燁子、いるんだろ？　兄ちゃんを本気で怒らせたいのか？　ｅｐｉｃとの資本提携も、白紙に戻しちゃうぞ？」

「それはダメ！」

　私は匠ちゃんの術中にまんまとハマり、玄関に飛び出していった。




「それで来客中に仮病で抜け出して、稜の家までついてきたのか」

　匠ちゃんはリビングのソファに、脚を組んで座っている。

　私と稜は床に正座だ。

「正確には仮病じゃないわ。着物を着てたら、本当に気持ちが悪くなっちゃったの」

「うん。でも、そこはあまり重要じゃないな」

　匠ちゃんは、私の言い訳をあっさり流す。

「そして、稜は家に燁子を連れ込んで、うっかり手を出したわけか」

「別に、私たちやましいことなんてしてないわ」

　今日のところは……と心の中でつけ足す。

「燁子、キスマークついてるぞ？　首に」

　匠ちゃんは一切のためらいもなく、指摘してくる。

　私たちはバツの悪さにうつむいた。

「『妹には手を出すな』と百回は言ったはずだ。どういうつもりなんだ、稜？」

　言い方は穏やかだが、匠ちゃんの稜を見る目は凍るほど冷ややかで、きっとめちゃくちゃ怒っている。

「結婚するつもりだが、何か問題でも？」

　稜は無表情のまま言うと、人差し指で眼鏡をくいっと上げた。

「ええええっ!?」

　私と匠ちゃんは、揃って声をあげる。

「燁子！　お前はどうして男を見る目がないんだ。またロクデナシに引っかかって！」

　匠ちゃんは私の肩をつかみ、身体を揺する。

「おいおいおい、少なくとも伸夫より経済力はあるぞ？」

　稜は冷静にツッコむ。だけど、そのツッコミ自体がボケである。

「それに、プロポーズは燁子からだ」

　稜め……余計なことを。

　私はジロリと睨みつけた。

「身体の関係を持って、情にほだされたか？」

「匠ちゃんのそういうところ、大っ嫌い」

　私は鼻の頭に皺を寄せた。

「なんでも合理的に物事を考えようとして、デリカシーに欠けるのよ。だから女性に疎まれるんだわ。そんなんじゃ、英茉が年頃になったら寄りつかなくなるよ!?」

　私は一気にまくし立てた。

　匠ちゃんはホワホワしている次女の思わぬ反撃に、言葉を失っている。

　稜は横で愉快そうにニヤニヤ笑って、事の成り行きを眺めている。

「だけどな、燁子、稜はつまみ食いするぞ？　あのモデルとだって、切れてないんじゃないか？」

「莉奈とは一切、連絡取ってない。そのせいで燁子に逃げられたんだからな」

『莉奈とは』って、『は』ってなんだ。

「二に子こ玉たまの料理研究家」

　稜がボソッと呟いた。

「なんのこと？」

　私は意味がわからず聞き返す。

「奥さんに許してもらえたのか？　匠」

　稜は口の片端を上げ、底意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「お前……どこでそのネタを……？」

　匠ちゃんの笑顔が、ピシリと固まった。

　稜は人差し指を横に振る。

「俺の情報網を侮あなどってもらっちゃ困るな」

「相変わらず、性格悪いな」

　匠ちゃんは苦笑いで毒づく。

「あの、話が全く見えないんだけど」

　私はふたりの顔を交互に見る。

「まあ、燁子が思うほど、匠も完璧じゃないってことだよ」

「はあ？」

　私は稜の言わんとすることがよくわからず、首を傾げた。

「で、どうすんだよ。本気か？」

　匠ちゃんは、謎の『二子玉の料理研究家』で観念したようだ。

「明日、燁子を送りがてら、おじさんに挨拶してくるよ」

「それは急展開だな。逆鱗に触れて、融資を断ち切られるんじゃないか」

　匠ちゃんは呆れたように、肩をすくめる。

「だから、事前に根回ししておいてくれ。得意だろ、そういうの」

「断る」

　匠ちゃんはキッパリ言い放った。

「匠ちゃん、私からもお願い」

　私は潤々した目で、匠ちゃんをジッと見つめる。

「断れば、燁子がまた家出するぞ」

　稜はやっぱり、ひと言余計だ。

　匠ちゃんはしばらく考え込んだのち、めちゃくちゃ苦い表情で渋々頷く。

「ありがとう。匠ちゃん、大好き！」

　私は匠ちゃんに、ピョンと飛びつく。

「まったくお前は」

　匠ちゃんは肩でため息をつくと、大きな手で私の頭をワシャッと撫でた。

「その代わり、大事にしないと殺すぞ？　稜」

「わかってますよ。お兄様」

　匠ちゃんは露骨に顔をしかめて、ものすっごく嫌そうな顔をする。

「匠をお兄様と呼ぶ日が来るとは、実に感慨深いな」

　稜はニッコリと花のように微笑んだ。人に嫌がらせをする時の彼は、やっぱり輝いている。




「行くか」

　私たちは、屋敷の仰々しい扉の前に立つ。

　稜はネクタイを締め直すと、覚悟を決めて呼び鈴を押した。

　私は緊張して、稜の手をギュッと握る。

「大丈夫だ。心配するな」

　稜は私を安心させるよう微笑みかける。

　優しい素振りに、思わずジンとしてしまった。

「ダメなら、お得意の家出があるじゃないか」

　……やっぱり、ひと言余計だけど。

　扉がガチャリと音をたてて開き、ユウキが中から姿を現した。

「燁子！」

　鳶色の瞳を真ん丸にして、私を見つめる。

「ただいま」

　私が「えへへ」と笑うと、ユウキが飛びついてくる。ふんわりと薔薇の香りがした。

「どこ行ってたんだよ！　心配したんだから」

「ごめんね、ユウキ」

「体調は？　大丈夫？」

　ユウキは私の頰を撫でながら、心配そうに覗き込む。

「心配には及びません」

　稜はすかさず、私とユウキの間に割って入ってきた。

「こちらは……？」

　ユウキが尋ねる。

「葛城家の前任の管理人で、田中です」

「後任の江藤です。はじめまして」

　ユウキはキラッキラのスマイルで稜の手を取り、両手で固く握手する。

　稜はピシリと固まった。

　ユウキと私の関係についての誤解は、完全に解けたことだろう。

　館の中に入ると、稜は玄関ホールを見回す。

「この間久しぶりに来た時も思ったが、なかなか綺麗にしているじゃないか」

「ありがとうございます」

　ユウキは嬉しそうにはにかむ。

「田中さんの薔薇のお手入れも、素晴らしかったです。夏のこまめな水やりと剪せん定ていのおかげで、今年は長く楽しめました」

「ほお、なかなか話がわかるようだな、江藤くん」

　稜はニヤリと笑みを浮かべる。多分嬉しいのだろう。

「旦那様がお待ちですよ」

　ユウキに案内されて、リビングへ向かう。

　稜を見上げると、『大丈夫』と言うようにこっくり頷いた。

　深呼吸して、リビングのドアを開ける。

「た、ただいまー！」

　私は処世術である天然のフリで陽気に挨拶し、中に入っていく。

　リビングにはパパとママ、そして匠ちゃんがソファに座っていた。

　三人の視線が、一斉に突き刺さる。

「燁ちゃん！　どこ行ってたの！　遥さんとふたりで大変だったのよ！」

　ママは立ち上がると、眉毛を吊り上げてプリプリ怒っている。

「ごめんね」

　私はテヘッと笑った。

「申し訳ありませんでした」

　隣に並んだ稜も、頭を下げる。

「まあ、かけなさい」

　パパに促され、向かいのふたりがけソファに腰を下ろす。

「話があるそうだな」

　パパは膝に肘を置き、手を組むと、まっすぐにこちらを見据える。

　部屋にビシッと緊張が走った。

　その貫禄に、私はたじろいでしまう。

「いろいろと、お忙しい時にお嬢さんを連れ出してしまい、申し訳ありませんでした」

　稜は深々と頭を下げた。

「燁子が田中くんと、まだ親しくさせてもらってるとは知らなかったから驚いたよ。君には、ほかに恋人がいるという話を聞いたものだから」

　パパはニッコリと、含みのある笑みを浮かべた。目は全然笑ってない。

「恋人ではありません。ただの友人です」

　この緊迫した空気で、ここまで堂々と嘘をつき切れるのってある意味すごい……。

「しかし、誤解といっても騒ぎになったことについては、私の落ち度に違いありません。燁子さんを巻き込むわけにはいかなかったので、ほとぼりが冷めるまでは、会うのを自粛していました」

「賢明だな」

　パパは納得したようにゆっくり頷く。

　稜が連絡をくれなかったのはそんな理由があったのだと、改めて驚いてしまった。

　てっきり、葛城家の次女としての魅力がなくなった私に、興味も失ったのかと思っていた。胸の中のわだかまりが、みるみるうちに解けていく。

「でも、何も言わずに連れ出すなんて、私たちだって心配したわ」

　ママはまだご立腹のようだ。

「違うの、ママ。私が自分の意思で家を出て、稜さんのところへ行ったのよ」

　誤解のないよう私は説明する。

「久しぶりに親子でお正月を迎えられたのに、どうして家出なんかするの」

　ママは悲しそうに眉根を寄せる。

「だって、男の人をたくさん呼ばれて、嫌だったんだもの」

　私はチラリと、パパに恨みがましい視線を向ける。

「皆、新年の挨拶に来てくれたんだ。おもてなしすることは、葛城家の者として当然のことだろう」

　パパは微塵の動揺も見せずに、もっともらしいことを言ってくる。さすが古狸。

「田中さんがいたから？」

　ママに尋ねられ、私は顔を真っ赤にする。稜にチラリと視線を向けると、ニッコリと微笑みかけられる。

「まあ、そういうことかな」

　私はうつむきながら、消え入るような声で答えた。

「うちの燁ちゃんはそう言ってるんだけど、田中さんはどうかしら？」

　おっとりしていると見せかけて、ママはグイグイ攻め込む。

「光栄です」

　稜は薔薇のように、艶やかな笑みを浮かべる。

　ママも思わず見とれるほど。

「私も、燁子さんと一緒になりたいと思っています。匠さんともずっと親しくさせていただいていたので、本当の義兄弟になれたら嬉しいですね」

　匠ちゃんは、苦虫を噛み潰したような表情を浮かべる。やはり嫌なのだろう。

　パパは咳払いをして、存在をアピールする。

「もちろん、尊敬するおじさんを『お義と父うさん』と呼べるのなら、こんなに素晴らしいことはないと思っています」

「田中くん……」

　パパは、キラキラと目を輝かせる。

「私も君のことは、目をかけていたからな」

　感慨深く何度も頷いた。

「これからは『お義父さん』と呼ばせていただいてよろしいですか？」

「なんだか気恥ずかしいな」

　パパは照れているが、もうすっかりその気だ。

「田中さんと燁ちゃんの間に赤ちゃんが産まれたら、双子ちゃんたちに負けないくらい可愛いでしょうね」

　ママは胸の前で手を組み、うっとりしながら言う。

「なんだかプレッシャーですね、お義か母あさん」

　両親と稜は、声をあげて愉快そうに笑う。

　匠ちゃんはともかく、当事者の私までアウェイな気分。

「実は私は、昔から田中くんを燁子の夫に、と考えていたのだよ」

　パパはサラッと爆弾を投下した。

「ええ！　そうなの!?」

　私は驚いて聞き返す。

「業種は違っても、会社を背負しょって立つ匠の相談相手が近くにいれば、心強いだろう？」

「恐れ入ります」

　田中は忠臣のように頭を下げる。

「人格はさて置き、気心も知れてるし、稜は経営者として優秀だからな」

　匠ちゃんも仕事については稜を認めざるを得ないようで、小さくため息をつきながら言う。

「それに、田中くんは昔から燁子を想ってくれていたようだから」

　パパはお茶目にウインクする。

「……バレてました？」

　稜はうつむいて、片手で口元を押さえた。いつもポーカーフェイスなのに、気の毒なくらい真っ赤になっている。

「バレバレだったよ」

　パパはニッコリと笑みを浮かべる。

「燁子が通りかかると、田中くんはいつもソワソワしていたからね」

「そ、そうだったの？　全然気づかなかった」

　意外な過去に、私はただただ驚くばかりだ。稜のことすら、ほとんど覚えていなかったのに。

「もっと早く言ってくれればよかったのに」

「嫌われていると思っていたので」

　確かにあの勝負軒の一件以来、匠ちゃんの友人への挨拶は、断固拒否するようになった。

　その後も、何度か勝負軒のお兄さん――つまりは当時の稜――を見かけたが、失礼だとは思いつつ、そのたびに走って逃げた。

「でも、会った時に気づくだろう？　普通」

　匠ちゃんは苦笑いを浮かべる。

「全然気づかなかった」

　再会した時の稜は、ずいぶん印象が違っていたから。

「昔はもっと、女好きするような感じじゃなかった？　眼鏡もかけてたから、わからなかったわ」

　今は服装も無頓着で、フォーマルな時以外は、いつもそこいらにある服を適当に着ている感じ満載だ。

「だからお前、最近眼鏡なんかかけてたのか」

　匠ちゃんはニヤリと笑った。

　稜は無言で眼鏡をくいっと上げる。

「結ゆい納のうはいつにしましょうか？」

「ちょっと気が早いわよ」

　早速、張り切るママに異議を申し立てた……が、全然聞いていない。

「『善は急げ』でしょう？　今日は晴ちゃんも帰ってくるから、航生も呼びましょう！」

　それどころか、葛城家の面々に召集をかけようとしている。

「江藤さん、今晩は前祝いの準備をお願いね」

「かしこまりました」

　そばに控えていたユウキは一礼する。

　ママが言いだしたら、誰も止められないだろう。

　私は肩でため息をついた。

「ごめん、成り行きで祝いの席を設けることになっちゃったけど、大丈夫？」

　私は小声で囁き、稜の顔を見上げる。

「資本提携を解消されなくて、本当によかった……」

　稜が強張った顔でボソリと呟く。どうやら緊張していたようだ。

　私は思わず噴き出してしまった。




「燁子！」

　実家に到着した晴子姉さんは、リビングへ入ってくるなり私にハグをする。

「やったわね！　よかったわね！　大人の魅力で、ついに田中さんを落としたのね！」

　私の両頰を、ギュッと手で挟み込む。あともう少しで、キスしてしまうくらい顔が近い。

「お母様、『大人の魅力』ってなあに？」

　そばにいた十歳の愛まな娘むすめ、舞まいが無む垢くな瞳でジッと母親を見つめる。はしゃぐ姿が珍しかったようだ。その顔は、晴子姉さんに瓜うりふたつ。

　その隣には、聡明そうな顔立ちをした弟の篤あつしを連れている。

「なんでもないわ、舞。篤を連れて、お祖母様のところに行ってなさい」

　晴子姉さんは、澄ました笑みで取り繕いながら言う。

　三人連れてくるのは大変だったようで、三男の櫂かいは家でパパとお留守番中らしい。

　舞と篤は、従兄弟である双子ちゃんたちと合流し、四人でキャッキャと遊び始めた。

「それで、パパはなんて？」

「喜んでた。もうすでに、息子がひとり増えた気でいるみたい」

「本当に、田中さんみたいな素敵な人に巡り合えてよかったわね」

　晴子姉さんは柔らかな笑みを浮かべると、私の手をギュッと握る。

「ありがとう、晴子姉さん」

　優しげな黒い瞳に見つめられて、胸がジンと熱くなる。

「ってことで、そろそろ選挙が近いから、田中さんにご挨拶してくるわ」

　さすが、政治家の嫁。逞しくも新たな政治資金の捻ねん出しゅつ先を開拓していくとは……。

　感動して、ちょっと損した気分だ。

「さあ皆さん、食事の用意が整ったわよ！　ダイニングへ移動してちょうだい」

　ママがテキパキとその場を仕切っていく。

「アキ」

　不意に呼び止められて、声のほうへ振り向く。

「航生！」

　ニッコリと花のように微笑む、麗しい我が弟の姿がそこにあった。

「田中 稜と結婚するんだって？」

　航生は片眉を上げて尋ねる。

「まだ決定じゃないけど……多分」

　私は照れて、うつむきながら言う。

「この間うちに来た時は、絶対結婚なんかしない！って言ってたから驚いたよ」

　航生は肩をすくめた。

「その節は、お世話になりました」

　私はペコリと頭を下げた。

　不意に、私を見て逃げていってしまった女性が、頭をよぎる。

「そういえば、あの彼女とは仲直りしたの!?」

　航生は思わぬ私の切り返しに、ギョッとした表情を浮かべる。

「まあ、誤解は解けたみたい」

「みたい……だけど？」

　私は聞き返す。

「まだ彼女ではない」

　航生は苦笑いを浮かべた。

「お付き合いしてないの？」

　航生は私の切り込んだ発言に、眉根を寄せる。きっと図星だろう。

「高校生じゃないんだから」

　好きな女性に、なかなか踏み込めずにいる弟の純情な一面を見てしまった。

「声がデカいぞ、燁子」

　いつの間にか、稜が私のすぐ隣に立っていた。

「お久しぶりです、田中さん」

「久しぶりだな、弟」

「すっかり兄気取りかよ」

　私はすかさずツッコんだ。しかも偉そう。

「それよりも弟よ、まだ気になる女性に手を出せないでいるそうだな」

　稜の不ぶ躾しつけな発言に、航生はさっきよりもさらに眉根を寄せて、すっごく嫌そうな顔をする。

「でもな、俺は思うんだよ」

　しかし、稜は一向に気にすることなく続ける。

「もし想いを告げたあとに相性が合わなかったら、悲惨な結末を迎えると思わないか？」

　稜の明け透けな発言に、今度は私が眉根を寄せた。

「それはどうでしょうか。その後の、お互いの努力次第だと思いますけど」

　デキた弟、航生は無難に切り返す。

「努力で解決できる問題じゃないと、弟ならとっくにわかっているだろう。どうにかなるのは、最初のうちだけだ」

　航生はパッチリとした目を瞬かせる。

「弟に変なこと言わないでよ」

「そんなわけで弟よ、悩む前に行動に移せ。そうすれば、自ずと結論は出るだろう」

　悟ったような口調だが、最低なアドバイスだ。

　ところが、航生は尼寺へ相談に訪れたあとの女性信者のように、晴れ晴れとした表情を浮かべている。

「そうですね、お義兄さん。早速、行動に移してみようと思います」

　なんだかよくわからないが、稜は航生の心を捕らえたらしい。




　久しぶりに、葛城家の面々がダイニングテーブルに揃い踏みである。

「それでは、今年一年のますますの発展と、燁子と田中くんの幸せを祈って」

　パパが乾杯の音おん頭どを取ると、皆がグラスを掲げる。

「乾杯！」

　一斉にグラスを重ねる音がした。

　美味しい料理とお酒に、会話が弾はずむ。

　こんなに賑やかなお正月は、久しぶりだった。




　パーティーが終わり、子供たちは疲れ果てて寝てしまった。

　ママも明日、日本を出発するので、ひと足先に部屋へ戻る。

　男性陣はリビングで飲んでいるため、晴子姉さん、遥さん、私の女性陣は三人で庭に面したサンルームで、ワインをたしなんだ。

　ほどよくお酒が入った頃に、部屋へと戻る。

　葛城家一同が揃って帰省して、ユウキだけでは部屋の掃除が大変なので、稜は私の部屋に泊まってもらうことにした。それは建前で、本音は一緒にいたかったから、なんだけど。

　本日の主役だった稜は飲まされたのか、ベッドにもぐり込み、天使のような顔で眠っていた。

　なんだ、つまらない。

　しかし、起こすわけにもいかないので、私はシャワーを浴びに行くことにした。熱めのお湯を頭から浴びると、アルコールが身体から抜けていくようだ。

　お風呂から上がり、化粧品で肌を整える。濡れた髪をドライヤーで乾かすと、ようやく寝る準備が整った。稜を起こさないように、そっとベッドにもぐり込む。

「燁子？」

　稜がゆっくりと目を開いた。

「ごめんね、起こしちゃった」

「ん、大丈夫。待ってたから」

　ニコリと無邪気な笑みを浮かべて、私を胸元に抱き寄せる。

「稜、ありがとう」

「何が？」

　眠たそうな声で呟く。

「私と家族が再び繋ったのは、稜のおかげね」

　私は彼の腰に手を回し、広い胸に頰を寄せる。

「今の俺があるのは、あの日燁子に会ったからだ」

「どういうこと？」

　私はベッドに肘をつき、瞳を輝かせて稜を見つめる。

「話せば長くなる。こうやって燁子がすり寄ってくるようになるまで、十年もかかったんだから。まったく……手懐けるのに、野生動物でもここまで時間はかからない」

「失礼ね、人を狸みたいに言って」

　私は咎めるように目を細めた。

「連絡ひとつ寄越さなかったくせに、よく言うわ」

　あの身を引き裂かれるような日々を思い出し、私は非難の視線を向ける。モデルとの一件があったにせよ、事情くらいは説明してくれてもよさそうなものだ。

「連絡をしたら泣くだろ」

「そんなわけないじゃない」

　連絡が来なくても泣いていたけど。

　強がったのを見透かしたように、稜は微笑んだ。

「声を聞けば会わずにいられなくなる……俺が」

　稜は腕を回して私を抱き寄せる。

　私は広い背中に手を伸ばし、彼の胸に顔をうずめた。

「やっと捕まえた」

　彼も、もしかしたら会えない間、私と同じようにつらい思いをしていたのかもしれない。

　稜は私の頭にキスをすると、そのまま私を組み敷いた。

「これから話す時間はたくさんある。だから今は愛を深めよう」

「ちょと、稜……」

　私の抗議は稜の唇によって、封じられそうになる。身をよじって、思考停止に陥るキスをなんとか回避した。

「なんで拒むんだ。このベッドだと、いつもお預けを食らう」

　稜は不満げだ。

　再会してからは、だいぶ感情を顔に出すようになってきた。

　数ヶ月前までは人形みたいに無表情な顔をして、毎朝、起こしに来ていたのが嘘みたい。

　私はクスリと笑う。

「私と結婚するのは妥協？　打算？」

「今さら、それを聞くのか？」

　稜は横に目を逸らす。

「あら、私はまだ何も聞いてないわ。あなたの口からは」

　稜は黙り込み、言葉を探るように視線を泳がせる。

　しばしの沈黙。

「そこに愛が……あるからだろ」

「え!?」

　まさかの回答に、思わず聞き返す。

「本当は、男を全く知らない燁子を独占したかった。ウブで恥じらう姿が見られなくて、残念だ」

　稜は私の手を取って、指先にキスをする。

　その仕草が妙に色っぽくてドキドキしてしまう。

「あなたね、自分はいろんな女と遊びまくっておいて、よく私を独占したかった、なんて言えるわね」

「日々鍛錬していたんだよ。燁子を喜ばせるためにね」

　稜はしれっと嘘を言ってのける。

　確かにそれは実践で活かされている。けれど、言わないでおこう。

「十年間、ずっと鍛錬していたとは、たいしたものね」

　私は嫌味たっぷりに言った。

「……気持ち悪いと思ったか？」

「そりゃ思うわよ。複数の女性と遊びまくってるなんて、とんでもないわ」

　私は眉を吊り上げる。

「そうじゃない」

　稜は自嘲ぎみに笑いながら言う。

「十年間、ずっと燁子とこういう関係になるものだと、本気で思い続けていた。嫌われていたのにもかかわらず、だ」

　眉根を寄せていて、いつもの稜らしからぬ自信なさげな話し方だ。

　私に引かれていないかと、本気で心配しているようだ。

「バカね」

　その様子がなんだか愛おしくて、思わず微笑んだ。

「嬉しいに決まってるでしょう」

　稜はホッとしたように顔を綻ばせる。

　子供のような無邪気な笑顔に、クラクラしてしまう。

「愛してるよ、燁子」

　稜が耳元で囁いた。

　聞きたくてたまらなかったひと言を不意打ちで言われると、これほどの破壊力があるとは。

　ドキドキして、息が止まりそうになる。頭が甘くしびれて、私はボウッとしてしまった。

「やっぱり気持ち悪かったか？」

　私が何も言わなかったので不安になったのか、稜は顔を覗き込む。

　そのまま首に手を回して引き寄せると、自分から唇を重ねた。

「私も愛してる」

　稜は嬉しそうに頰を緩める。いつものポーカーフェイスも形無しだ。

「脱がせてちょうだい」

「かしこまりました、燁子様」

　うん、やっぱりこの感じ、悪くない。




　この先、稜とはひと筋縄ではいかないだろう。

　きっと私は振り回される。

　それでも一緒にいたいのだ。

『結婚は打算と妥協』

　いつか稜が、堂々とそんなことを言っていた。

　だけど、そこに愛があるから私たちは一緒にいるのだ。




　お手柔らかに。

　とびきりビューティフルだが、破天荒で毒舌な最愛の人に、私は再び口づけた。





ＥＮＤ












あとがき




　このたびは『冷徹執事様はＣＥＯ!?』をお読みいただき、ありがとうございました。天然で出戻りの元お嬢様と、毒舌執事のかけ合いをお楽しみいただけたら嬉しい限りです。




　本作は、私が生まれて初めて投稿した小説でした。

　当時、執事が出てくる話にハマッていて、小説や漫画をいろいろ読ませていただいたのですが、そんな中で、『自分の理想の男性を自分で書いてみたい！』という思いからこの話を書き始めました。

　家事もできるイケメンの執事がいてくれたら、どんなにいいだろう……という願望（笑）から田中のキャラクターを考案しましたが、ただ完璧なだけでもつまらないかな、と思っていたら予想以上に偏屈な性格に仕上がってしまいました。

　理想とはかなりかけ離れたキャラクターになってしまいましたが、個性的な田中は書いていてとても楽しかったです。




　ヒロインの燁子は結婚を考えていた彼と別れて傷つき、実家に帰ることになりました。いろいろ未練や後悔があったと思いますが、過去を振り返らず、前を見て歩いて行こうとする前向きな彼女の姿に、少しでも共感いただければ幸いです。




　最後になりましたが、今回の書籍化にあたり、ご尽力いただきました説話社の額田様、三好様、編集に携わっていただきました皆さまには大変お世話になりました。

　また、素敵なイラストを描いてくださった弓槻みあ様、ありがとうございました。

　そして応援していただいた読者の方々にも、重ねてお礼申し上げます。

　これからも、読んでいただいたあとに、気持ちが少しだけ晴れやかになるような作品を書いていけるよう頑張ります。

　ありがとうございました。





悠ゆう木きにこら
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